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茨城県真壁郡明野町太字海老ヶ島に所在する館野遺跡の発掘調査報告書である。

ノ　′　　　　ノ　　　　　　、′　　　　　　　　・・

調　査　平成臓年摘月且　～平成臓年3月凱打

′

3　当遺跡の発掘調査は撃調査第一課長阿久津免の指揮のもと　調査第　正長克ノ倉正男　首席調査員小林

孝　主任調査員茂木悦男が担当した。

当遺跡の整理及び本書の執筆ゆ編集は　整理第一一止課長冊維W瓜の指揮のもと撃主任調査員茂木悦男が担当

した、、

発掘調査及び整理に際し　御指導　御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に射し　深　感謝の意を表

します



凡

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋27，520m，Y軸＝＋19，480mの

交点を基準点（Alal）とした。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3

…とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，C・・・j，

西から東へ1，2，3…0とし，名称は大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように　呼

称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　竪穴住居跡－SI　　掘立柱建物跡－SB　　土坑－SK　　井戸跡－SE　　溝－SD

遺物　　土器－P　　土製品－DP　　石器・石製品－Q　　金属製品－M　　木器・木製品－W

拓本記録土器一TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

［：コ炉・焼土 竃・粘土・黒色処理 抜き取り痕・煤・油煙

●土器　　　　○土製品　　　　□石器　　　　　△　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺構全体図は300分の1，各遺構の実測図は60分の1の縮尺で掲載することを基本とした。

（2）遺物は，原則として3分の1の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについ

ては個々に縮尺をスケールで表示した。

6　「主軸方向」は，長軸（長径）方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているか

を角度で表示した。（例　N－100－E）

7　土器の計測値の単位はcmである。なお，現在値は（）で，推定値は［］を付して示した。

8　遺物観察表の備考欄は，土器の写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

9　遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石器，金属製品，木製品ごとに通し番号と

し，挿図，観察表，写真図版に記した番号は同一一とした。

10　遺構一覧表における計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県は，茨城県真壁郡明野町海老ヶ島地区内において，県道下館つくば線の建設を進めている。

平成9年6月6日，茨城県下館土木事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，県道下館つくば線緊急地

方道路新設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いについて照会があった。

平成9年9月16日，茨城県教育委員会は，茨城県真壁郡明野町中根地区において現地踏査を実施した。館野

遺跡については，詳細な表面調査により，遺跡の範囲をおさえた。

平成9年11月4日，中根十三塚遺跡について試掘調査を実施した。中根十三塚遺跡については，平成10年10

月1日から平成11年3月31日まで調査を実施した。

平成9年12月3日，茨城県教育委員会教育長から茨城県下館土木事務所長あてに，事業地内に鮨野遺跡が所

在する旨回答した。

平成12年3月15日，茨城県下館土木事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，事業地内における埋蔵文

化財（館野遺跡）の取扱いについて協議書が提出された。

平成12年3月21日，茨城県教育委員会教育長から茨城県下館土木事務所あてに，事業地内における館野遺跡

について，記録保存のための発掘調査を実施するよう回答した。

調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

第2節　調　査　経　過

館野遺跡の調査は，平成12年10月1日から平成13年3月3用までの6か月間実施した。以下，調査の経過に

ついて，概要を表で記載する。

項　　 目 10　　 月 1 1　 月 12　　 月 1　　 月 2　　 月 3　　 月

調　 査　 準　 備 嵩窯苓※誉㌢

試　　　　 掘 ぉ、0′‾u　′0
葦誉詐烹ヰ昔流葦昔駕普薄井寮霹※操等墨

表 土 除 去 及 び

遺　 構　 確　 認
※滋※ヰ霧鷲
、ときだ；駕′0・、9　こ・、・ま。、8、

遺　 構　 調　 査
誉審誉琉諦率塞真鷺 憲法恭亮墨※※㌍栄 享辛暑※誉葦昔※※㌍

蛛草 章 窯 撥 辛 苦 浮㌫苦労※草喜寿 染卒猿泣春海葦岩浅率賞曇苓※喜誉鴇幾栄誉※

遺 物 洗 浄 及 び

注　 記　 作　 業

写　 真　 整　 理

l喜 ；； 鷺妾下鳥黙雷富※壷盗婆吾豆粘洋飴薫単極窮鳥藻草猿尋洋楽霞章競 諦渋盗塁寮や寮※淳労
栄誉楽演義亮※ 諦最 黒 幕寝 蛍 光 党撹※競寮癌癌宣揺 栄誉嵩雷㌫烹

補 足 調 査 及 び

．後　 片　 付　 け

東熊壷彊盗

－1－
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物が多量に検出されている！；．

つるたいしばやま　　　みややま
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中妻　倉持　遺跡は　明野町教育委員会によって　河の調査が行われ　隅丸長方形を呈する住居跡が3軒検出
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槻）十三壕遺跡ではタ住居跡が3軒検出され，弥生土器の壷ヲ土製紡錘車などが出土している。弥生土器は芦
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遺　跡　名

時　　　　代
番

守

遺　跡　名

時　　　　代

i　　　　　　　　　　i
ま旧一縄　弥　古

石

器　文　生　墳

奈　中　近

°

辛　世　世

旧　縄　弥　古　奈　中　近

有 °

器彗生澤隼当世げ

温館　野　遺　跡桓匪匪回目35i陣　場　遺　跡】io○i

2赤町中根汗三塚遺跡可＋桓巨汗可可38向　台　遺　跡iio〇日

3海老ヶ畠束原遺跡i「何回回37宮山右合遺跡日日！

複赤　町　遺　跡日　向○桓38下　宮　遺　跡iC）○i

5中家（倉持「遺跡可や桓巨中可可3リ有　余　束　遺　跡i○○i

6池　ノ　十　遺　跡掛目何回口寸0中　根　遺　跡i○○i

7両　工　骨　遺　跡桓年回回目複鼠新　堀　遺　跡iii桓可i

8宮　山　遺　跡恒匡車中可可寸2
；
菰　最　北　遺　跡ii桓可可

9鍋山東原遺跡回io回寸3菰　冠　南　遺　跡ii桓可可

10天　神　遺　跡回目回可擾複桓　張　遺　跡‖○○Oi

Ⅲ駒　込　遺　跡桓匡中封可複5稲　荷　塚　古　墳！○‖

12硲　西　遺　跡桓「匪回目寸6狭　間　遺　跡i桓可可

13岡　山　遺　跡桓「年回回47台　　遺　　跡‖C）可可

摘久　保　両　遺　跡極目何回目複8水　落　遺　跡j○可可

15有　用　束　遺　跡iii桓桓獲9倉持前畑遺跡！io可i

16宮　先　遺　跡回目〇回50狐　ケ　宮　遺　跡iiO○Oi

17宮　北　遺　跡回目○年回51山　ノ　入　遺　跡iio可i

18原　久　遺　跡匪日向回目52骨ノ下（西原北）遺跡i○可i

19冨　土　山　遺　跡回目回可oi53猫島新出前遺跡i

i

i
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i

日

日

日

日

日

日
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i
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j
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i
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20宮　台　遺　跡極目匪回目54I矢　尻　遺　跡Oioio

21松　右　古　墳　群「「匪日日55神尾古屋敷遺跡〇回○

22宮　前　遺　跡‖回〇年目56炭焼戸西遺跡可可

23束有用古墳群ii回ii57炭焼中東遺跡可可

2寸宮　山　古　墳　群ii回　目58城　ノ　内　遺　跡〇回

25羽鳥天神塚古墳ii回　目59有　田　西　遺　跡可可

26源法寺廃寺跡ii！回！60堂　前　遺　跡Oioi

27月　明廃寺遺跡「日日回目61坪　内　遺　跡〇回

28八坂神社古墳iiio日日62旧宿炭焼戸遺跡回

目

ioi
29西　後　遺　跡日日〇回oi63池　ノ　台　遺　跡

30宮後束原遺跡日日oio回目64大　島　城　跡

31宮後前畑遺跡日日旬oio‖65士大島井戸川古墳群
杵

〇日i

〇日i

〇日調

32原　山　遺　跡‖つ〇回〇日66南椎尾八幡前遺跡日日○
可

34！

宮後金井遺跡i

駒込古墳可

ii匡車可「㍊

日日○日　用
可

68i

商酎削減遺可

奉倉酋遺可

日日回

日日oi
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おかやま　　　　　みやまえ

折る射。さらに　明野町が昭和減隼から欝年にかけて実施した遺跡分布調査では　岡山遺跡拍釦　宮前遺跡贈れ
二つ　の　した　　に　はら　た　　　　　　　　　　　　　　　　さきしま　　　　　　　　が　に　　ちまえ　　　　　　　こ　こめ

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

報告されている。
だいはた　　　　　　　とう

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

か　やま　　　　　　　ひがしいLノ　だ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′

・・　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

の壷形土器が検出されて折る封。

奈良ゆ平安時代は当遺跡の中心となる時期であ娠　多数の遺跡が知られている。芸の時機は律令制による中

′　・′

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　ノ

面した微高地に存在して折る。この時期　水田をどれだけ専有して齢たかは不明であるが　真壁　筑波に残さ

′　　　．・・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　′

てんじん　　　　　　　　　　　　おしびふるやしき

跡は　天神遺跡拍斬　駒込遺跡　押尾古屋敷遺跡待裏　赤鞘つ中根辛三塚遺跡がある。天神遺跡では　堵撃

′

挟んで閲覧時期の集落が存在して折るのが特徴で　土師器　須恵器が洩まして折る。押尾古屋敷遺跡では土師

′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　′

凝縮　由隠　十三塚遺跡では　竪穴任屠防　衛が検出され　土師器の嚢　須恵器の杯　灰聴陶考えられる㌔　責翻維　持翻榔

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　！′　′

来信出には，、出引－リの伯父にあたる、伸こl香の居館があつたと，膏）れており∴惇門との抗争の場とな一〕ていた
あかまち　　　　　　　　　　　　はぎま

・′　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

たい　　　　　　　　　　　　　とうまえ

．　　　　　　　　　　　　．　，　、、ニ　　′　　　　′′　′　　　　　．　　、・

であることが確認された。遺物は中世以降の土師質の内耳土器　皿　揺鉢や陶器などが検出されて折る。

註

1日失城県教育財事1［つ二要地方道卜館つくば線緊急地方道路整備事業地面理蔵文化財調音報告吉　中根「二塚遺跡j

上失城県教育財川文化財調杏報告＿　第1封集1個再主7日

2）明野町敦育委員会　√合持遺跡つ朴昔年3日

：＝　茨城県教育財団「巨射山方道つくば真同線緊急地方道路整備事業地内理蔵文化廿調在肛告書二　明五遺跡　明五！ヒ

遺跡　‖中幡遺跡．」　上失城県教f川畑J－1文化財調査報告＿．．＿．第ノ1（う・一一1集　2㈲時年3日

」）明野町史編さ′し委員会　十明野町史こ三jlt）樟年7日

y）明野町教育委員会！灯火両l阜貢　確認調査報告吉∴つ！）洲年1封j

（‖　証－1）に同じ

l…（う　ー－…
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第2節　基　本　層　序
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い＿つl、l川畑よ　5＼－18期である、
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20川1である、．

一抽出よ　明褐色で．ソフトロームからハードロームへの
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は，1（ト2血Illである．、
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第3節　遺構　と　遣物

1　弥生時代

調査の結果，調査区域中央部から北部にかけて後期と思われる竪穴住居跡5軒が検出された。しかし，耕地

にするための削平により遺存状態はよくない。遺物は弥生土器のほか，土製の紡錘車などが出土した。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第4図）

位置　調査区域の北部，A2g3区。調査区域内の弥生時代の住居跡の中では，最も北側に位置する。

規模と形状　長軸3・28m，短軸2・92mの長方形である。主軸方向は，N－320－Wである。壁高は10～12cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固められた部分は検出されなかった。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ42～68cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。

炉　中央部に焼土が検出され炉跡と判断したが，覆土が薄く範囲を確認しただけで，土層の観察はできなかっ

た。炉の平面形は長径50cm，短径28cmの楕円形である。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，締まりあり

遣物出土状況　弥生土器片77点が，炉の周辺から東部を中心に出土している。第5図Plの広口壷は，東部の

覆土下層から出土した。P2の広口壷は，覆土中から出土した。

所見　時期は，出土遺物から後期と思われる。

「　　　●
1

◎。1　年2

0㌦

◎。4

第4図　第1号住居跡実測図

①p。
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第5回　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第5図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿　」　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径 文　様　の　特　徴 胎　　土色　調焼　成出土位置備考

1 弥生土器広口壷
－［24．7］［9．4］瞞上半と下半に異なる附加条1位（別口2勅の縄文長石・石英・雲母・赤組子にぷい褐普通東部覆土下層PL23

2 弥生土器広口壷－（2．3）7．6胴部にLRの単節縄文を横方向に施文長石・石英・雲母・白蟻子橙 普通覆土中

第11号住居跡（第6図）

位置　調査区域の北部，B2f8区。本跡の西側に隣接して，後期の第13号住居跡がある。

重複関係　北西部の覆土上に，第12号住居が構築されている。

規模と形状　長軸4・71m，短軸3・91mの長方形である0主軸方向は，N－460－Wである。壁高は16～18cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所。Pl～P4は深さ31～38cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は深さ70cmで，出

入り口施設に伴うピットと思われる。主柱穴及び出入り口施設に伴うピットの掘り方は，しっかりしている。

炉　ほぼ中央部で検出された。長径80cm，短径70cmの楕円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，焼けて赤変している。

炉土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

－　9　－



覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土粒子微量，粘性・締まりあり

遺物出土状況　弥生土器片49点，土製紡錘車1点が，東部を中心に出土している。第7図P3の広口壷は南東

部壁際の床面から，P4の広口壷は炉北側の床面から，DPlの土製紡錘車は，東部壁際の床面からそれぞれ

出土している。

所見　時期は，出土遺物から後期と思われる。

第6図　第11号住居跡実測図
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第7図　第11号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表（第7図）

＼圃一堅7

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿－」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿！

番号種　別器　種口　径器　高底　径 文　様　の　特　徴 胎　　土 色　調焼　成出上位置備考

3 弥生土器広口壷 － （15，8） 8．2 冊に腑朋l胱腺l欄主潮二曲如恒歯状工具による湖文長石・石英 にぷい橙普通 南東部壁際床面PL23

4 弥生土器広口壷 － （3．2）［8．0］底部及び胴部にRLの単節縄文長石・石英 にぷい橙普通 炉北側床面PL23

番号種　別器　種口　径器　高底　径 文　様　の　特　徴 胎　　土 色　調焼　成出土位置備考

TPl弥生土器広口意 － （6．0） － 7本1姐の櫛歯状工具による鋸歯状文長石・石英 橙 普通 覆土中 PL31

番号器　種
計　　　 測　　　 値

胎土・色調 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備考
径 厚　さ孔　径重量（g）

DPl紡錘車 5．2 1．7 0．8 63．4 長石　にぷい橙断面長方形1画に朋状工具による放射状丈．1両に棒状工具による刺突文東部壁際床面PL31

第13号住居跡（第8図）

位置　調査区域の北部，B2g5区。

重複関係　西部が，第1号溝に掘り込まれている。本跡の東側に隣接して，後期の第11号住居跡がある。

規模と形状　西部が，第1号溝に掘り込まれていることから，確認できた長軸3．38m，短軸3．31mで，平面形

及び主軸方向は不明である。壁高は10cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，炉跡の周辺から東壁及び南壁にかけて踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は，深さ68－76cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。主柱穴は深く，掘り

方もしっかりしている。

炉　ほぼ中央部と推定される位置で検出された。長径51cm，短径39cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめ

た地床炉である。炉床は，ほとんど赤変していない。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック中意，ロームブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
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第8図　第13号住居跡実測図

⊂〕二⊂〕DP2 0　　　　　　　5cm

i i i

第9図　第13号住居跡出土遺物実測図

所見　時期は，出土遺物から後期と思われる。

第13号住居跡出土遺物観察表（第9図）

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少還，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遣物出土状況　弥生土器片11点の他，炭化材が出土している。

本跡は，床面から炭化材が検出されたことから，焼失住居の可

能性が高い。遺物はいずれも破片で，図示できたのは弥生土器

の胴部片と土製紡錘車1点である。DP2の土製紡錘車は，炉

の北側の覆土下層から出土している。

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 色　 調 焼　 成 出 土 位 置 備 考

T P 2 弥 生 土 器 広 口 壷 － （4．5） 附 加 条 1 種 （附 加 2 条 ） の 縄 文 長 石 ・石 英 明赤 褐 普 通 覆 十 中 P I－3 1

番 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

胎 土 ・ 色 調 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備 考
径 厚　 さ 孔　 径 重量 （g）

D P 2 紡 錘 車 3 ．7 1 ．3 0 ．5 2 1 ．9 長石 ・石英　 褐灰 断面 長方形　 上 下 2 面 と側面 に棒状工具 による刺突文 炉北側覆土下層 P L 3 1

第19号住居跡（第10図）

位置　調査区域の中央部，C2b5区。

－12



重複関係　南東コーナー部が，第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・62m，短軸3・29mの長方形である0主軸方向は，N－470rwである。壁高は4～10cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　5か所o Pl～P4は深さ72～76cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は深さ70cmで，位

置から出入り口施設に伴うピットと思われる0主柱穴及び出入り口施設に伴うピットの掘り方は，しっかりし

ている。

炉　ほぼ中央部から検出された。径49cmほどの円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉である。炉床は，

焼けて赤変している。

炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

第10図　第19号住居跡実測図
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覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少鼠　ロームブロック微量

遺物出土状況　弥生土器片56点，土製紡錘車1点，敲石1点が，炉の周辺と南東部の床面を中心に出土してい

る。また，南部の床面から炭化材が少量出土している。第11図P5の広口壷は南部の覆土下層から，P6の広

口壷は南東部壁際の床面から出土している。DP3の土製紡錘車は東部の床面から，Qlの蔽石は北西部の床

面から出土している。

所見　時期は，出土遺物から後期と思われる。

第11図　第19号住居跡出土遺物実測図
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第19号住居跡出土遺物観察表（第11図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 色　 調 焼　 成 出 土 位 置 備 考

5 弥 生 土 器 広 口 意 － （28 ．4 ） ［9 ．4］ 胴部 に附 加 条 1種 （附加 2条 ）の縄 文 長 石 ・石 英 にぷい橙 普 通 南部覆土下層 P L 23

6 弥 生 土 器 広 口 壷 － （15 ．1） 8 ．0 胴部にRL の単節縄文 頭部に棒状工具による刺突文 長石 ・石 英・雲母 にぷい橙 普 通 南船 壁際床面 P L 23

番 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

胎 土 ・ 色　 調 特　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備 考
径 厚　 さ 孔　 径 重量（g ）

D P 3 紡 錘 車 4 ．1 1 ．8 0 ，6 （38 ．4 ） 長石 ・雲母　 褐灰 断 面 長 方 形　 上 下 2 面 及 び 側 面 は無 文 東 部 床 面 P L 3 1

番 号 器　 種
計　　　 測　　　 値

材　　　　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備 考
長　 さ 幅 厚　 さ 重量（g ）

Q l 敲　　 石 1 1 ．7 6 ．3 5 ．0 4 90 ．9 安 山岩 3 面 使 用　　 端 部 に使 用 痕　　 磨 石兼 用 北 西 部 床 面 P L 32

第25号住居跡（第12図）

位置　調査区城の中央部，C2e7区。

重複関係　中央部からやや東寄りを第1号溝が南北に走り，掘り込まれている。

規模と形状　長径4・18m，短径3・86mの楕円形である。長径方向は，N－410－Wである。壁高は8cmで，緩

やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，炉の周辺から壁際にかけて踏み固められている。

ピット　6か所。Pl～P4は深さ41～52cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は深さ45cmで，出

入り口施設に伴うピットと思われる。P6は深さ47cmで，補助柱穴と思われる。
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炉　はぼ中央部で検出された。長径72cm，短径50cmの楕円形で，床面を5cmほど掘りくぼめた地床炉である。

炉床は，焼けて赤変している。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ロームブロック微量

遺物出土状況　弥生土器片13点が東部を中心に出土しているが，破片が多かった。第13図P7の広口壷は，東

部の覆土下層から出土した。

所見　時期は，出土遺物から後期と思われる。

第13図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表（第13図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 色　 調 焼　 成 出 上 位 置 備 考

7 弥 生 土 器 広 口 壷 （19 ．4 ） 9 ．2 楓二柚 朋 栖 爛 劇 二請一抑 制 工具による配文 長 石 ・石 英 にぷい褐 普 通 東部覆土下層 P L 23

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 文　 様　 の　 特　 徴 胎　　 土 色　 調 焼　 成 出 土 位 置 備 考

T P 6 弥 生 土 器 広 口 壷 － （4 ．1 ） 櫛歯状工具による波状文と横走文を交互に施文 長 石 ・石 英 橙 普 通 霞 土 中 P L 3 1

T P 7 弥 生 土 器 広 口 壷 － （4 ．8 ） －
胴部 に 附加 条 1種 （附加 2条 ）の縄 文 長 石 ・石 英 にぷい橙 普 通 覆 土 中 P L 3 1

T P 8 弥 生 土 器 広 口 壷 － （6 ．7） － 馴軋 部l二刻乳頭翫 び口唇紅 柚 加齢附加条：Iの酎 長 石 ・石 英 にぷい橙 普 通 覆 土 中 P L 3 1

T P 9 弥 生 土 器 広 口 彙 － （1 1 ．2 ） － 胴部 に 附加 条1種 （附加 2条 ）の縄 文 長 石 ・石 英 にぷい橙 普 通 覆 土 中 P L 3 1
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；慧屠笠位置ミ窯霊；句平輔　規模（m：）

（長軸×短車由）

壁　高

（cmラ
床面
内　　部　　施　　設

壁溝回輝ット恒貯猷酎　出　土　遺　物

i備　　考

細目開幕1日→軒

1ト層が畔い㍊㌦瀾長方形恒8x2e9210～12十川回つ㍉机上

HiB㌃細膚「鮮㌧W長方形恒×3湖16～18－
日日聖上匪中根彿蒜土製紡酎摘

本跡→§「12
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竃土層解説

l　暗′ホ褐色　焼上ブtl1リク中量、ローム粒イ・・砂質机上少量

ご　暗′ノ吊出色　焼上プロ、－・・′叫一品　LJ－ム粒J∴砂質粘上少量

：1暗　褐　色　ローム粒ナ・埴十小プロ、ソク・尉ヒ粒J’l少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　廃土小ブロック微量

∴　　　ユー　∴　′．′、′．／／ノ　′、∴㍉㌧　∴　′′．　一．！′′　′．　シ　ー・　　′ノ；・′′．

土層解説

1窯　褐　色　ローム粒子の廃土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロックの焼土粒子少量

：1暗　視　色　しトム粒「・埴上ブt二Jリク・損じ物・砂質粘上少量

ツ　　　　　　　　′　　　・、　　．　′一　。′　乞二　　′′　　′′‘′．－・・ノ、′　ノ

所凰　本跡の時期は　遺構の規模や形状及び出土遺物から判断して　後期は健紀頃）と思われる。
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第14図　第20号住居跡実測図
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第35号住居跡（第15図）

位置　調査区城の中央部，D2a8区。

確認状況　耕作によると思われる削平によって遺存状態が悪く，平面形を捉えただけある。北部を，第123号

土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・66m，短軸3・38mの長方形である。主軸方向は，N－17。－Eである。壁の立ち上がりは，

明確に検出できなかった。

床　平坦である。踏み固められた部分は，検出できなかった。

竃　焼土や粘土の散らばりから，竃は北壁の中央部に構築されていたと推定される。規模や形状，土層の堆積

状況などは，観察できなかった。

覆土　単一層である。遺存状態が悪く，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1　黒色　ロームブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　遺構の道春状態が悪いため，土師器杯1点が出土しただけである。第15図P99の杯は，北部の

床面から出土した。

所見　時期は，出土遺物から後期（6世紀後半）と思われる。
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第15図　第35号住居跡・出土遺物実測図

第35号住居跡出土遺物観察表（第15図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

9 9 土 師 器 杯 ［13 ．3 ］ （4 ．1） － 長石 ・赤色粒 子 にぷい褐 普 通 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ削 り 北 部 床 面

表3　古墳時代住居跡一覧表

住居跡
位 置

主軸方向
平面形

規　 模（m ） 壁　 高 内　　 部　　 施　　 設 ト

出　 」二　　 遣　　 物
備　　 考

番　 号 （長軸） （長軸x 短軸） （cm） 壁溝 主柱穴山人［1
ピットピット炉・電貯蔵穴 新旧関係目口→新）

20 C 2 a8 ［N 一gc－W ］不　 明 （4．98）x　2．32 8 平川 一部 2 － 1 電1 － 自然 土師器片11点 本跡→SK－53 ・54

35 D 2 a 8 N －170－E 脹方形］ 3．66 ）く　3．38 － 平坦 つ 一　 一
－ － － 不明 土師器片1点 本跡→SK－123
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3　奈良・平安時代

奈良・平安時代は，当遺跡の中心となる時期で，竪穴住居跡29軒，土坑18基，掘立柱建物跡11棟，井戸跡4

基，溝1条が検出された。遺物は，土師器（杯・高台付杯・皿・嚢・甑・羽釜・置き竃），須恵器（杯・高台

付杯・盤・杯蓋・嚢），土製品（土玉・管状土錘・支脚）などが出土している。この他，井戸跡から木製品（斎

串・糸巻）などが出土している。

（1）竪穴住居跡

第2号住居跡（第16図）

位置　調査区域の北部，A2i4区。

規模と形状　長軸2．86m，短軸2．58mの長方形である。主軸方向は，N－30－Wである。壁高は5～9cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であるが，南部でわずかに凹凸がある。踏み固められた部分は，検出されなかった。

竃　北壁の中央部からやや東寄りを，壁外に40cmほど掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。上部は，耕

作のため削平されており，遺存状態はよくない。土層は，観察できなかった。天井部は崩落しており，両袖部

がわずかに残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ52cm，両袖部の幅70cmである。火床部は楕円

形を里し，床面とほぼ同じレベルの平坦面を使用している。火床部は，火熱を受けてやや赤変している程度で

ある。煙道は，火床部から躾やかに外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　本跡では，柱穴，壁溝などは検出されなかった。時期は，遣物は出土していないが，規模や形状から平

安時代と推定される。

UI　くl

第16図　第2号住居跡実測図
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第4号住居跡（第17図）

位置　調査区城の北部，A2j5区。

重複関係　北部の壁と竃の一部を第46号土坑に掘り込まれ，第5号住居跡の南部及び第6号住居跡の東部を掘

り込んでいる。

規模と形状　長軸2・94m，短軸2・62mの長方形である。主軸方向は，N－17。－Wである。壁高は4～5cmで，

上部は削平されたものと考えられる。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から竃前面及び西部と南部の壁際にかけて踏み固められている。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され，長径65cm，短径53cmの不整楕円形，深さ20cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴の長径方向は，住居跡の主軸方向とほぼ同じである。

貯蔵穴土層解説

1赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ローム粒子少量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘性・締まりあり

竃　北壁のほぼ中央部を，壁外に54cmほど掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，

両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ106cm，両袖部の幅80cmである。火床部は，円

形を呈し，床面を5cmほど掘りくぼめて使用している。火床部は，火熱を受けてやや赤変している程度である。

煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・白色粘土中ブロック少量，焼土小ブロック微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

叫くI　可

第17図　第4号住居跡実測図
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覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，粘性・締まりあり
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片36点，須恵器片7点が，竃の前面を中心に出土している。第18図P8の土師器高台付

杯は竃前面の覆土下層から，P9の土師器の椀は，竃西袖部西側の腐土下層から出土している。

所見　本跡は上部が削平されており，遺存状態はよくない。竃の壁外への掘り込みは，他の住居跡と比べて大

きい。時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

第18図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表（第18図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

8 土 師 器 高台付杯 － （2 ．2） － 長石・石英朝 ・赤純 子 にぷい橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 竃前面配 し下層

9 土 師　 器 椀 〔14 ．4〕 （5 ．8） － 長石・石英・赤色桂子 にぷい橙 普 通 内 面 へ ラ磨 き 糾 礪 西鯛 土‾帽

第5号住居跡（第19図）

位置　調査区城の北部，A2j5区。

重複関係　南部が第4号住居に，中央部が第46号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．22m，短軸2．55mの長方形と推定される。主軸方向は，N－60－Wである。壁高は2～

7cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。上部は耕作のために，削平されたものと思われる。

床　ほぼ平坦である。踏み固められた部分は，検出されなかった。

竃　北壁の中央部を，壁外に18cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落し

ており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ68cm，両袖部の幅84cmである。火床部

は円形を皇し，床面と同じレベルの平坦面を使用している。火床部は，火熱を受けてやや赤変している。煙道

は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少呈，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，粘性・締まりあり
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，粘性・締まりあり

覆土　5層からなる。ロームブロック・焼土粒子などを含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

5　暗　褐　色　ロームブロック中量

－22－



遺物出土状況　土師器片11点が，遺構全体に散在した状態で出土している。須恵器は，出土していない。第19

図PlO～13の土師器の杯，P14の土師器の高台付皿は，いずれも覆土中から出土している。

所見　本跡は，第4号住居跡同様上部が削平されており，遺存状態はよくない。また，竃の壁外への掘り込み

は小さい。時期は，出土遺物から9世紀後葉と思われる。
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第19図　第5号住居跡・出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第19図）
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番号種　別器　種口　径器　高－ 胎　　土色　調焼　成 手　　　　　　　 法 出土位置備考

10」二師器巧こ－（2．1）8．4長石・石英・雲母・赤色粒子橙普通底部手持ちへラ削り　内面へラ磨き覆土中

11土師器杯 －（2，7）6．4長石・石英・赤色桂子にぷい橙普通休部外面にヘラ記号 覆土中

12土師器坤こ
－（1．6）8．0雲母・赤色桂子伯鯛子橙普通内面へラ磨き 覆土中

13土師器杯 －（2．6）5．6長石・雲母・赤色粒子にぷい橙普通底部回転へラ削り 覆土中

14土師器高台付皿12．6 3．0 7．0長石・石英・雲針赤色粒子橙普通底部切り離し後高台貼り付け覆土中PL24

第6号住居跡（第20図）

位置　調査区域の北部，A2j5区。

重複関係　南東部を第4号住居に，北西部を第44号土坑に，南部を第45号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・29m，推定短軸2・24mの方形である。主軸方向は，NM90－Wである。壁高は6～12cm

で，横やかに外傾して立ち上がる。第4・5号住居跡同様上部を削平されている。

床　平坦で，踏み固められた部分は検出できなかった。

ピット1か所。Plは深さ36cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。

23－



貯蔵穴　南東コーナー部に付設され，長径50cm，短径40cmの不整楕円形で，深さは14cm，断面形はU字形であ

る。貯蔵穴の長径方向は，主軸方向と直交する。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

竃　北壁のほぼ中央部を，壁外に60cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部もほとんど残存していない。規模は，焚口邸から煙道部までの長さ80cm，両袖部の幅78cm

と推定される。火床部は円形を里し，床面とほぼ同じレベルの平坦面を使用している。煙道は，火床部から緩

やかに外傾して立ち上がる。

寵土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ノトブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子一少量，粘性・締まりあり
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，粘性・締まりあり

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘性・締まりあり

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

遺物出土状況　出土遺物は少なく，須恵器片2点だけである。第20図P15の杯は，竃の袖部内から出土してい

る。

所見　時期は，遺物は少ないが，出土した須恵器から9世紀中葉と思われる。
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第20図　第6号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　・－l i

－24－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トl　　・　　li



第6号住居跡出土遺物観察表（第20図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

15 須 恵 器 杯 ［1 4 ．4 ］ 4 ．4 6 ，0 長石・石英 ・雲母 灰 黄 普 通 底鯛 転へラ削り　体部内外面に強いロク【用 寵 袖 部 内

第7号住居跡（第21図）

位置　調査区城の北部，B2b7区。

重複関係　第2号掘立柱建物跡の東部及び第5号掘立柱建物跡の南部を掘り込んでいる。また，北東部を第58

号土坑に，南西部を第147号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・04m，短軸3・20mの長方形である0主軸方向は，N－680－Eである。壁高は1～5cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。上部が耕作によって削平されており，道春状態はよくない。

床　平坦である。中央部から東壁及び南壁際にかけて踏み固められている。

ピット　2か所。Plは深さ80cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。P2は深さ16cmで，主柱穴と思

われる。Plは深く，掘り方もしっかりしている。
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第21図　第7号住居跡実測図
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竜　北東壁の中央部から南寄りを，壁外に62cmほど掘り込み構築されている。天井部は崩落しており，両袖部

が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ74cm，両袖部の幅68cmである。火床部は，楕円形を里

し，床面を8cmほど掘りくぼめて使用している。火床部は，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部

から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量

4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック中量

5　にぷい赤褐色　壌土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量

覆土　2、層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子少量

白色粘土ブロック多量，ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片106点，須恵器片6点，羽釜1点，砥石1点，鉄淳1点が南部を中心に出土している。

第22・23図P16の土師器杯は南壁際の床面から，P17の土師器杯とP18の土師器椀は，中央部の床面からそれ

ぞれ出土している。P19の土師器椀は南西部の床面から，P20の土師器椀は東部の床面から，P22の土師器嚢

は竃の火床面からそれぞれ出土している。P23の土師器嚢とDP4の置き竃は，南東コーナー部の床面から出

土している。P21の土師器椀とQ2の砥石は，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。
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霊巨師器　婆　胴］空也二」堅逐牟丁議了遠 跳細　序は
竿序師可　碧‖ 細かい可長石や摘み雲母　褐　普通　体部欄横方向のへラ削り 南東コ如ナ一滴面

計　　測　　値
鵬　 器種　 径　 高さ避最沌　 賠 土　 色 諦　　 特　　　　　 徴

i
出土位置　備考

D㌘4 置　 竃極細 恒6望＿＿＿＿＿＿＿巨朗 長石や石英にぷい褐掛け周に翻薗内面に被熱聖－
柄コ如上緑面　Pと32

番号 器種信 竿幅測　 倦　 材　 質　 特　　 徴　 出土位置

備考

Q2 砥　石恒 郎　生生⊥空 目鵬 i凝灰岩　　 断轍欄　 砥商4商　　 － 」堅空」
PL82

第　号健贋妙　第錮剛

健置　調査区域の北部撃　B2配転区。

重複関係　第　号住居跡の北東部を掘　込んで折る。

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　′

して立ち上がる、

′　　　‥　　　　　　／・　　　・　　　′　　　′　　　′

川1．深さ5（「nlで言新面形は「字形である

′　　　　　　　　　　　　′　ノ　　　　、　　　　′　ノ　′、　　　　ミ　　　′　！　　　　　　′′　　　　　ノ　′　　　　、′JIノ

しっかりしている、

ノ・・1ノ　ノ　つ′　ノ′、　　　　　　　、　　！て　　　　　　　．・・′　　　　　　′　　．∴

・、　　‥　　　　一ノ　　　　ノ　　′′　　ノ　　　　∴　．′　　　ノ　　　‥　′．　　　∴シノ、一＼：．　・く－　′り．題目：；

‾了　ノ　′　．　三′　　　、　　　　　　′・′　1、′　　　．　　．．・ナノ　　′′・　′、・・′

′　　　　　　　　ノ　　　ノ　　　　　′′　　ノ　′　ノ　′　　　′　　　ヽ　一　　　　　　　　　′　　ノ

1－1－－－127－－－一一ムムl



竜土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗　褐　色

9　暗赤褐色
10　暗赤褐色

ロームブロック中量，焼土粒子微量，粘性・締まりあり

ロームブロック・粘土ブロック中量，粘性・締まりあり

ロームブロック・粘土ブロック中量，粘性・締まりあり

ローム粒子少量，焼土ブロック微量
ローム粒子・焼土ブロック少量

焼土ブロック中量，ローム粒子少量

焼土ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子・焼土ブロック少量

焼土ブロック・粘土ブロック中量，ローム粒子少量

焼土ブロック中量，ローム粒子微量

11暗赤褐色　焼土ブロック中呈，ローム粒子少量

覆土　4層からなる。ロームブロック・焼土ブロックなどを含んでおり，ブロック状に堆積していることから，

人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量，粘性・締まりあり

3　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子少量

4　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化材少量

遺物出土状況　土師器片48点，須恵器片7点，土製支脚1点が出土している。須恵器の出土量は少ないが，蓋

が出土している。第25図P24の土師器嚢は，竃東袖部東部の覆土上層から，DP5の土製支脚は竃の火床面か

ら出土している。

所見　本跡は，覆土中から焼土ブロックなどが検出されていることから，焼失住居の可能性が高い。本跡は第

9号住居跡を掘り込んでおり，また遺構の規模や形状及び出土遺物から，時期は8世紀前葉と思われる。

第24図　第8号住居跡実測図
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第25図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　 法 出 土 位 置 ！ 備 考

！24 土 師 器 斐 ［18 ．2］ （5．3） － 鯨 石英・雲母・赤色粒子 にぷい赤褐 普 通 内 ・外 面 に輪 積 み 痕 竃東踊 真鯛 土上唇

番 号 器　 種
計　　 測　　 値 ト 土 ・ 色 調

特　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備 考径 長さ（幅） 重 量 （g ）

D P 5 支　　 脚 7 ．8 （8．6） （4 98 ，2 ） 長 石　 に ぷ い褐 輪 積 み 痕　 外 面 ナ デ 竃 火 床 面 P L 3 2

第9号住居跡（第26図）

位置　調査区域の北部，B2e6区。

重複関係　北東部が第8号住居に掘り込まれ，南西コーナー部が第21号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東部と南西コーナー部が掘り込まれているが，長軸3・96m，短軸3・71mの方形である。主軸方

向は，N－160－Wである。壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　北東部が第8号住居に掘り込まれているが，平坦で，中央部が踏み固められていたと推定される。壁溝は，

第8号住居に掘り込まれている部分を除いて巡っている。上幅8～18cm，下幅4～10cm，深さ6cmで，断面形

はU字形である。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ74－79cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。主柱穴は深く，掘り方

もしっかりしている。

覆土　5層からなる0ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子を含み，ブロック状の堆積状況から人為堆積と思

われる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片2点，須恵器片4点が出土している0第26図P25・P26の須恵器蓋は，いずれも南東

コーナー部の床面から出土している。西部の床面の2か所から，焼土塊が検出された。

－29－



所見　本跡は，床面から焼土塊，覆土から焼土ブロックが検出されていることから，焼失住居の可能性が高い。

また，北東部を第8号住居に掘り込まれているため，竃は検出されなかったものと推定される。出土遺物から，

第8号住居跡と時期差はあまりないと考えられる。時期は，8世紀前葉と思われる。

④

＿旦

、旦

旦

∠二二三≡長
／／∠竺≡≡≡

25

第26図　第9号住居跡・出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表（第26図）

一・三一一一二

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　、　　　1

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　法出土位置備考

25須恵器蓋［18．6］（3，1）長石・石英・雲母黄灰普通天井部回転へラ削り 南東コート矧摘PL24

26須恵器蓋－
（2．0）－長石・雲母・赤色粒子黄灰普通

天井部回転へラ削り 南東コーナー部床面

第10号住居跡（第27図）

位置　調査区城の北部，B2d8区。

規模と形状　長軸3膏7m，短軸3．66mの方形である。主軸方向は，N－40－Wである0壁高は4～13cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。耕作による削平で，遺存状態はよくない0
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床　平坦で，竃前面から南西壁際にかけて踏み固められている。壁溝は，北東コーナー部を除いて巡っている。

上幅20－30cm，下幅6－12C恥　深さ4～6cmで，断面形はU字形である。

竃　北壁のほぼ中央部を，壁外に64cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ106C恥両袖部の幅108cmである。

火床部は円形を里し，床面とほぼ同じレベルの平坦面を使用している。火床部は，火熱を受けて赤変している。

煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

寵土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子微量
5　暗赤褐色　焼士ブロック中量，ローム粒子少量

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。焼土ブロックは，竃の覆土の

可能性が高い。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，粘性・締まりあり

焼土ブロック少量，粘土ブロック微量，粘性・締まりあり

造物出土状況　土師器片54点・須恵器片1点が出土している0第28図P27の土師器杯は竃西袖部内から，P28

の土師器吼　P29の土師器嚢はいずれも覆土中から出土している。竃前面の床面から，焼土塊が検出されてい

る。

所見　竃の前面を中心に焼土塊が検出されており，焼失住居の可能性が高い0柱穴は，検出されていない。時

期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

く座

主十・一ご‥∴∴＿＿　－
2　3　45

第27図　第10号住居跡実測図
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第28図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第28図）

：てこ

＼＿＿⊥＝ク29

0　　　　　　　　　　　　10cm

Il ll l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　法出土位置備考

27土師器杯［13．8］（3．5）－長石・石英・赤色粒子にぷい黄橙普通休部外面へラ削り
竃西袖部PL24

28土師器杯［12，6］3．3［9．4］長石・赤色粒子にぷい黄橙普通底部回転へラ削り 覆土中

29土師器聾－（1．6）6．4長石・石英
橙普通底部外面に木葉痕 覆土中

第12号住居跡（第29図）

位置　調査区域の北部，B2f7区。

重複関係　第52号土坑を掘り込んでいる。本跡の南東部は，第11号住居跡の覆土上に構築されている。

第29図　第12号住居跡実測図

－32－
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規模と形状　確認できた長執虹狙m，短軸お粥mで芦方形である0主軸方向は，N…4。－Wである。壁高は

6～10cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。耕作による削平によって，道春状態はよくない。

床　第1躇住居跡と重複している部分を除いて，平坦で，中央部が踏み固められていると推定される。壁溝は，

第n号住居跡と重複している部分を除いて巡っている。上幅20～30cm，下幅8～12C恥深さ8～12cmで，断面

形は逆台形である。

囁　北壁の中央部を，壁夕障70cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落し，

両袖部が残存している。規模は，焚日部から煙道部までの長さ128C恥両袖部の幅128cmである。火床部は，円

形を皇し，床面を6mほど掘りくぼめて使用している。火床部は芦火熟を受けて赤変硬化している。煙道は学

火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
（う　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量，締まりあり
ローム粒子・焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，締まりあり

砂質粘土粒子中鼠　ロームブロックの焼土ブロック少量，締まりあり

砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック少量，締まりあり

ローム粒子・焼土ブロック・砂質粘土粒子少鼠炭化粒子微量，締まりあり
焼士粒子中量，粘性の締まりあり
焼土ブロック少量

援豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼士粒子微量，締まりあり，粘性なし
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック多量

3　窯　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子多量

4　黒　褐　色　ロームブロック。粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子中量

遺物出藍状況　土師器机2略須恵器片58息管状土錘1点が出土している。遺物は，竃の周辺から多量に

出土しているが，破片が多く図示できるものは少なかった。第30図P32の須恵器杯は竃内の覆土中層から，P

35の土師器嚢は竃西袖部前面の床面から出土しているo P30の須恵器埠，P31の須恵器棒，P33の須恵器杯，

P34の土師器嚢はいずれも覆土中から出土している。

所凰　柱穴は，検出されなかった。時期は，出土遺物から9世紀前葉と思われる。

＿、　　　看■細．

33

第3の図　第12号住居跡出土遺物実測図
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第12号住居跡出土遺物観察表（第30回）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

30 須 恵 器 士不 ［13．6］ 4．6 7 ．5 長石 ・石英 ・雲母 灰 黄 普 通 底 部 一 方 向 の 手 持 ち へ ラ削 り 覆 土 中 P L 2 4

長 石 ・石 英 黄 灰 普 通 底 部「一方 向 の 手 持 ち へ ラ削 り 覆 土 中 P L 243 1 須 恵 器 杯 12．2 4 ．2 ［6 ．4］

3 2 須 恵 器 林 ［12諸］ 4．4 ［7 ．0］ 長石 ・石英 ・雲母 灰 黄 褐 普 通 底部一方向の手持ちへラ裾日 柄 庸 いロタロ目 竃内覆土中層

長石 ・石英 ・雲母 黄 灰 普 通 体 部 外 面 に 強 い ロ ク ロ 目 覆 土 中3 3 須 恵 器 土不 ［13．2］ 4．1 ［7 ．6］

34 土 師 器 聾 ［2 4 4 ］ （8 ．9） －
長石・石英・雲母舶 粒子 にぷい黄橙 普 通 口縁 端 部 は 外 上 方 に つ ま み 上 げ 覆 土 中

3 5 土 師 器 襲 ［18．8］ （8諸 ） － 長石 ・石英 ・雲母 にぷい黄橙 普 通 口縁 端 部 は 外 上 方 に つ ま み上 げ 竃餉 部付近輔 P L 2 4

第臓考佳贋跡（第31図）

位置　調査区域の北部，B2i7区。

重複関係　北西部を第16号住居に掘り込まれ第55号士坑の南部を掘り込んでいる。北壁付近から焼土や粘土の

散らばりが検出され，竃の存在が推定されたが，道春状態が悪く規模や形状などは観察できなかった○

規模と形状　長軸3。55m，短軸3。50mの方形である。主軸方向は，N－140－Wである。壁高は5～8cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。耕作によると思われる削平で，道春状態はよくない。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ぽッ紅1か所。Plは深さ15cmで，配置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性・締まりなし
2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第割図　第15号住居跡e出土遺物実測図
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土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック少量，廃土ブロック微量夕　締まりあり
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’∴　　　　′　　　　　′言　　′　　′、’　　、′　　′．、、∴　　・ノ、．．

′・′′ノ’：　、　′　　・．　　　　、　一′　　′　　′　　　　　　　　　　て　　′　　　　．　　ノ

れる、、

．、．　　，　・．i　ノ、′　′、　∴．く

番可種別極種極彿器高極径 胎　　土色　調焼成i 手　　　 法　 恒ヒ位置！備考

訪巨師器　棒　恒せ幻線可 長石・右奥淡橙 普通i内湖面ナデ　　　　 極朋土中層桓25

欝　須恵器高台付可 ㍑項恒痛石英 吠自普通　桓餌短めで欄字状に開く　摘部床面i

一　、．　　　　′　一八

（・、　　ノ

・ノ　　　　　、　　．　′　′‾　　　′・・　　．　　　　．・　　　　ノ　．　・1　　．　　　′　　　・！

号住居跡の南帖邦を握り込んでいる

、′　　　　　一・・、、、、、　　　′　　　　′．　　　′　　′　′、′　一、　　　　　　　　，　　　　　　．言　　　′　　′

・∴　　・′　‘　、＼　′　　　　、・′′　　　　　、、′　　　　′　〈ノ　　　′　′・′　　　　　　　　＼

′　　　　　　．、ハ、Y　、　′　　：・一′　ユ′．ノ′　　／・′

・、　　　ニ　　　　　　　　　′　′′′　　　　　　、′ノ　′　′　　′、　∵′　′′　一　ノ、∴　．、′．、．

握り方はしっかりしている＿－

・′‥‘‾　ノ、　　　ト、＼′　一　　′　′　′′、′ノ′　′・′　　、′・・・′　　　′ノ　′、・　．　　　　′

ン・・l　ノ・ノ　・ノ　・∴・ノ　ノ′　・∴・ノ′∴一一、・　′′ノ、　ノ′・′　・′、∴′）・、　′．′′．・‥′・∴∴

言ノノ　　　ノ　l　二　‾　　　　‥′′′・・　　ノ　′　　　　、．ノ、　　　ノ、・く　、、，∴．　．

は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる、

竃土層解説

1赤　褐　色　焼士ブロック中還　炭化粒子の粘土粒子少量

2　暗赤灰色　尉ヒ粒J’・中量∴　焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量

3　灰　赤　色　粘土ブロック中鼠焼土ブロックの炭化粒子少鼠　粘性あり

・・　・’・‘∴／、ノ　　　　・ノ　′　　′　′／‥ノ・′　ノ　ノノバー′′、一′ノノ、、′1∴′　′　－　′、．
1

土層解説

1黒　褐　色　U－ムブtJ、ソケ中量．焼上プロ・ソク少量

′　テ　‾′∴　．ノ′　′　：ノ　／′　′1　・‘、′′　∴　主く　ノ．・′′′言　／∴㌦、了・∫・1∴ソ八

卜層から出上している、

所見　時期は，出上遣物から！月明剖「葉と思われる、＿

－1－1135－－－1ll1－－－



第32回　第16号住居跡・出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表（第32図）

1m

L＿　　i　　　！

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿　」　－」

／∠雫
39

0　　　　　　　　　　　　10cm

J i　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　法出土位置備考

39須恵器蓋－（1．7）－長石・石英褐灰普通天井部回転へラ削り 北西部覆土下層

第17号住居跡（第33図）

位置　調査区城の北部，B2h7区。

重複関係　南西部を第16号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・31m，短軸4・22mの方形である。主軸方向は，N－19。－Wである。壁高は4～8cmで，

媛やかに外傾して立ち上がる。耕作による削平で，遺存状態はよくない。

－36－



床　平坦で，竃前面から中央部にかけて踏み固められている0竃の両袖部付近を除いて，壁溝が巡っている。

上幅16－28cm，下幅4－10cm，深さ2～8cmで，断面形はU字形である。

ピット　5か所o Pl～P4は深さ41－52cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。P5は深さ6cmで，位

置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

竃　北壁のほぼ中央部を・壁外に58cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩

落しており，両袖部が残存している0規模は焚口部から煙道部までの長さ113cm，両袖部の幅96cmである。火

床部は円形を呈し，床面を10cmほど掘りくぼめて使用している0火床部は火熱を受けて赤変し，硬化している。

煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤灰色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒中量，炭化物・粘土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中鼠焼土ブロック・炭化粒子少量，粘性あり

4　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物・粘土ブロック少量，粘性・締まりあり
5　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物・粘土ブロック少量，粘性あり

第33図　第17号住居跡実測図
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穫蓋　3層からなる。ロームプロッタや焼土プロッタなどを含んで折ることから　Å為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　U－∴粒J∵・悦上位「′＿出立　粘性も；）

2　暗　褐　色　廃土ブロック中農学　砂質粘土少量9　粘性あ締まりあり

3　窯　褐　色　ロームプロッタ少量

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　′、

′　　　′　　　　　　　′　　　′・、　′　　　　．　　　　　　　1′　′　　　　　・∴　・・　　　　く

している、

所見　時期は，出上遣物から～月日丸揃骨と思われる、

第鍼聞　第膵号住居跡出土遺物実測図

第膵号住居跡出土遺物観察衷　第鍼囲）

⑳　　　　　　　　　　　　　　　頂のe獅

』　　　室

番可 種 別 一霹 郵 自 可 器 軒 極 径 「 賠　 土 色　 調 焼 可　 手　　　 法　 ‾出′芸扇　 備毒

4年 土 師 器 婆　 「 …　 恒 可 ㌦ 可 臨 調 朋 橙 普通　 恒 腔 位梯鯛 のヘラ削り　 竃火床商

姐 極摘 牒 琢　 鵬 巨　 巨 バ 長石ゆ石英 褐灰 普通　 体部下端手持ちへラ削　　　　　 輌叶 廟　 ㌘L飢

朋　 須 恵 器 棒　 恒 頼 i 摘 巨 拍 車 掛 摘 貴族 普通 ！傭 下端手持ちへラ削り　 i覆土申 i

職　 須 恵 器 蓋　 「 つ 恒 可　 … 「紆 朋 灰 普通 i天井部夕摘 纏 へラ削り　 i覆土中 i

′．．　　′

位置　調査区域の中央部，C2dO区

重複関係　第22号仕居跡の南部を握り込んでいる＿

ヽ　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　’　　ノI　　　ノ　　　′′　　　　　ノ1　　　　、、　　　　　　　　′　．　　　　　　　　　J一

哉やかに外傾して立ち上がる、

′　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　・′　　　　　　　ノ　　　　　′′　ノ

ピット　1か所　Plは深さ28mlで，配置や規模から主柱穴と思われる、－、

′　　　′　　　　－　　′　　　　　′　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　、　　　　　　′　　＝　′′／　　　．′′　　ノノ　ノ　バノ　　　ン′　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　′、　　ノ　　　′

′　∴　・′′　：　　言′・　ノ　．・、　　　　　　　　．′．　　　　　日　　　　　　　　　ノ　　　・ノ・－′．　　′、

変している、煉道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる、、

竃土層解説

l　黒　褐　色　焼土粒J’・小結　焼上プロ、ソケ・炭化杵微量

ご　黒　　　色　焼目白’・多量，ローム粒J’小結　炭化材微量

：j　黒　　　色　＝－ム粒J’・・埴「甘つ’・・揖化粒J’一・枯日章√微量

4　暗　褐　色　廃土ブロック中鼠　ロ‰∵ムブロックの砂質粘土少鼠　炭化材微量

5　暗　褐　色　焼土ブロック中量芦　ローム粒子の炭化粒子少量

－…－1一一二38ll－1－1



覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・砂質粘土少意

遺物出土状況　土師器片300点が，竃の前面と東部の覆土下層から出土している。この他，炭化材が検出され

ている。第35図P44の土師器杯は南東部の覆土上層と下層から出土した。P46の土師器杯は竃内の覆土下層か

ら，P47の土師器椀は南西部の覆土下層から，P48の土師器椀はPl南側の床面から，P49の土師器椀は西部

の床面からそれぞれ出土している。P50の土師器聾は中央部と南東部の覆土中層から，P51の土師器嚢は竃前

面の覆土下層から出土した。P45・52・53の土師器甑及びP181の羽釜は，覆土中から出土している。西部の

床面から粘土塊が多量に検出されている。

所見　粘土塊が西部の床面から出土しているが，性格などは不明である。時期は，出土遺物から10世紀前葉と

思われる。

3

第35図　第21号住居跡実測図

くI　　のl
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第36図　第21号住居跡出土遺物実測図
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第飢号佳屠跡出土遺物観察表　第罰固ラ

番号　種 別 i器 穫恒 径極 高極読 胎　　士 色 調i焼 成i 手　　　 法　 桓 封摘 十網
生長澄旦」 生士禦可 隼 可 長石き石英キ雲母凍郁子にぶ減 i普通 i内面へラ磨き

45　　　 捧　巨鵬 恒 の9 恒 4］実母・赤色粒子 聖 吐 攣 J 攣 堅 亘 亘 ＝ 「 「 高 音 「

46　　　　 捧 i　 恒 のアラ巨 4 拓描濱掛兢縮 にぶ減 普通　恒 掴転へラ削を）　　 極内覆土叫

媚　 土師器　 椀　 恒痛車 時 i 締摘濱掛兢粧 にぶ減 普通　 商へラ磨き　　　 i南醐覆土欄 恒 茄
媚　 土師器　 椀　 鵬 巨 ゆ　恒 ゆ射 長石濱母藩組子にぷい橙！普通 i繍醜朝 ～ラ後働酬 ナ桶璃 き恒 南鵬面桓 25

姻 巨 師器　 椀　　 恒 の巨 2 石英濱母凍繍子 にぷい橙 普通　 紬か繍繍摘 細 恥 贈き西部床面 i
可 与 墾 中 華 巨捌 月 品 丁 ㌫ 長有・有薬 にぶ減 i普通　極 縮 向詳位横方向のヘラ削小 冊 紬 中 郷

可 塑 攣 十 ㌢ 恒 欄 恒 可 長石藩英凍蟻子にぷ減 普通　 嫁部は強相 反する　　 庫 舶用車 蟻

髭　 土師器　 甑 i 仕 可 長有・有英 聖 軋 攣 J 墜 望 車 重 三 二 「 義 嘉 「

器 巨 師器　 甑　　 恒 0両 巌積数親藩桃子攣 」 登 山 蜃 塑 墜 疫 亘 ＝ 「 「 嘉 音 「

響 巨 師項 羽 可 「告の 長石藩英凍桃子にぷい橙 普通　 外剛 位に鍔粘紺 け　　 覆掴　 桓 告

第題号健腰妙　第㍍囲う

位置　調査区域の中央部撃　C2㍍9区。

′′．一・‘　　　　　　　　　　　　　　　∴　　′　　　　　　　　　　　．′．

、　　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　　　・′　　　　　′

′　　　　　　、　　　　　ノ　　　　　ー′　　　　　　　　　　　　　ノ　、

′　　　　　ノ　！．　　　　　　　　　　　　′ノ．ノ　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′1　　　言　．．′　　　　　　　　′ノ

が大きい＿－

′′　　　　′′　　　　　　！　′ノ　　　　　　・．　′・′　ハ．　　　′　　　　　　　　　　∴．・∴

′′　　ノ、・・・′ノ　　　　　　　　′　′　　　　　・、ノ′　　′′　　　′　　　　　　　　　　　　ノ

・・、　　′　′　一　′　＼　′’・・・ノ　′∴　′　′　′　　一・．、ノ　ー　　　　′　　ノ、　　！．、′、

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　．・　　　　　　　′　　　　　　　′′．′　　　J　　　　　ノ　′′

竃土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼上ブtJ、ソク少量

？　暗　褐　色　ローム粒j′一・焼‖位！・少量

3　暗　褐　色　ロームブロックか廃土ブロック少量

4　暗　褐　色　焼土路子少量，締まりあり

5　暗　褐　色　廃土ブロック少量き　炭化物微量

ノ　　　　　′　′　ノ′′　　　　′　′′・　シ　ーノ、′　　　　ノ　　　　′　′　′′、　′′、　ノ‘ノ　′一　ハ／′一　・、／ノ′　∴

土層解説

l　黒　褐　色　焼巨ハコ、ソク・炭化粒J′ム少量

2　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼上粒J’一少量

二〕暗　褐　色　焼目白’一r巨鼠　ローム粒j’－・炭化粒J’・・砂粒少量

．1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．ローム粒自微量

う　黒　褐　色lJ－ムプロ、∴′ク・旭日＼lイ・少量

一ごノ　　　ノ　′　　　　ノ　　ノ　　ノ・　　　、　∴　・　′　く　ノ　′′ノ．　′　′．　ハ　　　　了　　　∴．．

る、

所見　時期は言旧二遣物から！月日二紀末葉と思われる．
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デー竺
第37回　第22号住居跡・出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表（第37図）

艇

＼遷し

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

54 土 師 器 聾 ［2 1．2］ （11 ．2 ） 長石・石英・赤色粒子 橙 普 通 口緑端部はわずかにつまみ上げ 内面給積み痕 覆 土 中 P L 25

56 土 師 器 甑 － （5 ．6） ［12 ．0 ］ 長石・石英・赤色粒子 にぷい橙 普 通 無 底 式　 縦 方 向 の ヘ ラ磨 き 覆 土 中

－42－



第23号住居跡（第38図）

位置　調査区域の中央部，C2e5区。

確認状況　西部が調査区域外となっているため，全体は検出できなかった。耕作のための削平によって，覆土

は薄い。

規模と形状　確認できた長車虹28m，短軸2・72mで，長方形と推定される。主軸方向は，N－900－Eである。

壁高は覆土が薄く，観察できなかった。

床　平坦である。竃前面とPl周辺で，踏み固められた部分が検出された。

ピット1か所。Plは深さ12cmで，主柱穴と思われる。

竃　東壁のほぼ中央部を，壁外に40cmほど三角形状に掘り込み，構築されている。しかし，覆土が薄く，範囲

を確認しただけである0土層は，観察できなかった。火床部は，床面と同じレベルの平坦面を使用している。

火床面は，火熱を受けてやや赤変している程度である。煙道は，立ち上がりなど不明である。

覆土　単一層である。覆土が薄く，自然堆積か人為堆積かは判断できなかった。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片6点，須恵器片1点のほか，鉄津6点が出土している。遺物は，破片が多く図示でき

るものはなかった。

所見　時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

第38図　第23号住居跡実測図
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第24号住居跡（第39図）

位置　調査区域の中央部，C2f6区。

重複関係　第8号掘立柱建物跡のP7を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．32m，短軸2．75mの長方形である。主軸方向は，N－20－Eである。壁高は10－16cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。竃の両袖部の外側に，南北幅0．3m，東西幅1mほどの床面より一段高い平坦

面が検出された。棚状施設の可能性が考えられる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は，検出されなかった。

竃　北壁の中央部からやや東寄りを，壁外に50cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。

天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は焚口部から煙道部までの長さ72cm，両袖部の幅60cmで

ある。火床部は円形を呈し，床面を5cmほど掘りくぼめて使用している。火床部は火熱を受けて赤変し，硬化

している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土屑解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック・砂質粘土少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・砂質粘土少量

3　暗赤褐色　焼上ブロック・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土少量

覆土　4層からなる。ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子を含み，ブロック状の堆積状況がみられることか

ら，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片30点，須恵器片3点，砥石1点，鉄津1点が，遺構全体の覆土下層から出土している。

第40図P57の土師器杯は竃内の覆土中層から，P58の土師器杯とP59の土師器嚢は，竃の東袖部内から出土し

ている。Q3の砥石は西壁際中央部の床面から出土している。

所見　当調査区域内で棚状施設をもつ住居は本跡だけである。柱穴や壁溝などは，検出されなかった。時期は，

出土遺物から9世紀後葉と思われる。

⑥　七2f61′

第39図　第24号住居跡実測図
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第40回　第24号住居跡出土遣物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表（第40図）

ー：れ／

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　法出土位置

電内覆土中層

竃東袖部内

竃東袖部可

！備考

I57土師器杯［13．6］（3．4）－雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通内面へラ磨き

58土師器杯［12，8］（4．0）－長石・石英浅黄橙普通内面へラ磨き

59土師器整－（13．4）［10，2］長石朋劇痛蟻子にぷい褐普通休部下位横方向のヘラ削り内師二輪積み痕

番号器　種
計　　　測　　　値

材　　　　　質特　　　　　　　　　徴出土位置備考長　さ幅厚　さ重量（g）

Q3砥　　石（7．8）3．33．2（107．1）凝灰岩断面長方形　砥面4面西壁掛幸央部緬PL32

第26号住居跡（第41図）

位置　調査区域の中央部，C2e9区。

重複関係　第27号住居跡の北部及び第28号住居跡の南部を掘り込んでいる。

規模と形状長軸む34m，短軸3・12mの長方形である0主軸方向は，N－910－Eである。壁高は5～8cmで，

媛やかに外傾して立ち上がる。

床　床は平坦である0本跡では竃が2基検出され，それぞれの竃の前面から中央部にかけて，踏み固められて

いる。南壁と西壁の一部で壁溝が検出された。上幅14～24cm，下幅6～12cm，深さ6cmで，断面形はU字形で

ある。

竃　2基検出されている。竃Aは，北壁の中央部からやや東寄りを，壁外に70cmほど三角形状に掘り込み，砂

混じり粘土で構築されている。天井部は崩落しており，両袖部が残存している0規模は焚口部から煙道部まで

の長さ86C恥両袖部の幅64cmである。火床部は楕円形を里し，床面を5cmほど掘りくぼめて使用している。火

床部は，火熱を受けてやや赤変している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

－45－



竃A土層解説

1黒　褐　色　焼⊥ブロック少量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘性・締まりあり

4　にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土ブロック少量

竃Bは，東壁の中央部からやや南寄りを，壁外に16cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されて

いる。天井部は崩落しており，両袖部も一部が残るだけである。焚口部から煙道部までの長さ70cm，両袖部の

幅58cmである。火床部は楕円形を呈し，床面をわずかに掘りくぼめて使用している。火床部は，火熱を受けて

赤変している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。竃Bは，遺存状態が悪く土層の観察はでき

なかった。

覆土　4層からなる。ロームブロックや焼土ブロックを含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘性なし

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック多量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片65点，須恵器片1点が出土している。第42図P62の土師器椀は，南東部の覆土下層か

ら出土している。P60・61の土師器杯は，覆土中から出土している。

所見　竃が2基検出されているが，時期差など不明な点が多い。柱穴は，検出されなかった。時期は，出土遺

物から10世紀前葉と思われる。

第41図　第26号住居跡実測図
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第42図　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第42図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

6 0 土　 師 器 杯 － （1，5） 5 ．6 長石朋 ・雲母・赤色粒子 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り　 内 面 へ ラ磨 き 覆 土 中

6 1 土 師 器 杯 ［1 3 ．8］ （4．2） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普 通 休 部 外 面 に 強 い ロ ク ロ 目 覆 土 中

6 2 土 師 器 椀 － （2．3） － 雲母・赤繍 子伯色粒子 にぷい橙 普 通 底獅 転へラ紳）胤 高台貼り付け 内面へラ磨き 南東部覆土下層

第27号住居跡（第43図）

位置　調査区城の中央部，C2f9区。

重複関係　北部が，第26号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・55m，短軸3・50mの方形である。主軸方向は，N－70－Wである。壁高は3－7cmで，

媛やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から北部にかけて踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ34～58cmで，配置や規模から主柱穴と思われる。柱穴の掘り方は深い。

第43図　第27号住居跡実測図
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′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックの砂粒少鼠　締まりあり

2　黒　褐　色　粘土粒子多鼠　ローム粒子の廃土粒子少還学　粘層十縮穏当薮湧
3　灰　褐　色　ローム賂予の焼土龍子中最

速　黒　褐　色　ロームプロッタの廃土粒子多鼠　粘土粒子徴最学　粘性璃帝まりあ減

′　　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　′′　　　一

である。第姻固㌘鵬の土師器棒は　覆土中から出土して齢。北壁付近に焼丑の散らば　が検出され　この位

置に竜があーr）た可能性が高い

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　・・′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　一　′　ノ．

星住居との重複関係からリ1牡紀後葉と推定される∴

第朋親　第野号佳屠跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察義　第姻圃）

の　　　　　　　　　　　　　　頂のC悶

』　　　迄

酌 車 陸 別 極 種；自　律極 高極 径「胎　 士 …色 調i焼 成i 手　　　 法 i出土位可 鵬

鵬　　　　　　　　 杯 ［摘潮 待 項 座 墜 墜 空 車 … 薄 諒 「

・・　　　　　　　　′

位置　調刑功一kの中央部，し’2再日本

重複関係　南部の床面に　第部首住居の竃が構築されている。

ノノ　　　1ニ　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　、　　　′

はう、1日（、用で、隼は緩やかに外伸して立ち上がる

′　　　′　　　　　：′　　　　　　′　　　　′　　′′．、　′′　　　　　　　　　‥　一

′　　　　　′

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

種　北壁の中央部からやや東寄りを　壁外に凱cmはど三角形状に掘　込み　砂混じ　粘土で構築されている。

・．　　　　　　　、　　　　　　　　′　′′　　　　　′∴．　ノ　　　　　　　　　　ー　　　　　　　．ノ、、、　　　　　　　′‥

′　　　　　　　　　　ニ　　　＿　　　　　　　　′′、　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　・′　　　　　　　　、．　′　′

一　　ノ　ノ　　　　′′、　　　．∴　　　　　　　一　′　．．‘．、′　′．！’　　　　ノ　．．ノ

竃土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子の廃土ブロック中農　炭化粒子微量　粘性なし
2　黒　褐　色

：；黒　勘　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（i　黒　勘　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

U－！、プロ・∵ク・埴「骨′つ∴少量∴　粘性なし

ローム粒子0焼土ブロック多量

ローム粒子多義，ロームブロック少量，粘性なし

ローム粒子。焼士粒子多量，炭化物微量

ロームブロック中鼠　焼土ブロック少一畳プ　粘性あり

ロ…ム粒子多選学　焼辛粒子少蓮夕　粘性あり

粘土ブロック多量

一つ8－　－



覆土　4層からなる。ロームブロック・焼土ブロックなどを含んでいることから，人為堆積と思われる。

土屑解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少鼠ローム粒子微量，粘性あり
3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

4暗褐色　ロームプロツク少畳，焼土粒子微量

遣物出土状況土師器片24点・須恵器131点，土製支脚2点が，竃の前面を中心に出土している。第46図P64

の土師器杯は覆土中から，P65の須恵器蓋は竃前面の覆土中層から出土している。

所見　柱穴は検出されていない。時期は，出土遺物から8世紀前葉と思われる。

2

第45図　第28号住居跡実測図

第46図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遣物観察表（第46図）

A24．8m

3　　　2

0　　　　　　2m

Lr i　一一一」

ミ≡⊆

0　　　　　　1m

［＝「一一→－→

0　　　　　　　　　　　10cm

－－」

番号 種　別 券　種 口　径器　高底　径 胎　　 上 色　調 焼　成 手　　　　　　　 法 I出土位置

i覆土中

極前面覆∴ヒ叫

l備考

！64 土師器 杯 ［11．4］ 2．3 ［5．6］長石・石英・赤色粒子にぷい橙普通 体部内・外面ナデ

65 須恵器 蓋 15．0 3．7 － 長石・石英・雲母黄灰 良好 内面に指頭圧痕 PL25
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第29号住居跡（第47図）

位置　調査区域の中央部，C3f2区。

規模と形状　北部と東部が耕作によって削平されており，壁の立ち上がりは明確に検出できなかった。南北軸

3．72m，東西軸2．90mで，長方形と推定される。竃はわずかに残った焼土などから，位置を推定した。竃は，2

基あった可能性が高い。主軸方向は，N－9。－Wである。壁高は2－3cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は，検出されなかった。西壁際で，壁溝が検出された。上幅14～20C恥

下幅8－12cm，深さ6cmで，断面形はU字形である。

ピット　2か所。Plは深さ24cm，P2は深さ92cmで，両方とも柱穴と思われるが，P2は深く，掘り方もしっ

かりしている。

竃　北壁と東壁付近で焼土の散らばりが検出され，竃の位置を推定したが，土層などは観察できなかった。

覆土　極端に薄く，土層の観察はできなかった。

遺物出土状況　遺構全体の遣存状態が悪く，土師器片12点が出土しているだけである。第47図P71の嚢はPl

の覆土中から出土している。P66・67・68の椀，P69・70の嚢はいずれも覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

④ノ∴ノ＼し、、＼

l

l

I

l

i

l

l

L、
＼
／

／

1

〒≡≡≡≡‡‡≡鷲
第47図　第29号住居跡・出土遺物実測図
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・・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　　′　′

番号　種別極種恒径i器高i底径i胎　土i色調i焼成i手　　　 法出離摘上階
礪　土師器　椀　融巨目　せ中瀞砲尉極橙　普通　緋へ硝摘涌地軸痛へ纏き覆土中　巨榔

繹　土師器　椀　　　　　は湖　　　　症藩椚掛兢雛　にぷい橙　普通　底部回転へラ削　後藩融摘翻す攫士申
礪　土師器　椀　　恒扇恒減軽母凍醜予橙　普通　舶纏へラ削後藩油粕け穫土中i
梱　土師器　聾　融　鵬　　 桓描瀞摘中ぷ噛褐普通　休部下位横方向のへラ削り穫土中　恒邦
閥　土師器　婆　鵬恒可　　長石の石英　恒減普通　繚端部は短つまみ上げ穫土中！
m　土師器　婆　　恒冬中聖整準や揃の雲母　ぷい褐普通　棚下位は横方向のヘラ削りm酎可

′　　　′

・′、′′、′′′　　　　　、

′・　　　′　　　　　　　’、　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　！′：

外傾して立ち上がる、、

．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

貯蔵究　南東コーナーからやや商寄鋸二付設され　義動転m　短径挽mの不整閏形で　深さは膵m　断面形は

′　′′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・

貯蔵穴土層解説

i　黒赤田邑　ロームブし卜′ク・地上ゾし「′ケ・損じ物少量

2　暗　褐　色　ロームプロッタ多量夕　焼土プロッタ微還

’　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　三　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　　、．．

ノ　　　　　′、　　　′　　′

・・．　　′、′　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　′′　　　　　一　　′　　　　　　′・　　ノ　′　　　　　・・　　　、

′　　　　　　　　　　　　　　′　′　′　　ン　　　　　　．　′　′．

電土層解説
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

窯
窯
窯
暗
窯
窯
窯
窯
赤
赤

褐　色　ローム粒子を焼土粒子多量

褐　色　ローム粒子中量学　焼士粒子微量疑　締まりあり

褐　色　しブーム粒イ・・焼日詰つ’・中量

褐　色　ローム粒子0焼土ブロック多量

褐　色　焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク机；∴　粘性・締まりあり

褐　色　ローム粒子も焼士ブロック中量

褐　色　ロームブロックe焼土粒子少量夕　粘性の締まりあり

褐　色　LJ－ムブし「ノン鋸；∴　焼日量千・粘l∵プロ、ソク少量．粘性・締まりあり

褐　色　焼土ブロックの粘土ブロック中畳，ローム粒子少量

褐　色　焼「プロ、ソク中量　粘上ブし「ソク少量

・　′　　ノ′　　′　　　　　、ノ　　　　ノ′　　．　・ノ　　　′　ン　　　，、　ノ　　　．　　　　　　　′　　　’　′．・　　　′

制甘積と思われる、l、

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J′・少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

：ミ　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

・1黒　褐　色　ローム粒J∴・焼「プロ・ソク少量

う　黒　褐　色　ローム粒J∴少量

（ミ　にぷい橙色　机上プロ、ソク多結　ローム粒J’l少結　粘性・締まりあり

7　黒　田　色　ローーム粒「・悦上粒「少旨

一一…一一151－1－－－1一一



遺物出土状況　土師器片107点，須恵器片13点が，竃前面から東壁際にかけて出土している。第48図P72の土

師器椀は西部の覆土中層から，P74の土師器要は東部の覆土下層から，P75の土師器嚢とP77の須恵器杯は東

部の床面から出土している。P73の土師器嚢は中央部と竃前面の床面から出土した。P76の須恵器杯は竃内の

覆土下層と東コーナー部の覆土中層から出土している。P78の須恵器高台付杯は竃東袖部前面の覆土下層から，

P79の須恵器嚢は，中央部の覆土下層から出土している。中央部の2か所で焼土塊が検出されているが，性格

などは不明である。

所見　本跡からは柱穴，壁溝などは検出されていない。時期は，出土遺物から9世紀前葉と思われる。

もや
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＼＿上±775

‥l・・’二、二　㌢－こ÷∴一妄一二＝‥　－‥－

6　7　6　　6

1

2　　　4

5

C　　　76 74　77　7579　　　73　72　78

，　ノ

翳　．．1‾「
－52－

第48図　第31号住居跡・出土遺物実測図



第凱常住屠跡出土遺物観察表　第墟園）

番号　 種　 別　 器　 種 ［二日 婆 器 笥 底 径　 胎　 土 i色 調 焼 成 i 手　　　 法　 出土 位置　 備考

可 土 師 器　 椀 は る封　 再 e 汗 鋸 の石英　　　　　　　　 部纏 へラ裾 後藩 台貼蟻 け　醐 覆土摘
攣 巨 師 可　 彗堅　 桓 露

「おの

親　　　　　　　 愛　　 鵬 （ 滅　　　　　　　　　　　　　　　　 縁端部ほっま射 二げ　　　 東部覆土下層
汗 土師 器　 婆 は ぜ5）　 も　 長石石英き雲母　 にぷい褐　普通　 休部下端横方向のへラ削　　　 東部床面

閥　 須 恵 器　 塚　 目 ，7 ！ 机　 705　 長石　　 極　 普通

7日 須 恵 器　 棒　 鵬 309 ［ 0幻 長石　　 褐痍　 普通　 恒 …みム湖 の手持ちへラ削を　 東部輌

自 滅　　 6諸　 長石め石英　　 褐痍　　 普通

撒　 須 恵 希　　 望　　 は　潮 再 の釦　　　 長石ゆ石英　 灰　 普通　 体部 摘 望 望 聖 タタキ　 摘 璃 土欄

：　　′

、　　　　　　　　ノ

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　・．

緩やかに外伸して立ち上がる

應　平坦で　竃前面と北東コーナー部を中心に踏み固められて折る0酋壁から東方向に向かって　藩が南北2

．・　　　　　一　　　　　　　′　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　一′

・・　　　　　　　∴　　ノ　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　一・　　　　　′　　　　、　　　：　　　　ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　、．、：　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・、

ごりじJk　1　　　1ハ　　　′一

仕えである

ノ　　　′・　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　．，　　‥　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

′　　′　　：　　　′　　∴′　′　、　　　　　　　　、　′・　　　　　　　　、ノ、′　　　′　　∴

′′ノ　　′′　′、　　　　　　　ニ′・　　　　　　　　　　　　　一　′　　　　　′　′一・　　　　ノ　　′　　　　　　　　・・

赤愛している程度である。煙道は　火床部から緩やかに外優しで立ち上がる。

竃土層解説

1黒　出　色　主ノー∴粒J’・・焼ロイイ・少量

2　にぷい褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子あ廃土ブロック0廃土粒子少量

ノ　　　　　′　　　・′　二　　　　′：・・′　′　ノ′′′　　　　　・　　′、′　　‾　　　ノ　ノ

土層解説

1黒　裾　色　Lr一一∴ブIJ∵！ン・焼上ゾ＝∵ク微量

2　黒　褐　色　U一月！亘・焼‖∵′つ雄晶

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

‾・　　　　　　　　・　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　、′・．　′　　く　　ノ′′・′．

・′′′　；′　　　、：′′′Jンーノ　．∴′′′＼′　ノ　　ノ＼′・　　　′′′・′・・1　・・　ノ・ノ　　ノ．！′′

、／、　・′　　　　　・　′　　　り′′　・ノ　　　　ノ　′′　　　′　　ノ′；　　　／ノ　ノ　　‥♪ヾ′ノ　　　　　　　′／．．′

′　ノ　′－　′′　　・　′ノ　　　　　　　　・、′′′一・ノ　　　；　　‥　ノ　　　　　′′

ノ　、、′　　　′ノ∴　　・・′　　　　′′　ノ′　′　′　　・・　　′、　一．′　　ノ　′　′．′　　、

は　出土遺物から摘世紀前葉と思われる。

一一　53－－　－
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第謂常住屠跡出土遺物観察表　第鯛囲う

番号　 種 別　 器 穫 陣 後 器 高 儀 径　 胎　 土　 色 調 焼 成　 手　　　 法　 出土位 置　 備考

鋪 土 師 器　 棒　　 恒 や釦 。中 英瀞 赤鮮 棉 褐 普通　 離 紗滴 に粘土貼摘 け　 覆土中 i

81 土 師 器　 輝　　　 恒 を6ラ　 5ゆ6　 長石瀞 砲雛 橙　 普通　 内面へラ磨　　　　　 覆土中

可塑墜「椀　「つ庸項産軒議義珂猿村議
鋸 土 師器　 椀 i iは 誹　　　　　　　 普通 海部纏 へラ削 後湖 貼撒 け 西部床面 i

鋸 土 師器　 椀　　 恒 離　　　　　　　　　 船 纏 へラ削り後湖 貼伸 す 覆餅 i

振 土 師器　 婆 恒 減車 鵬　　　　　　　 普通 極 細 つ紬 舶欄 へ璃て函 東部床面桓 邦

郁　 土師 器　 婆　 は 潮 目　 凍　　　　 長石を揃 も雲母　灰褐　 普通　 ㌃磯端部はりまあ上げ　　　　 紅 潮　 ㌘脳

那　 土師 器　 襲　 鵬 車 ゆ裏　　 長石を石英を雲母極 褐　 普通 ［‥縁端部はわずかにりまみ上げ 南柚覆土欄 PL26

鵬　 土 師器　 婆　 舶 恒 や封　　 長石あ揃 の雲母 にぷ減 普通　 日録端部は随 方にづまみ＿＿＿げ 縮 南限摘

犯 土 師器 羽 釜i i路 の　　 嗣 骨融 子 揖噛　 普道　 内湖 面ナデ　　　　 商離隊 商i

第調号燵腰掛　第湘囲う

′

重複関係　第鍼号佳屠跡の西部を掘　込んで折る。

規模歴形状　義朝線摘m　短朝敵媚mの長方形である。主観方向は　N…鋸0…斑である。壁高は　～祝照で撃

緩やかに外仙して立ち上がる

′

ぽッ睦　　か所。炉　の㌘飢深さ遂～臓mで　配置や規模から枝先と配われる。

貯蔵究　商商コーナー部に付設され　長径閥だ撒　短径渕mの不整掩摘形で　深さ挽m　断面形豊も字形である。

′　　　　　　　　　　　　　　′

貯蔵穴土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロック多乳　廃土粒子徴還

2　暗　褐　色　ローム粒子多義

・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ノ　　　　　＼

′　　　　　′　　　　　　　ノ　′′′　　　　　　　、

幅鵬だmである。火床部は楕摘形を里し　床面とほぼ同じレ璃捗の平坦商を健用して折る。火床部は鬼熟を受け

′　　　　　′　　　　　　　・　　　　　・・′　　　′ノ、　　　　　　　　　　．′′　　　　′

る

竃土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック中量夕　焼士ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子の廃土ブロック多量

！1暗　出　色　しトームブし上′ケ・焼上ブl二「′ケ机l∴　粘性裾）

4　暗赤褐色　ロームブロック多鼠焼土ブロック中鼠粘性の締まりあり

＿　　　　　ノ　ー　　′　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　′′　　　　　′　′　　　　　　　・・

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量ラ　廃土ブロック微量

ご　辟　掲　色　t－ブーム粒J’－′吊l∴　ロームプロ、ソク微量

3　窯　褐　色　ロームブロック少量

′．、　　　　　　　　′、　‘　′　　　　　　　　′　　　　　く　、′　′　　　′　　　　′　′　　　　　　　　　　　　．．

′′　ハ　　ノノ′　　　　ノ　ノ　　　　ノ　′　　′　　・・・　　　　　・・ノ

ノ　　ノ　　′　′　　　　、　一　′　′　′・　　　　　　　　　　　　　　　　ろ′　ノ．　　　．　　．

れる、

－1・一一一一…－55－－－1－1－－1
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第50図　第33号住居跡・出土遺物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（第50図）

番 号 種　 別 器　 種 U　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

8 9 t二 師 器 杯 － （1．0） 5 ．2 長石・雲母・赤色折 にぷい橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 北部覆土中層 P L 26

9 0 土 師　 器 椀 （2．3） 8 ．4 長石・石英・赤色粒子 橙 普 通 底部回転へラ削り胤 高台貼り付け 内面へラ磨き 窟 袖 部 内

9 1 土 師 器 椀 － （3 ，1） － 長石・雲母・赤色粒子 にぷい黄橙 普 通 底部 回転 へ ラ削 り後， 高台貼 り付け 覆 土 中

92 土 師 器 藍 ［18 ．6］ （13 ．3 ） 長石・石英・雲母凍色粒子 橙 普 通 口 緑 端 部 は上 方 に つ まみ 上 げ 北部覆土中層 P L 2 6

－56－



第34号住居跡（第51図）

位置　調査区域の中央部，C2j8区。

重複関係　西部が，第33号住居に掘り込まれている。

規模と形状　西部が第33号住居に掘り込まれていることから，確認できた長軸3・38m，短軸3．30mで方形と推

定される0主軸方向は，N－940－Eである。壁高は4－5cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　確認できた範囲では，竃の前面だけが踏み固められている。

ピット1か所。Plは深さ15cmで，配置や規模から柱穴と思われる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され，径52cmの不整円形で，深さは25C恥断面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

3暗褐色ロームブロック少呈

竃　東壁の中央部からやや南寄りを，壁外に50cmほど半円状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天

井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ80C皿，両袖部の幅110cm

である0火床部は円形を里し，床面をわずかに掘りくぼめて使用している。火床部は，火熱を受けてやや赤変

している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　粘土ブロック多巌，焼上ブロック中量，締まりなし

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，砂粒少量，締まりなし

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化材微量，粘性・締まりなし
4　暗赤褐色　壌土ブロック多量，粘土ブロック少量，粘性なし

＿E25．。m

1　　　4

一二±盛＞一一

第51図　第34号住居跡実測図
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　粘土ブロック中量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片70点が，出土している。第52図P93の杯は南西コーナー部覆土下層から，P97の椀は

竃前面の床面からそれぞれ出土している。P94・95の杯，P96の椀は覆土中から出土している。

所見　第33号住居に掘り込まれているが，時期差はあまりない。時期は，10世紀前葉と思われる。

．

∈≡葦‾

第52図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表（第52図）

10cm

l　　　一一「　　　　l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　 法出土位置備考

93土師器杯［10．0］3．4 5．7雲母・赤色粒子にぷい橙普通底部に粘土貼り付け 南如十一線澗PL26

94土師器杯［10．8］（3．3）－石英・雲母橙普通内面へラ磨き　体部外面に強いロタロ目覆土中PL26

95土師器杯－（2．3）［5，6］長石・石英・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り 覆土中

96土師器椀［15．8］7．6 8．0長石・雲母にぷい橙普通底錮転へラ削り後．高台貼り付け内面へラ磨き屯内覆土中PL26

97土師器椀［15．0］（4．1）－長石・石英・雲母・赤色粒子にぷい橙普通
底錮転へラ削り胤高台貼り付け内面へラ磨き塩前面床面PL26

第36号住居跡（第53図）

位置　調査区域の中央部，D3a2区。

規模と形状　長軸3．23m，短軸2．68mの長方形である。主軸方向は，Nr17。－Wである。壁高は5～8cmで，

外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃前面から東西南北の壁際にかけて踏み固められている。壁溝は，全周する。上幅10－24cm，下

幅2～8cm，深さ4－5cmで，断面形はU字形である。

ピット1か所。Plは深さ10cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

竃　北壁の中央部からやや東寄りを，壁外に46cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。

天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は焚口部から煙道部までの長さ96cm，両袖部の幅102cm

である。火床部は円形を呈し，床面とほぼ同じレベルの平坦面を使用している。火床部は火熱を受けてやや赤

変している。煙道は，火床部から外傾して立ち上がる。

－58－



竜土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土屑解説

1　黒　　　色　ロームブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遣物出土状況　土師器片168点，須恵器片7点が，竃内と竃袖部周辺を中心に出土している。第54・55図PlOO・

PlOlの土師器杯は竃内の覆土下層から・Pl02の土師器杯とPl05の土師器聾は竃内の覆土上層からそれぞれ

出土しているo P103の土師器杯，PlO6・PllOの土師器嚢は竃の底面から出土している。Pl04の土師器椀と

Pl09の土師器嚢は，竃西袖部西側の覆土上層から出土している。Pl07の土師器嚢は竃煙道部底面から，P108

の土師器嚢は竃内の覆土上層からそれぞれ出土している。Plllの土師器嚢は竃内と竃東袖部前面及び南部の

覆土中層から出土した破片が接合したものである。Pl13の須恵器盤は西壁際の覆土上層から出土している。

P112の土師器甑とPl14の須恵器蓋は覆土中から出土している。

所見　本跡は，当調査区城内では遺物の出土量が多い住居跡で，特に竃内から多く出土している。時期は，出

土遺物から9世紀後葉と思われる。

第53図　第36号住居跡実測図
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竃土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりなし

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘性・締まりなし

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化材少呈，粘性・締まりなし

覆土　8層からなる。ロームブロック・焼土粒子・炭化物を含み，ブロック状の堆積状況がみられることから，

人為堆積と思われる。

土屑解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　　　色

7　黒　　　色

8　黒　　　色

ローム粒子・炭化粒子微量，粘性・締まりなし

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量，粘性・締まりなし
ローム粒子少量，炭化物微量，粘性・締まりなし

ローム粒子少量，ロームブロック微量

焼土粒子・炭化物多量，ローム粒子少量，粘性なし

ロームブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子多屋，ロームブロック・焼土粒子少量

ローム粒子多量，ロームブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片26点が出土している。第56図P116の嚢は竃内の覆土下層と竃前面の床面から，P117

の嚢は竃内の覆土中層から出土した。Pl15の杯は覆土中から出土している。床の中央部から焼土塊が検出さ

れたが，性格等は不明である。

所見　本跡は，出土遺物や遺構から10世紀前葉と思われる。
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第56図　第37号住居跡・出土遺物実測図
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第37号住居跡出土遺物観察表（第56図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　 法 i 出 土 位 置

l 覆 土 中

座 覆用 と迄前面

電内覆土中可

l 備 考

l1 15 土 師 器 杯
－ （3 ．0 ） － 長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 体 部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り

116 土 師 器 藍 ［20 ．0 ］ （10 ．0 ） － 長 石 ・石 英 橙 普 通 口 緑 端 部 は 上 方 に つ まみ 上 げ

1 17 土 師 器 藍 － （4 ．8） 6 ．5 長石・石英・赤色粒子 にぷい褐 普 通 休 部 下 端 横 方 向 の ヘ ラ削 り

第41号住居跡（第57図）

位置　調査区域の南部，D3j2区。

重複関係　東部を，第138号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・95m，短軸3・25mの長方形である。主軸方向は，N－20－Eである。壁高は5～8cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。

床平坦である。第138号土坑に掘り込まれているが，中央部は踏み固められていたと推定される。壁溝は，

検出されなかった。

竃　北壁の中央部からやや東寄りを，壁外に56cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。

天井部は崩落しており，両袖部が残存している0規模は，焚口部から煙道部までの長さ102cm，両袖部の幅80

cmである。火床部は円形を呈し，床面とほぼ同じレベルの平坦面を使用している0火床部は，火熱を受けてや

や赤変している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少鼠締まりあり

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量

3　時赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子中量，粘性なし

4　灰　褐　色　焼土粒子中鼠　ロームブロック・焼士ブロック少量
5　灰　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック中量

6　暗赤褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック少量，粘性・締まりあり

oI　く！

第57図　第41号住居跡実測図
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覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

遣物出土状況　土師器片32点，須恵器片14点が竃の周辺から中央部にかけて出土しているが，図示できるもの

は少なかった。第58図P118の土師器杯は東部の覆土中層から，P119の土師器杯は竃内底面から，P120の土

師器嚢は北西部の床面から，P121の土師器嚢は，覆土中から出土している0

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

第58図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表（第58図）

吏′－へ．

番号 種　 別 器　 種 U　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出土位 置 備考

118 土 師 器 均こ ［12．9］ 3．1 5．4 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通 底部回転へラ削り　内面へラ磨き 東部覆土中層

119 土 師　器 杯 ［14．8］ （4．8） 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 休部下端手持ちへラ削り　内面へラ磨き 竜底面

120 土 師 器 襲 ［13．8］ （7，3） －
長石・雲母 橙 普通 口縁端部は上方につまみ上げ 北西部床面

121 土 師　器 襲 ［19．4］ （6．4） －
紆描・雲母・穐粧 にぷい赤褐 普通 口緑端部は外上方につまみ上げ 覆土中

第44号住居跡（第59図）

位置　調査区城の南部，E3bl区。

規模と形状　長軸3．13m，短軸2．92mの方形である。主軸方向は，N－90。－Eである。壁高は2－4cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。上部が耕作のための削平により，遺存状態はよくない。

床　平坦で，竃の前面だけが踏み固められている。

ピット　4か所。Pl～P4は，深さ16－48cmで，配置や規模から柱穴と思われる。

竃　東壁の中央部からやや南寄りを，壁外に51cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている0

天井部は崩落しており，両袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部までの長さ70C叫両袖部の幅80cm

である。火床部は楕円形を呈し，床面と同じレベルの平坦面を使用している。火床部は，火熱を受けてやや赤

変している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。竃の土層は，道春状態が悪く観察できなかっ

た。
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覆土　2層からなる。覆土が薄く，自然堆積か人為堆積かは判断できなかった。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子微量，粘性・締まりあり

ローム粒子少量，粘性・締まりあり

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　時期は，遺物は出土していないが，遺構の規模や形状から平安時代と思われる。

第59図　第44号住居跡実測図
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第46号住居跡（第60図）

位置　調査区域の南部，E2a9区。

確認状況　当調査区域内では，最も南側に位置する。

規模と形状　長軸2・81m，短軸2・10mの長方形である。主軸方向は，N－10－Eである。壁高は2－3cmで，

緩やかに外傾して立ち上がる。耕作のための削平により，覆土はほとんど残っていない。

床　平坦で，中央部からやや南側が踏み固められ硬化している。西部の床面から焼土と炭化物が検出されてい

る。

ピット1か所。Plは深さ10cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと思われる。

竃　北壁の中央部を，壁外に38cmほど三角形状に掘り込み，砂混じり粘土で構築されている。天井部は崩落し

ており，両袖部が残存している0規模は，焚口部から煙道部までの長さ74cm，両袖部の幅88cmである。火床部

は楕円形を皇し，床面と同じレベルの平坦面を使用している0火床部も含めて竃内部全体が火熱を受けて赤変

している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。
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竜土屑解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量，粘性・締まりなし

覆土　2層からなる。覆土が薄く，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少呈

遺物出土状況　遺構の遺存状態が悪く，遣物は土師器片9点，須恵器片1点だけである。第60図P123・124の

土師器の杯はいずれも，竃の覆土下層から出土している。西部の床面から焼土と炭化材が検出されている。

所見　床面から焼土と炭化材が検出されており，焼失住居の可能性が高い。時期は，出土遺物から10世紀前葉

と思われる。
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第60図　第46号住居跡・出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表（第60図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

12 3 土 師 器 杯 13 ．2 4 ．4 7 ．6 長 石 ・赤色粒 子 にぷい橙 普 通 底 部 一 方 向 の 手 持 ちへ ラ削 り 寵 覆 土 下 層 P L 2 7

12 4 土 師 器 杯 ［17 ．2］ （5 ．5） － 長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普 通 内 面 へ ラ 磨 き 電 覆 土 下 層
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中釣恒。…中形車か謂×中～汗纏「「上目離日国土臓的点　　　　恒郁中跡轍33
吏聖坐空或空也聖慈更亘重荘重コF「笹下「司土摘机聖墾聖や「瀾顔
中2吐聖吏刃空欄車可可丸」⊥」通産∃亘巨垂垂二二二「「議蒜覇論議
中3庫小串方形恒5×中辛車中十日つ電車国土晰紙須酢融！纏甜菜繍催1罰
舶E3b恒0…E方形恒×さ犯　～車坦…　　国憲　つ欄　　　　　　　 機

ぎ

：
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（2）掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡（第61図）

位置　調査区城の北部，B2d5区。本跡の北側に隣接して，桁行方向が直交するように第2－5号掘立柱建

物跡が位置する。また，西側に隣接して，第1号溝が南北に走っている。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の南北棟の側柱建物跡で，西側に庇を持っている。規模は桁行5．24m，梁行

3・48m，面積は18・24niである。庇の出は1・40mである。桁行方向は，N－15。－Wである。身舎の柱間寸法は，

桁行1・52－1・95m，梁行1・66－1・78mで，両方ともやや不揃いである。庇の柱間寸法は，PllとP12の間が1．80

m，P12とP13の間は3．40mと広い。P12とP13の間に柱穴は検出できなかった。

柱穴　柱穴は13か所で，身合の柱穴はPl～10，庇の柱穴はPll～13である。庇の部分で検出された柱穴は

3か所である。Pl・2，P5－10は長軸62－80cm，短軸50－60cmの長方形，深さ15～49cm，P3は長径76cm，

第61図　第1号掘立柱建物跡
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短径猟mの不整掩閏形　深さ撒m撃㌘射径瞞cmの考整ハ遂乳深さ鶉だmである0南部の㌘　O　の掘　込みは撃
、

乳　深さ邦～諏cmである。庇の桂穴は　身告に放㌦竃るとやや浅い。

穫豊　柱抜　取を痕は欝　を転を除いて確認され　ロームプロッタを含む黒褐色土の第　層が璃当する。その

他の二豊層は　教生と考えられる。粘性の締まりと　普通で　強　貿　固められた形跡はな齢。桂の太さは蟻だm

前後と考えられる。

土層解説
豊　臣きち　褐　色

2　メ医書首　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　蠣　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　窯　褐　色

9　窯　褐　色

摘　暗　褐　色

は　鸞　褐　色

ロームフロック　炭化崩微簑

ロームブロック中鼠　焼蟻享子少凱　旋化粧㌢微量

ロームフロック中農

ローム粒子中義挙　ロームフロアク少量

ロームフロック少遍

ロームブロック中簑

ロームプロッタ多牒

ロームブロック少巌芦　廃土粒才り炭瀦瀦守瀾滝

ローム粒子少義ラ　炭化物微量

ロームプロッタ少量

lト∵∴∵ナl「・ン’レ；I；

ほ　褐　　　色　ロームプロッタ多選

遣物漑羞隠浪＋土師器杵摘藍須恵器杵思慮が健丑内か協摘まも若齢るが＼齢ず漑鴻磯灘漂瀾藩豊漕るもの磯

なかゾ〕た

新風　本跡の東側に隣接して桁好方向が湛交する羞射二　第　の　8　05一ム掘立社建物跡が存在する。これ

らは重複してお酌建て替えが行われたと思われる。また第　の　の　一像送桂建物跡は出土浅器から　時期

差があま　をいと考えら宅るが　第　号掘立社建物跡は配置や規模などからみて　本跡と翻期に存在した拍あ

能性が考えられる。時期は誹虹生土器から判断して鋸摘複葉と恩われる。

第　号掘童櫨建物跡　第氾囲う

位置　調査区域の北部　潟望購区。

重複関係　第3号掘立桂建物跡の東部及び第　号擁立桂建物跡の西部を掘　込んでいる。また東部のP　の鉦

′　　－　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

規模藍構造　桁行　間梁行　間の東商棟の側杖建物跡である。規模は桁柄の撒m梁行の狙m面積は邦の墟感

である。桁好方向は　Ⅳ…糾0…Eである。柱間か淘瀧は桁机の鮎～湖m　梁好調～部mで　両方とも孝義

揃齢である。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′　一

である〇㌘　0　が義朗開～鋸だm　短舶～花だmの凝方乳深さ測～誠だmである。P　が径閥だmの不整閤形撃

′　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　　′　′

徽藍　本臓洛取餉紬相思甑針∴侶㌦8学　則射廿躇確認され　第　の　層が欄当する。その他の土層は捜

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1　黒　　　色　t－「一∴ゾ「1㌧′ン′吊；∴　締畑　なし

2　黒　褐　色

にぷい褐色

4　にぷい褐色

5　褐　　　色

にぷい褐色

7　窯　褐　色

ロームブロック中巌資　締まりなし

ロームプロッタ多量二

ロ料…ムブロック多量

ロームブロック多量

ロームブロック多量

ロームプロッタ中農

8　里　　　色　ロームフロック少鼠

9　黒　褐　色　ロームフロック少量

－（itj



遺物出土状況　土師器片5点，須恵器片2点が出土している。第63図P125の土師器杯はP12の埋土内から，

P126の須恵器高台付杯はP8の埋土内から出土している。

所見　第3・4・5号掘立柱建物跡と重複し，桁行方向がほぼ同じであることから，建て替えの可能性が考え

られる。時期は，出土土器から9世紀後葉と思われる。

4　　　　　5

第62図　第2号掘立柱建物跡実測図

－70－
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恵≡享憂謬
126

窮闘囲　第　号掘立社建物跡出土遺物実測脚

第　号掘立桂建物跡出土遺物観察表　第椚園）

の　　　　　　　　　　　　頂のe悶

』　　　室

番可 穫 料丁 ㌃ 義 持 径i器 撃 底 径　 胎　 土　 色 調 焼 成　 手　　 法　 出土位 置 備考

恒 鋸　　 鋸 紺 掴 … ぷい褐 普通　 体部 滴 に強い。ク。目　　 円 埋土内ま・・汗 と師 器　 杯　 は摘

は6　須 恵 器　 高鍋 杯 出 潮 ［9潮　 長石あ石英　　 オ巨照　 普通　 高缶は高めで真下にのぴる　　 ㌘8　埋土内

′　′　　′

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′、　′ノ　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　′　′　′．・

が位置する。

重複関係　東部を第　号掘立櫨建物跡に掘　込まれ　第摘掘立桂建物跡の西部を掘　込んで折る。㌘臓は芦

第　号井戸跡上部に構築されて折る。

′：、　・　　′ノ　　、　　　　　　　　　　　　　　・

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ1　　　・

／キ・flI＝l用flJ一服1！ニJJ・－1」1
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　′

・・　　一　　　′　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　！′　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　′　　　　　　、　′　　　　　　　　　÷′ハ　　　　‥1く，．、・ノ　　　言

、　　　′、′ノ　　　、′、　′　　ノ　　　　′　　　　　′　　ノ　　　　′　　　　′ノ′　　　　ノ′′

ノ・・　∵　′′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　′

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　・　　・・　　　　　　　′∴　′

ノ’′　′・　・．二　、：　　′　　：′　′　　　′　　．、．、′′・十二　一′言．

土層解説

鼠　窯　褐　色

2　窯　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（う　黒　田　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

！）　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロームプロ、ソク微量

lJ一一ムプロ、ソク少；‡‾；．：

ローム粒子中豊

しゴー∴ブrJ、ソク少量

しゴー1ムブtJい′′ク少量

ロームブロック中義，粘性を締まりをL

U一一ムプロ、ソク中量．粘性・締まりなし

ロームプロッタ微量

－′′　．　　／　ニ′′　　‥、ノ　　　′　′　　ノ′′　一　　　　　′　′′、く′　・／　′・′ノノ′　′ノ．′

：・・′　　・′ノ　　′　上　　′　　′ノ・／∴　　・′′′ノ　‥－ノ・′・′′ノ′′′ノ！一∵∴ノ∴／

られる。また　本跡の南側に隣接して　桁行方向が直交する豊　に第　号掘立桂建物跡が位置してお勘配置

‥・‘・　　　　　′、－　　　‥　′　′　′　一　′／′′　∴　一′　′　　∵　ノ、　　　′′ノ．′・′′′　一．′

れる

一一一一一一一一一一71－－一一ll



3　　　3

第64図　第3号掘立柱建物跡実測図
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第4号掘立柱建物跡（第65図）

位置　調査区域の北部，B2b6区。

重複関係　西部を第2・3号掘立柱建物跡に，東部を第7号住居及び第5号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と構造　桁行2間，梁行2間の東西棟の側柱建物跡である。規模は桁行4．82m，梁行4．32m，面積は20．82

山である。桁行方向は，N－700－Eである。柱間寸法は桁行2．30－2．56m，梁行1．90～2．42mで，柱穴はほ

ぼ規則的に配置されている。

柱穴　柱穴は8か所で，Pl・4・6～8が長径76－108cm，短径60－90cmの不整楕円形，深さ29－43cmであ

るo P3・5は長軸70～84cm，短軸60－76cmの長方形，深さ49－50cmである。P2が一辺76cmほどの方形，深

さ30cmである。妻の部分のP4・8は，やや小ぶりである。

覆土　柱痕及び柱抜き取り痕は，確認できなかった。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少貰，焼土ブロック微音

2　窯　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性・締まりあり

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

5　黒　褐　色　ローム粒了一微量

－72－



．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

なかった、、

・・　　　　′

が考えられる。時期は芦　出土土器から9餞妃中辛と思われる。

⑥　道

′

1磁

⑳　　　　　　2獅

』三三≡≡ま≡≡≡三三三三』

2　1　SB2 1　SB2

′

窮　鸞掘童櫨建物跡　第礪図）

位置　調査区域の北部撃　蟄2㍍区。

′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・′　　　　　　　　　　　　′　　、、　ノ　　　　　　′　　　　　　・・

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．
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柱穴　柱穴は10か所で，Pl・2，P4～7，PlOは長径50－60cm，短径40－48cmの不整楕円形，深さ19～

60cmである。P3・8・9は径44～60cmの不整円形，深さ36～54cmである。調査区城内の他の掘立柱建物跡と

比べて，柱穴は小ぶりである。

覆土　柱抜き取り痕はP7・8を除いて確認され，第1層が相当する。その他の土層は，埋土と考えられる。

粘性・締まりとも普通で，強く突き固められた形跡はない。柱の太さは，15cm前後と推定される。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　黒　　　色　ローム粒子少量，締まりなし
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，締まりなし

5　褐　　　色　ロームブロック多量，締まりなし

6　褐　　　色　ロームブロック多量

7　にぷい褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量

芹 　ヽ　　　 （／下、　　　　　 （

叫

p8　　　　 ＼こ4 9　　　 ＼、一 10　　　 』』
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P

IQ

P3

／

P7

S17　　　　　　 扮～毎

「＝＼　　　 ／／フヽ
p6　　　　　　　 ＼こ4 5　　　　 ） 。。

第66図　第5号掘立柱建物跡実測図
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遺物出藍状況　土師器片9点が埋土内から出土しているが撃いずれも破片で図示できるものはなかった。

所農　本跡は第2の3e4号掘立柱建物跡と重複し芦桁行方向がほぼ同じであることから，建て替えの可能性

が考えられるが，他と比べて柱穴の規模が小さくやや様相が異なる○時期はタ出土土器から針掛妃複葉と思わ

れる、、．

第　号撼童櫨建物跡　第鮮図）

位置　調査区域の中央乳　C2j8区。東側に隣接して第7号掘立柱建物跡がある。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の東西棟の側柱建物跡である○規模は桁行5調m，梁行5。20m滴積は26。21感

である。桁行方向は，N…820－Eである。柱間寸法は，桁机。48～2．08m，梁行2瀾～2．85mである。P5

とP用は　中央からやや北側に位置する。

櫨究　柱穴は10か所でタ　P184～7010が径22～30cmの不整円形で，深さ8～38cmである。P2ゆ3888

9は長径30～40cm，短径26～29cmの不整楕円私　深さ18～37cmである。

．上2。8m

第酢図　第6号掘立柱建物跡実測図

－75－
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啓豊　柱痕あるいは柱抜き取単軌軋　確認できなかった。幾土は学　ロームを含んだ黒色土や黒褐色土である。

粘性の締まりとも普通で努　強く突き固めた形跡はない。

土層解説

l　黒　　　色　「1－∴ブIJ・・ノン少量

2　黒　褐　色　口料∵ムブロック少量

3　隻を　　　色　ロームブロック少選

4　暗　褐　色　ロームブロック中最

遠磯出藍状況　土師器片4点が出土しているが　図示で　る　のはなかった。

所鳳　桂穴は，調査区域北部の第2の3ゆ4号掘立柱建物跡と比べて小ぶりである。東側に第7号掘立柱建物

跡が位置するが撃　規模や構造などで共通する点は少ない。時期は　出土土器から　世紀後柔から摘世紀前葉と

思われる。

第　号擁立櫨建物跡　第柑固）

位置　調査区域の中央乳　Bm　区。西側に隣接して第　号掘立柱建物跡が位置する。

、・・、－　　　7　　－　・′　　・′　　′・′・′・・シ・・′－　′・・′　′　・・1・　′′－

．・′．．′，．、　　　　　t‾∴　　　、．、‥′　　′　　　　　　′′　・　　　　　　　　ハ、

規則的に配置されている、

♂㌘誓鞠‰
恩 紆笥 ～

Pい
単 1り

第関図　第　号掘立柱建物跡実測図
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柱穴　柱穴は11か所で，Pl・4・5・10が長径40－60cm，短径28～30cmの不整楕円形，深さ28～45cmである。

P2・3・6～9・11は径30～48cmの不整円形，深さ28～47cmである。

覆土　柱痕あるいは柱抜き取り痕は確認できなかった。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック多量，締まりあり

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック中量，焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土ブロック少量

ロームブロック中量，焼土ブロック少呈，締まりあり

ロームブロック・焼土ブロック微量

ローム粒子中義，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片22点が埋土内から出土しているが，いずれも破片で図示できるものはなかった。

所見　西側に第6号掘立柱建物跡が位置しているが，規模や構造などで共通する点は少ない。時期は，出土土

器から10世紀前葉と思われる。

第8号掘立柱建物跡（第69図）

位置　調査区域の中央部，C2g6区。東側に隣接して第1号溝が南北に走る。

重複関係　北東部を第24号住居に掘り込まれている。

第69図　第8号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造　桁行2関学梁行2間の東西棟の側柱建物跡である。規模は桁稲。鍼m㍉数行軋㈹m言蕗積は祝言感

である。桁行方向はタ　N－900－Eである。柱間寸法は桁行2．26～2．粥m　梁行。摘～。般mで　柱穴はほぼ

規則的に配置され，柱穴はおおむね芯々を適っている。

櫨究　柱穴はPl～8でタ　P9～1ほ位置と規模から補助柱穴と思われる。P　の　の　の　の　は長径閥

～温00cmタ短径64～77cmの不整楕円乳深さ30～航mである。P304は長軸86～96cm，短郎2～68cmの長方

乳深さ40～42cmである。P6は径76cmの不整円私深さ32cmである。P9～12は長径28～36cm　短径飢～

32cmの不整楕円乳　深さ9～73cmである。枝先はほぼ規則的に配置され，掘り方もしっかりしている。

尊皇　柱抜き取り痕は㌘3～5き7で確認されタ　第102層が相当する。その他の土層は芦埋土にあたる。

粘性は弱く，締まりも普通で，強く突き固められた形跡はない。柱の太さは，15cm前後と推定される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ロームプロ、ソク微結　拙作なし

ロームプロ、ソク少㌫　粘性・締まりなし

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック多量

遺物出立状況　土師器片お魚須恵器片軋蕉　土製支卿　点が幾士内から出土しているが，いずれも破片で図

示できるものはなかった．、－、

所見　時期は，出「上器から9世紀後葉と思われる，、、

第　号掘量櫨建物跡　第開園）

位置　調査区域の南部　D3m区。北側に第摘号掘立桂建物跡　東側に第摘ol e臓号掘立桂建物跡が位置

する。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の商北棟の側桂建物跡である。規模は桁行5調mタ梁行3。48mタ面積は17。54感

である。桁行方向は　N…蟻0－Wである。柱間寸法は桁行来寝～上関m，梁行信礪～五郎mで「柱穴はほぼ

規則的に配置され，柱筋はおおむね芯々を適っている，、・、

櫨究　桂穴は9か所で，南部のP4とP5の間では検出できなかった。Pl◎3e4ゆ7～9は義郎6～76cmタ

短軸47～68cmの長方私深さ25～68cmで掘り方はしっかりしている。P2の5・6は一辺60～68cmの方形で，

深さ19、37cmである。

尊堂　柱抜き取り痕は㌘2ゆ三「中5e8で確認され芦第1層が相当し，粘性や締まりはない。その他の士層は，

埋土にあたる。粘性の締まりとも弱く　強　襲　固められた形跡はない。柱の太さは，鋼cm前後と推定される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームプロ・ソク中量．粘性・締まりなし

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，焼土粒子少量，粘性6締まりなし

ロームブロック中量

遺物出立状況　土師器片16息　須恵器片3点が埋土内から出土しているが，いずれも破片で図示できるものは

なかった。

所凰　北側に隣接して第14号掘立柱建物臥東側に隣接して第10。11e13号掘立柱建物跡が位置する。第100

13号掘立柱建物跡の時期は9世紀中葉，第He摘号掘立柱建物跡は出土遺物がなく時期不明とした。本跡の時

期は，廿日二上器から判断してt）世紀後葉と思われる、、．
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第70図　第9号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　　i　　　！

第10号掘立柱建物跡（第71図）

位置　調査区域の南部，D3g3区。西側に隣接して第14号掘立柱建物跡，南側に隣接して第9・11・13号掘

立柱建物跡が位置する。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の東西棟の側柱建物跡で，東側に庇を持つ。規模は桁行6・06m，梁行3．76m，

面積22・79Idである。庇の出は，1・12mである。桁行方向は，N－820－Eである。身舎の柱間寸法は，桁行2．00

～2・10m，梁行1・82～2・02mで，ほぼ規則的に配置され・柱筋はおおむね芯々を通っている。庇の柱間寸法

は，1．72～1．84mである。

柱穴　柱穴は13か所で，身合の柱穴はPl～10，庇の柱穴はPll～13であるo Pl・4・6・7は長径110～

122cm・短径92－102cmの不整楕円形，深さ48～67cmであるoP3・5・8・10は長軸106～130cm，短軸80－96cm

の長方形，深さ45～54cmである。P2は径72cmの不整円形，深さ46cmである。P9は一辺84cmの方形，深さ58cm

である0身合の柱穴は，いずれも深く掘り方がしっかりしているo P11－13は径30～38cmの円形，深さは28～

43cmである。庇の柱穴は，身舎の柱穴より小さく浅い。
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覆土　柱抜き取り痕はP2－5，6・9・10で確認され，第1層が相当し，粘性・締まりとも弱い。その他

の土層は，埋土にあたる。粘性・締まりとも弱く，強く突き固められた形跡はない。柱の太さは，20cm前後と

推定される。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量，粘性・締まりなし
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性・締まりあり

7　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりなし

第71回　第10号掘立柱建物跡実測図

－80－
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′　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

層からタ　㌘臓の土師器塚は埋土中から出土して折る。

′　′　　　　　　　　　　　　　　、　・・、一　　　　　　　′′　　　　　　　′

物跡は　出土土器から　世紀中葉の　のと考えられ　本捗と同時期に存在した可能性が高い。

第潤図　第摘号掘立櫨建物跡出土遺物実測図

′　′　　　　　′　′′　　　　　　　　′

番可種別i器種桓径i器高i底径　胎　士
色　調　焼　成　　手　　　　　法　　出土位置　備考

吠亜　普通　底部回虹へラ削り　　　　　日　航冊可酎摘「隼　「「音軒滝澤訂嘉
璧力攣攣車猟料「「丁蒜音「議丁姦高遠灰　　普通　底部回転へラ別　種高台貼　郁　埋土中　　PL器

窮臓考掘童櫨建物跡　第開脚）

位置　調査区域の南部　難航締。北側に隣接して第摘普掘立桂建物跡　南側に隣接して第思考掘立櫨建物

跡が位置する。

・．　　ノ　　　　　　ノ　　　　　′　′　・・′　　　　　　　　J　　　　　／　／　　′′

んでいる＿・

ノ　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′

・　　　　　　　　′　　′　′、′　　　　　　　　　　′ノ　　　　　　　　　　′　　　　　、＼　　．′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′

′　　　　　　′　　　　′　　′　′　　　　　　　　　　　′

′・　　　　　　′　　　′　　．　ノ、、′、、　　　ノ　′　　　　　　　′　　　ニ

′　　／・＼1㌦．ソ．∴　：　　　　　　　　　．

の方形，深さ工jmlである∴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　　　　－！　ノ　ー　ノ　ノ　　　　　　　　′′　　　　′．　　　、

ノ　　　′　　　　　′′　　　　　　；ニ　∴′　′　ノ′　　　　　　　　　　　ノ　　　　′

（まなし、

土層解説

温　極暗褐色　ロームブロック少還

2　窯　褐　色　ロームブロック多量

3　黒　褐　色　ロームブロック多量

4　黒　褐　色　ロームブロック多量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク多量

（う　掲　　　色　ロームブrJ、ソク多量

′　ノ　：・・　　′　　　　　′　　′　　・′　ニ　ノ　　　　　ノノ・′　ノ

上している、

新風　時期は　出土土器から　世紀中辛と思われる。北側に隣接する勘考掘立桂建物跡の時期は9摘中葉

ノ　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　′
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A24．6m

第73回　第13号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第13号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第73図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿⊥－1

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　法出土位置備考

129須恵器杯14．54．27．3長石・石英灰自普通底部回転へ調川　体部下端手持ちへラ紳）P3底面PL28

－82－



義5　奈良◎平安時代掘立柱建物跡一覧表

番　 号 位 置
桁 ×梁

（間）

規　　　 模

（m ）
桁行方向

構　　　　　　　　　　 造 柱　　　　 穴　 （cm ）

出　 土 遺　 物

備考

新旧関係

（旧→新）
桁行柱間亙 ）

梁行飾 m 車 積頒
構造 平　 面　 形 長径虜榔 室纏 庵鄭 深　 さ

1 B 2 d5 3 × 2 5．24　×　3 ．48 N …汀㌧ W 1 ．52～ 1．95
1 ・6… ・中 脳

側柱 長方鋸的私柵 60～80　 38～80 15′～52 土醐路用息　 離指 摘

2 B 2 b6 4 × 2 6 ．78　×　4 ．34 N －646 …E 1 ．95～2 ．13 2．05～2 ．25 29．43 側柱 離 乳欄 ．長方形
72～7車 ～80

2（ラ～55 士瞞 貼 喪、庸 器片2蕉 掛澗持巨碩→SH

3 B 2 b 5 3 × 2 4 ．74　×　 3 ．72 N －720 －E
1 ・44 ～1 可 1・85～ 1・90

17．63 側柱 円形譲方私方形 68～ユ掴 58 ～72 29～57 土師器細 魚 須恵器片1点 SE」，賂車瀦紅朝一2

4 B 2 b 6 2 × 2

1

4 ．82　×　 4．32 N －700… E 2．30～ 2 ．56 1．90～ 2．42 2私 82 側柱 離 乳長方玖旛 70～ 108 60～ 90 29～ 50 土摘 柚 息 須恵器片6点 胡 項数 狛 現侶

5 B 2 a7
さ

3 × 2 6．72　×　 5．10 N …660 … E 1．78～ 2．28 2 ．30～2 ．78 34 ．27 側柱 楕 円玖 円形 50～ 60 40～ 48 19～ 60 土師器片 9 点 本跡→S「㌫封し147

6 C 2 j8 3 × 2 5．糾　 ×　5 ．20 N …820 － E 1．48～2 ．08
2 ・40～2 ・8車 6 ・21

側杖 楕円形，円形 30～40 22～ 29　 8 ～38 土師器片 4 点

7 B 2 jO 3 × 2 4 ．16　×　3 ．24 N －180 －W 1 ．32～ 1．44 1 ．48 ～1 ．74 13．48 側柱 楕円私 円形 40～60　 28～30 28～47 土師器片 22点

8 C 2 g 6 2 × 2 5 ．24　×　4 ．60 N －900 －E 2 ．26 ～2 ．96 2．14～ 2 ．42 24 ．10 側柱 楕円私撒 ，長方形
76～ 10車 2～77

30 ～47 土転断 25息須溺腑は抽瞑 本跡→S「 24

9 D 3 il 3 × 2 5 ．04　×　 3．48 N －160 －W 1．62～ノ1 ．76 1．66～ 1．80 17 ．54 側柱 長方私 方形 56～ 76 47～68 19～ 68 土師器紬 息 須恵駅 路

10 D 3 g3 3 × 2 6．06　×　 3．76 N －820－ E 2．00～ 2．10 1．82～2 ．02 22 ．79 側柱 舶徽柵粛形調 72～ 130 72～ 102 45～ 67 土摘 片融 ，須恵器片2点

13 D 3 j4 （2 × 2 ）（4．78）×　4 ．28 LN －86。－E 」 1．98～ノ2．00 ご．15 不明 側柱 楕欄 ，長方私方形 78～ 128 70～86　 37～ 50 土師器片2息 須恵器片1点 S D 」→本跡

（31十坑

1‾八∴　∴∴ニ　′！　‥！‘一

億置　調査区域の中央部，C3机区。

規模と形状　勧・30mほどの不整閏私深さ的孤である。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。当調査区域内では芦　比較的大形の土坑である。

穫豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから撃　自然堆積と考えられる。

土層解説

1窯　褐　色　廃土粒子中鼠　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量ク　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土粒子微量

遺物出藍状況　土師器片6点が出土している。第74回P154の土師器聾は，中央部の底面から出土している。

所凰　時期は　出土土器から用世紀前葉と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

・∴＿　＿　　二　二＿－∴∴

第開園　第　号土坑魯出土遺物実測図
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．　．　ノ　　　ー、雛∴′、　∴

那千料 別 極目可口 径極 高 底 可　 胎　 士 色 調！焼 成「 寺＋ ． つ〔 通 士位置 備考

蟻　 土師器　 棄 ！　 恒摘 摘・5　長石碩英。雲母 にぷい構i普通 ！体部下端横方向の手持ちへラ錮 巨服部底面

∴′二二　．．こ′′′十′′

位置　調査区域の北部．I32ぐ7区

∴ノこ′　三、・、ト－、「′　ノ′　　∴・！：i．・；、∴ごくノノ言　∴．－こご、‾、．′．　言．′′－：ハ　＼、　′∵：了′’．、

外傾して立ち上がる一正面は、伸しである、一

帯豊　3層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説

l　黒　褐　色　U－ムブし上′ク中量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

‥　　　　　　　　　ノ　　　　′ノ　　　　　　　′′′　　ノ′　’／′　－了′　′一　　　′

．∴、－　　　　　　　′ノ．．，′　．、′　′－　′′

㌦′ニこ．

第開園　第　号圭坑実測図

』　　　ダ

2m

l　＿‥　　‥　　＿i

第柑考量坑　第開園）

位置　調査区域の北部タ　B2g4区。

重複関係　東部を南北に走る第　号溝に掘　込まれている。

規模と形状　東部が第　号溝に掘　込まれているためタ確認できた長軸205m　短軸0蟻mで長方形　推定さ

れ　深さは粥cmである。長軸方向は　N…鵬○…Eと推定される。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面

は平坦である。

第開園　第10号士坑実測図

－84－

珊㌔プ 0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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′三　　　・．′′、ノ′二．・′　／′、　′ノ　′‾、一一、・′　　フ′′　　　′　ノ‘ィ　′：．、一・ノブ　ご′

土層角報見

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　窯　褐　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

遣物出量状況　土師器片20息須恵器片2点が出土しているがタ　いずれも破片で図示できるものはなかった。

所見　時期は．川上上器からt）世紀中葉と思われる、一、．

三∴　∴　′　　∴　′　く

位置　調査区域の北部．I－32ビ0区、＿、．

重複関係　第11号口元の東部を握り込んでいる，、．

「、ノ亡・三一　二一′、一・一：′’、　‥・一一　1・′ノ、′∴三　二　ノご′、、・；∴・、一所ノ声’一一工、、、　し、‾臣言　－・′よ、

緩やかに外傾して立ち上がる㍉　底面は平川である、一

覆豊　2層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

∴左一一　　‥　　－・帽′　．　工・ノ．　－　∴　・　・′∴′′、、；・．∴・・こ　、て′　　′：．′∴′．、、．、′ノ′　ノ／

所見　時期は，出目二器から！日日守山鉦葉と思われる＿

第開園　第1号士坑実測図

／／▼（十

＼＼＼／／了も1′
′′一l

0　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　室

第臓考量坑　第開園）

位置　調査区域の北部，B2e8区＿、

Jノ、三ミ√∵三二ノ、言・鮎　－い・、：川畑＼工、この上ノ∫ら　汗∵二　∫′・ニ′仁ノら　、両′ノ・・．一人　＼：二　、、・、言読　中1

緩やかに外傾して立ち上がる　底面は平川である、、

覆蓋　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性を締まりあり

遣物出蓋状況　土師器片2息　須恵器片主点が出土しているがタ　図示できるものはなかった。

所凰　時期は，出土土器から9世紀後柔と思われる。
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第開閉　第蟻号士坑実測図

㌔プ

0　　　　　　　　2m

－＿＿＿＿…＿∴　…＿　－i

第膵尊堂坑（第79図）

位置　調査区域の北部，B2e9区、、

確認状況　東側が調査区域外になっている。、

規模と形状　東側が調査区城外になっているためタ　確認できた長径2。46m，短径1．62mの不整楕円形と推定さ

れ　深さ摘紋mである。長径方向はタ　N一路0－Eである。壁は学　外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

啓豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出蓋状況　土師器片3点が出土しているが，いずれも破片で図示できるものはなかった。

所見　時期は，出トト器から9世紀中葉と思われる、・、・

／　　凰24伽

竿㍉
0 2m

「　＿…＿……∴‥　　一

第澗図　第膵号土坑実測図

第23号豊坑（第80図）

位置　調査区域の北部、B2g9区。

重複関係　第22号士坑の南東部を掘り込んでいる。

規模と形状　径1。21mほどの不整円形　深さ用cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。．
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れていることから人為堆積の可能性が高い

土層解説

1極暗褐色　ロームブロック少鼠　廃土小ブロック微量

遺物出立状況　土師器尉3息須恵器片6点が出土しているがタもザれも破片で図示できるものはなかった。

所凰　時期は学　出土土器から9世紀前葉と思われる。

凰24．8m

⑥絡∵
、∴ふJ　∴ノユノノ　∴　ノ、いく

‥こ「‾∴‾l　∴∴j一

9　　　　　　　　　　　　　　2悶
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㌧；′ノ十　　　　守、′、十・．上

位置　調査区域の中央部　D3机区。

規模と形状　径0mほどの不整閏私深さ軌mである。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。

尊堂　層からなる。レンズ状に堆積していることから芦　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

ロームプロ、ソク・炭化粒J’－微量

ローム粒子多量，焼土粒子微量，粘性あり

ロームプロ、ソク・炭化粒J’－少量

炭化粒子少鼠　ロームブロック微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出豊状況　土師器片娠蕉　須恵器片　点が出土しているがタいずれも破片で図示できるものはなかった。

新風　時期は，出土土器から9世紀前葉と思われる。

牟〆
第8図　第錮号圭坑実測図
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位置　調査区域の北部，B2ビ3区、、

規模と形状　長径1の34mタ　短径0。78mの不整楕円私　深さ58cmである。長径方向は，N∴罰ヂ∴Wである。壁

は芦　外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆豊　7層からなる。ロームブロックや焼士粒子夕　炭化物などを含んでいることから9　人為堆積の可能性が高

い、、

土層解説

1窯　褐　色　ロームブロック多鼠　焼土ブロックの炭化粒子微鼠　粘性なしプ　締まりあり

2　極暗褐色　ロームブロック多量，炭化物微量，粘性あり

3　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック多鼠　焼土ブロックの炭化粒子微鼠　粘性なし

4　黒　褐　色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量夕　焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック多量普　焼土粒子少量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック多量

遺物出藍状況　土師器片は点芦　須恵器杵2点が出土しているが9　いずれも破片で図示できるものはなかった。

所凰　時期はタ　出土土器から　世紀前葉と思われる。

第82閑　第43号士坑実測図

墜

㌔㌔
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　よ

第58考量坑（第83回）

位置　調査区域の北部，B2こ17区、・

重複関係　第7引付l現亦の北東部を掘り込んでいる、、

規模と形状　長径。m　短径湖mの不整楕円形言深さ摘服である。長径方向は∴酢一ば－Eである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

穫豊　5層からなる。焼士粒子や炭化物を含み，各層がブロック状に堆積していることから，人為堆積と考え

られる．、．

土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子の炭化物少量，ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子。焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　ロームブロックの焼士粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遣物出藍状況　土師器片12点が出土している。第83回P156の土師器椀は9　中央部の底面から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器から用世紀前葉と思われる。
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第83図　第58号土坑・出土遺物実測図

第58号土坑出土遺物観察表（第83図）

156

＼」＿／

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿　」　－j

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿⊥－＿＿！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成 手　　　　　　　 法 出土位置備考

156土師器椀 －（3』）7．6長石・雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通内面へラ磨き 中央部底面

第64号土坑（第84図）

位置　調査区域の北部，B2h9区。

規模と形状　長径0・69m，短径0・55mの不整楕円形，深さ74cmである。長軸方向は，N－720－Eである。壁

は，直立する。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片1点，須恵器片2点が出土しているが，いずれも破片で図示できるものはなかった。

所見　時期は，出土土器から8世紀後葉と思われる。

（か　申

告（∈≫／

＼

第84図　第64号土坑実測図

二‾‾二一
0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿⊥－！

第67号土坑（第85図）

位置　調査区城の中央部東端，B3i2区。

確認状況　第26・68号土坑と南北方向に一直線上に並ぶように検出された。

規模と形状　長径1・37m，短径0・72mの不整楕円形，深さ20cmである。長径方向は，N－210－Wである。壁

は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。
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土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒√・焼‖∵つ’・微量　粘性・締まりなし

ご　黒　褐　色　ロームブLJ、ソケ・尉ヒ物少量つ出′主・締まりなし

：1黒　褐　色　しブームブt．「′ク・鳩目∵′守′＿帖I∴　粘性・締ま；）なし

4　暗　褐　色　ロームプロッタ中量

う　黒　祖　色　ロー！、ブし7、ソク中量

：　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　′　　　　　、J・．　ノ　　　　．

．　′　　　　　　′　　　　　　　・・ノ

′′′　　　　ノ

塵産「肇
盛　　　　　　観篭転甑』♂伽輸

窮貼図　第紺号丑坑実測図

の　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　室

第鍼考量蟻　第糀固）

位置　調査区域の北部タ　B2購区。

－　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　′　　　　　　′

′′′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　′

は，外傾して立ち上がる、∴底面は平川である∴
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土層解説

1黒　　　色　しトームブU、ソク・机i∴　焼上プロ・ソク少量∴1出′上・締まりあり

2　褐　　　色　ロームブロック多量
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第臓考量痍　第鮮囲う

健置　調査区域の南部　琵3摘区。

親機藍形状　径潤mほどの不整閏形　深さ錮mである。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は　平坦

であるが　中盤部に饉渕撒　深さ溝だmほどの閤形を里する掘首込みが検出された。

尊皇　3層からなる。闇一義プ闇ツタなどを含み　不自然な堆積状況から鬼為堆積と考えられる。

土層解説

且　窯　褐　色　ローム粒子微量

望　暗　褐　色　ロームプロッタ少還

3　灰　褐　色　ロームプロッタの粘土粒子少選

′

所凰　時期は　出土土器から　世紀前葉と思われる。

㊨　　i

′

篭『繹㍍
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の　　　　　　　　　　　　　　2獅』室

第帽考量琉　第鵬園）

位置　調査区域の北部撃　蟄宴だ3区。

確認状況　住居跡として調査したが汐床や炉あ竃などが検出されず土塊とした。

′

して立ち上がる。底面は平坦である。

′　　　　：

土層解説

鼠　窯　褐　色　ローム路子微還学　締まりあり

ご　黒　田　色　LJ－∵∴粒子少量

3暗褐色ローム粒予少還

遺物出藍状況　土師器片鑑査が出土して折る。第瞞園㌘蟻　8蟻の土師器軌　㌘蟻の土師器椀は学齢ずれも

複層lから出上している＿
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第88図　第162号土坑・出土遺物実測図

第162号土坑出土遺物観察表（第88図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿」－　i

「；千三千‾

10cm

L＿＿＿⊥－＿＿［

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　上色　調焼　成手　　　　　　　 法出土位置備考

157土師器杯11．5 3．3 7．8雲母・赤色粒子橙普通底部外面に粘ニーI二貼り付け 覆土中PL28

158土師器杯－（2．2）6．6紆石英・雲母・赤色桂子橙普通底部外面に粘土貼り付け 覆土中

159土師　器椀［13．4］5．8［7．0］長石・赤色粒子橙普通高台はハの字状に開く 覆土中PL28

第165号土坑（第89図）

位置　調査区域の南部，E3a2区。

規模と形状　長径3・95m，短径2・07mの不整楕円形，深さ48cmである。当調査区城内では，大形の土坑である。

長径方向は，N－600－Eである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は，一部に凹凸がある。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微意

遺物出土状況　土師器片268点，須恵器片107点，不明土製品1点，鉄津3点が北部及び東西の壁際を中心に出

土している0当調査区城内の土坑では，出土遺物が多かった。第90図P160の土師器杯は東部の底面から，P

163の土師器皿は北部壁際の覆土下層から出土した。P169の須恵器高台付杯は西部の底面から出土したものが

接合した。P162の土師器杯と第91図P167の須恵器杯は東部壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。第90

－92－



図P162－164の土師器杯はいずれも墨書土器である。P161の土師器呪第91図P166の須恵器杯は東部の，第

90図P164の土師器皿，P165の土師器嚢，第91図P168の須恵器杯は西部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から9世紀前葉と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿⊥－i

第89図　第165号土坑実測図

第90回　第165号土坑出土遺物実測図（1）
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第91図　第165号土坑出土遺物実測図（2）

第165号土坑出土遺物観察表（第90・91図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成 手　　　　　　　 法 出土位置備考

160土師器杯［12諸］4．2 6．4長石・雲母・赤色粒子にぷい橙普通底部回転へラ削り　内面へラ磨き東部壁際底面

161土師器杯［13．2］4，4 6．2長石・雲母・赤色粒子橙 普通底部一一方向の手持ちへラ紳）内面へラ磨き東部覆土中層

162土師器杯 （1．4）8．0貼・石英・雲母・赤組子にぷい橙普通内面へラ磨き　体部外面に墨書「由」か東部壁際覆土下層PL27

163土師器皿［13．8］3．3 ［7．4］長石・石英・雲母・赤色桂子にぷい橙普通体部外面に墨書2か所「舌」北部壁際覆土下層PL28

164土師　器皿 13．4（1．6）－長石・雲母にぷい黄橙普通体部に墨書2か所「乱　船に墨書「壬万」西部覆土中層PL27

165土師　器牽 15．0 18．1［6．6］長石・石英・雲母凍色拉子橙 普通口緑舶外上方につ拍Ⅲ体紆欄横方向のヘラ附西部覆土中層PL28

166須恵器杯 13．5 4．5 7．0長石・石英灰自普通舶回転へラ削り　体部下端手持ちへラ削り東部覆土中層PL28

167須恵器杯［13．4］4．4 7．8長石 灰 普通底部回転へラ削り 東部壁際覆土下層缶

168須恵器杯 －（3．0）6．4長石 にぷい橙普通底部回転へラ紳）体部下端手持ちへラ削り西部覆土中層

169須恵器高台付杯15．6 6．3 7．4長石・石英・雲母黄灰良好底部回転へラ削り後，高台貼り付け西部底面PL28

第166号土坑（第92図）

位置　調査区域の南部の東端，E3f3区。

確認状況　東部が撹乱により壊されており，正確な規模は不明である。

規模と形状　長軸5．02m，確認できた短軸4．0mの長方形と推定され，深さ10cmで，当調査区域内では大形の

土坑である。長軸方向は，N－39。－Eである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。南

部で長さ3．8m，幅0．7－0．9m，深さ22cmほどの掘り込みが検出されたが，性格等は不明である。

覆土　単一層である。遺存状態が悪く，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・白色粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片40点，須恵器片7点が出土しているが，いずれも破片で図示できるものはなかった。

所見　時期は，出土土器から9世紀前葉と思われる。
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第92図　第摘号士坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

＿　＿＿　∴l一二二二　＿〕

第帽考量琉（第93図）

位置　調査区域の北端，A2e4区、

確認状況　住居跡として調査を進めたが，床や炉跡などが検出されず士坑とした。

規模と形状　径3002mほどの不整円乳深さ28cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦で

ある。

援豊　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　窯　褐　色

4　黒　褐　色

遺物出土状況

所見　時期は．

ローム粒子の粘土粒子少量

ローム粒子e粘土粒子0砂粒少量，粘性あり

ローム粒子・粘土ブロック中鼠　砂粒少鼠　粘性あり

ロームブロック少量，粘性も締まりあり

土師器片3点が出土しているが，いずれも細片で図示できるものはなかった。

出主上器から＿10廿紀前葉と思われる、＿、

・一一一一一一A一一一951－1一一一一
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第消閑　第167号士坑実測図

、′、　㍉　　十定！一、．－rL．予．．：：弓。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－　　　　－

土 坑

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平 面 形

規　　　　　　　 模
l 壁 面

底　 面 覆　 土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備　　 考

新 旧 関 係

（旧 → 新 ）長径 潮 極 短径 潮 寮 壷 深 さ （C 扉

こ〕 C 3 b ユ 円　 形 2 ．バり 37 緩 斜 平 坦 自 然 土 師 器 片 6 点

7 B 2 C 7 N － 5 3 。… E 長 方 形 2 ．23　 X l ．7 3 3 j 外 傾 平 班 自 然 土 師 器 片 l扉 芙

i （ラ B 2 離 N l 綜 ㌧ E 脹 方舶 （2 ．56 ラ× 1 ．15 58 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 片 鋼 点　 須 恵 器 片 2 点 本 跡 → S 狂 」

1 3 B 2 e O N － 13 0 … W 長 方 形 2 ．34　 × 1 ．0 5 25 緩 斜 平 坦 自 然 土 師 器 片 4 点 ， 須 恵 器 片 1 点 S K ＝ → 事 跡

ユ5 B 2 e 8 N … 9 0 － W 長 方 形 1 ．4 5　 ×　 0 ．8 1 ユ3 平 坦 自 然 土 師 器 片 2 点 ク　須 恵 器 片 i

17 B 2 C 9 N … 15 ㌧ 戌 傭 円舶 2 ．4 6　 × 1 ．6 2 1 0 8 外 傾 自 然 土 師 器 片 3 点

2 3 B 2 g 9 円　 形 1 ．2 1 10 緩 斜 平 坦 人 為 土 師 器 机 3 点 ， 須 恵 器 片 6 点 S K づ 2 → 本 跡

2 9 D 3 b l 円　 形 2 ．0 4 0 緩 斜 平 坦 自 然 土 師 器 片 4 息　 須 恵 器 片 1 点

4 3 B 2 e 3 N － 3 9 0 … W 楕 円 形 1 ．3 4　 ×　 0 ．7 8 5 8 外 傾 平 坦 人 為 土 師 器 片 目 点 ， 須 恵 器 片 2 点

5 8 B 2 a 7 N … 4 8 0 － E 楕 円 形 L 附　 ×　 0 ．鋸 †イ 緩 斜 平 坦 人 為 融 鵜 紺 1 2 点 S I－ 7 → 本 跡

6 4 B 2 h 9 N － 7 2 0 － E 楕 円 形 0 ．6 9　 ×　 0 ．5 5 7 4 垂 直 平 坦 自 然 土 師 器 片 1 点 ， 須 恵 器 片 2 点

6 7 B 3 i 2 N － 2 1 。－ W 楕 円 形 1 ．3 7　 ×　 0 ．7 2 2 0 緩 斜 十 川 人 為 須 恵 器 片 3 点

8 8 B 2 h 6 N l ぱ ㌧ E 楕 円 形 1 pO 5　 ×　 0 ．5 8 4 0 外 傾 平 坦 人 為 須 恵 器 片 1 点

14 4′ E 3 i 2 「Tj　 形 2 ．2 ご 8 4 人 為 土 師 器 ノけ 2 2 点 ， 須 恵 器 片 3 点

16 2 B 2 C 3 円　 形 2 ．7 り 5 8 外 傾 平 坦 自 然 土 師 器 片 3 5 点

16 5 E 3 a 2 N … 6 0 0 － E 楕 円 形 3 ．9 5　 ×　 2 ．0 7 4 8 外 傾 凹 凸 自 然 土 師 署鋳 一2 6 8 点 ， 須 恵 器 机 0 7 鳥　 銃 淳 3 点

16 6 E 3 f 3 N － 3 9 0 … E 歳 方形］ 5 ．0 2　 ×　 4 ．0 0 摘 緩 斜 不 明 土 師 器 片 4 0 点 ， 須 恵 器 片 7 点

16 7 A 2 e 4 円　 形 3 ．0 2 2 8 援 斜 平 坦 自 然 土 師 器 片 3 点

1－1一一一1一つ）（「1一一ll一



拍　井夢路

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴　′　　　　　　　′

規模藍形状　長径潤m　短径の鍼mの楕閤形を墨する素掘　の井戸跡である○断面の形状は　上方は漏斗状

を皇し　下方に向かってすぼまる。深さは撃　滅mである。長径方向は　N－器0…Wである。

澤羞　調査途中で覆土が崩落したため撃　観察できなかった。

遺物出藍状況　土師器片凱夜が　出土して折る0第鍼囲㌘臓の土師器棒は　覆土中から出土して折る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

∴　　　　　　　　　／

期は　出土土器から　p隆妃複葉と思われる。

凰25伽　　　　　　　　　　　　腰

蒸器　羨濃
』』　　　　　　　　　』』

◎　　　　　　　　　　　　　慧澗

』　　　壷

′

′　　　　　　　　　′　　　　　　′　　　′

離十陸別極彿［1径器高底径　胎　土　色可嘉可　手　　　法　出土位置　備考
」聖良師可　杯鵬。中　の　赤醜予　恒減普通　体部欄手持ちへラ削　　穫土中　㌘L

′　　　　　′

ノ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　・・　′

一　′　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　′　′　′　′　一　　　　　′

‘′　　　　・　　三　　　　′ノ　　　　′．　　　　．　　　　・・′　　　　　　　　　．

′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′

二　　　　．′　′　′　　　　ご　　　　　　　　′　′　　　　一

一　　　　　　　　一　　　　ノ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

J　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　′　　／　　ノ　　　ー　　　一一　　　　　′／　′、、
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2の斎串，W3・4の不明木製品は底部付近の覆土中から出土している。

所見　本跡と第1・3号井戸跡は，調査区域の北西部から南東方向に一直線上に25mの間隔をもって並んでい

る0本跡及び第1号井戸跡は平安時代と考えられ，第3号井戸跡は出土遺物がなく時期不明である。本跡の時

期は，出土土器から9世紀複葉と思われる。

A25血　　　　　　　　旦

日日
0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　i

第95図　第2号井戸跡・出土遺物実測図
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第　号井炉跡地丑遺物観察表　第鈍囲う

番号　 種 別 極 種極 径i器 高i底 径i 胎　 土 i色 調！焼 成i 手　　　 法　 出二と位置　 備考

Ⅲ 須 恵 器庫 梱　 融 巨 の1　 両 長石8石英　 極　 普通　 部纏 へラ削 後声高油 細 舶賎 房雄 PL邦

摘 恒 器 羽 釜　　 恒 、ラ　　　　　　　 墾 」 雛 的 摘 ナデ　　　 舶髄 覆土… L猶

番号　 器　饉
彊 ～ 幅 盲；ぢ厚 還 g）胎土 き色調　 特　　 徴　 出土位置 備考

野 9 i置 き竃 ぼ 扇　 融もお　 鉦 小 数 再 石さ石狛 ぷ欄 鹿部は凱 字形 射 部上部に鞘 南 極 料 扁

番号

器 裡 長 芸 幅 溺摩 還 g ラi材　 質　 特　　 徴　 出 土 位 置 備考

W l
糸　 巻 恒 7可　 401　 295 日 63 ぁア　 マツ　　 庫 かま…雷三彩 2痛の鵬 から細 こ向かって削りこみ 穫土中　 ㌘‡J31

W ご
斎　 串 恒 の裏 目 の7　 44　 日 g扇 スギ　　 恒 か所に切 込み痕　　　 覆土中　 ㌘撒

W J 触 お 目 凍　 目 せ封　 ぼ 鋸　 広葉樹　　 外商に か所加工痕　　　　　 穫土中

W II 欄 木製品　 再 を3日 は e5） 圧 7日 仕 釦 極 業樹　 i 滴 に か所加工痕　　　　 覆土中

第　考井評妙　第弼囲）

位置　調査区域の中央部撃　C窯摘区。西側に第　号井戸跡が位置する。

規模藍形状　径あmほどの醗形を墨ずる素掘　の井戸跡である0断面の妙院は　上方でわずかに漏斗状に広
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　′

土層解説

1黒　褐　色　しトー∴ゾlJ∵！ン・焼ロイイ微量．締まりなし

2　黒　褐　色　ロームブロック秘儀

：j　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　粘性・締まりなし

・i　極暗視色　ロームブし「′ク中量

1　黒　田　色　し「！、粒J’．少：ll∴　締まりなし

6　窯　褐　色　ロームブロック少鼠　締まりなし

γ　黒　田　邑「トー∴ゾ主上∵ハ‖㍑　締まりなし

8　黒　陽　色　し二トムブtJ、・・ノク出し　粘性あり，締まりなし

9　黒　褐　色　ロームブロック少量　粘性あ娠　蹄ま　なし

川　黒　褐　色　U－ムブし卜・′ク微㍑　粘性あ：）．締まりなし

11褐　　　色l‾トー∴半lイ縮∴　附′主あ：）．締まりなし

12　黒　陽　色　U－ム半白′・・粘上ブU・ソ珂瑞つ出′描）上　締まりなし

1：1黒　視　色　ローム粒J’・・帖上プロ、ソク少量．粘性あ上　綿が）なし

l・l　黒　掲　色　情上プロ、、′ク少㌫　粘性あり．締まりなし

蟻　黒　褐　色　粘土プロッタ中量　粘性あ勘　蹄ま　なし

′　　　　′　　　　′　　　′　′　　　　　′

l…一・・一一つ）t「一…．



遺物出土状況　土師器片16点，須恵器片3点，覆土中層から径40cmほどの石が出土している。第97図P132の

土師器杯は中央部の覆土中層から，P134の土師器高杯，P135の土師器高杯は西部の底面から出土している。

P133の土師器椀は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から10世紀前葉と思われる。

、ふア

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿　　　i I

第97図　第4号井戸跡出土遺物実測図

第4号井戸跡出土遺物観察表（第97図）

二＿三ご：‥

＼「
－∠二二 ▼・．－・．一一一一．・
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／‾ －
／－～ －

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

1 32 土 師 器 杯 10 ．2 2 ．4 6 ．8 長石・石英・雲母・赤純 子 にぷい橙 普 通 底 部 回 転 へ ラ削 り 中央部覆土中層 P L 29

1 33 土 師 器 椀 － （2 ．6 ） ［7 ．6 ］ 雲母 ・赤色 粒子 にぷい橙 普 通 内面 へ ラ 磨 き 覆 土 中

13 4 土 師 器 高　 林
－ （8 ．1 ） 14 ，5 長石・石英・赤色粒子 にぷい赤褐 普 通 林部と脚部は別に成形　内外面に強いロクロ目 西 部底 面 P L 29

13 5 土 師 器 高　 林 － （7 ．8 ） 14 ．4 貼 ・摘 ・雲母・赤色桂子 にぷい橙 普 通 杯部と脚部は別に成形　 内外面に蜘 叩 タロ冒 西 部 底 面 P L 2 9

136 灰 粕 陶 器 長 頚 瓶 （2 ．5 ） 6 ．8 長 石 ・石 英 にぷい黄橙 普 通 底 部 切 り離 し後 ， 高 台 貼 り付 け 覆 土 中

第5号井戸跡（第98図）

位置　調査区域の中央部，C2h8区。東側に隣接して第4号井戸跡が位置する。

重複関係　上都全体が，第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　一辺1・28mはどの方形を呈する素掘りの井戸跡である。断面の形状は，上方は漏斗状を皇し，下

方は長径0・86，短径0・76mの円筒状を呈する。深さは1．78mである。

覆土　3層からなる。各層にロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土眉解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片4点，須恵器片1点が出土している。第98図P155の須恵器嚢は，覆土中から出土し

ている。

所見　当初は土坑として調査したが，掘り進めた結果，規模や形状から井戸跡とした。時期は，出土遺物から

9世紀中葉と思われる。

100－
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第　号井戸跡出土遺物観察羨　第弼囲う

兼学　奈良静平安時代井炉跡一覧表

杏 IJィ
長径 方 向　　　　　 規　　　　　　　 模

（捕 餉 汗 摘 形 長径×短酎 琵首用 宗さくm ） 壁　　　 面　　 声－I‥～　 二圭二　 遺　 物
備考

新旧際係 目性強縮

ユ B 2 b6　 Ⅳ…35㌧ W　 酎当形　 ユ678 ×ユ・54　　 ヨーあ85　 仕 部）漏斗状 （下部）P渦 状　 土師器片3 点
本路側SBト3 ぁ4

2
Å相 ！　　 円 形　　 ヰ路　　 も22　 上部 縮 状 序 部‖爛 状 胤 臓 腑 謝 ㈲ 招腑 紬 摘 射 幸

日 本勝魂消1

4 C 2 ほ　　　　　 〝貰　形　　　 湖　　　 か閥　 圧 部 漏斗状 を下部日 筒状　 二摘 器控融 ヲ須恵器杵3点，石摘

5 C 2 h 8　　　　　 方　 形　　 ′呈828　　 1078　 圧 部周 綿 状 ‖瀾 ‖服 献 上摘 恩 納 戌 言鵡 瀞 隋 戌 本跡ふ潜掛1

一つ01



（5）溝

第1号溝（第99図）

位置　調査区域の北部から南部，A2C2－E3C4区。調査区城内を北西から南東方向にほぼ直線的に延びる。

重複関係　北側・南側とも調査区域外に延びている。第13号住居跡の西部，第25号住居跡の中央部，第10号土

坑，第2号井戸跡，第5号井戸跡を掘り込んでいる。また，時期不明の第11号掘立柱建物跡及び第25号土坑に

掘り込まれている。

規模と形状　北側・南側とも調査区城外に延びているため，確認できた長さは163．5mで，上幅0．4～1．8m，

下幅0．1－0．3m，深さは24～44cmである。断面形はU字形である。E3C4区から北西（N－130－W）に直

線的に延びる。

覆土　A・B・C断面とも2層に分層される。いずれもレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えら

れる。

A断面土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

B断面土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

C断面土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ロームブロック微量，締まりなし

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片1，055点，須恵器片94点，上製支脚1点，土製羽口4点，土製紡錘車1点，鉄淳49点

が出土している。遺物は，遺構全体の各層から多量に出土している。第99図P138・140の土師器賓，第100図

P144の須恵器蓋，P146・148の須恵器賓，P147の鉢，第101図DP15の土製紡錘車はいずれも北部の覆土下

層から出土している。これ以外の遺物は，中央部から南部にかけての覆土中から出土している。

所見　本跡は，調査区城内をほぼ南北に直線的に走る。全体的に浅いが，北部が比較的深く，南部にいくほど

浅くなる。当遺跡周辺は微高地で，斜面に沿って直線的に構築されていることから，何らかを区画する溝の可

能性が高い。本跡は，出土土器から9世紀後葉には存在していたものと考えられる。

A25．。m　　　　　　旦

＼」♂
139

／一一／／／、－

風鈴

′／（＼、

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　‥　L　＿＿＿i

第99図　第1号溝・出土遺物実測図
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第100図　第1号溝出土遺物実測図
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第101図　第1号溝出土遺物実測図

第1号溝出土遺物観察表（第99～101図）

DP15　0　　　　　　　　　　　10cm

Li　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成手　　　　　　　法出土位置備考

138土師器小形整－（5．4）5．8長石・石英にぷい橙普通外面被酎二よる剥離のため成形不明　内面ナデ北部覆土下層

139土師器小形賓－（4，1）5．8長石・石英・赤色粒子にぷい橙普通内外面ナデ，底部木葉痕北部覆土下層PL29

140土師器聾－（4．3）8．0長石・石英にぷい橙普通底部一方向の手持ちへラ削り北部覆土下層

141土師器襲－（3．9）10．0長石・石英・雲母にぷい橙普通底部木葉痕 覆土中

142須恵器杯［14．0］4．5 7．6長石 黄灰普通底部回転へラ切り後，一一方向のヘラナデ覆土中PL29

143須恵器高台付杯［14．3］4．6 9．7長石 灰普通高台はハの字状に開く 覆土中

144須恵器蓋［17．5］4．2 －長石・石英灰黄褐普通口緑端部は真下に垂下 北部層土下層PL29

145須恵器蓋［15．1］2．8 －長石・石英・雲母灰自普通口緑内部に短いかえり 覆土中PL29

146須恵器聾［30．4］（7．9）－長石・石英灰白普通休部内面に輪積み痕 北部覆土下層PL28

147須恵器鉢［15．3］（12．3）－長石 灰普通外面に7本単位の舶状工具による波状文と横走文北部覆土下層PL29

148須恵器莞－（7．1）［13．6］長石・雲母褐灰普通外面に同心円状の叩き 北部覆土下層

149須恵器横　瓶－（5．7）－長石・石英灰普通外面に同心円状のカキ目覆土中

番号種　別器　種口　径器　高底　径特　　　　　　　徴胎　　土色　調焼　成出土位置備考

TPlO須恵器杯－（3，3）－外面にヘラ記号 長石 褐灰普通覆土中

番号器　種
計　　　測　　　値

胎　土・色　調 特　　　　　　　　 徴 出土位置備考
径長　　さ重量（g）

DPlO支　　脚6．8（15．2）（512．5）長石・石英　にぷい橙外面被熱による剥離 覆土中PL32

番号
計　　　　測　　　　値

胎土・色調 特　　　　　　　　 徴 出土位置備考
径長　　さ孔　　径重量（g）

DPll羽　　口（5．8）（9．6）4．2（267．3）長石　にぷい橙先端部灰褐色に変化 覆土中PL32

DP12羽　　口6．2（8，3）4．2（204．4）長石　にぷい橙先端部灰褐色に変化 覆土中PL32

DP13羽　　目（7．4）（10．1）3．3（210．5）長石・石英　明赤禍外面ナデ 覆土中

DP14羽　　口（4．8）（4．9）（2，0）（41．2）長石・石英　黄橙先端部はガラス質で灰褐色に変化覆土中

番号器　種
計　　　　測　　　　値

胎土・色調 特　　　　　　　　 徴 出土位置備考
径厚　　さ孔　　径重量（g）

DP15紡錘車5．5 3．3 1．0 99．0長石　橙断面は丸みを持つ逆台形状 北部覆土下層PL31
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4　時期不明の遺構と遺物

当調査区域内の遺構はタ耕作による削平によって遺存状態がよくない。また時期を確定できる遺物が出土し

ていないため芦時期不明の遺構は，竪穴住居跡3軋掘立柱建物跡3棟タ士坑13曝井戸酎乳溝3条あ

る。そのうち士坑についてはタ特徴のあるものや遺存状態の良好なものについて解説し，それ以外は平面図と

土層図及び一覧表を掲載する。

柄　竪穴住居跡

第期常住腰掛　第描画）

位置　調査区域の南部，り2g8区。

重複関係南部が第鵬住居跡に掘り込まれ芦西部が調査区域外となっていることから，遺構全体は検出でき

なかった＿

規模と形状西部が調査区域夕眩なっていることからタ確認できた長軌軸短軌の盤mで平面形は不明

である。義孝踊向はタN…810～Eである0上部は別学されてお酌壁高は　～3cmで緩やかに外傾して立

ち上がる、、

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

穫羞　層からなる0非常に薄ら自然堆積かÅ為堆積かは不明である。

土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック多量ラ粘性あり

2　灰　褐　色　ロームブロック多乳粘性あり

3　黒　褐　色　ローム粒子多鼠粘性璃帝まりあ湧

言を　′言　　言ノ、・′・／′ノ、・∴／ニ′ノ・、二・・、つ′，、、′言　ノ′・・

新風　電撃桂穴などは検出されなかった0時期は蔓判断できる遺物がなく不明である。

第柑図　第30号住居跡実測図

膿25伽
1　　　　2　　　　3

0　　　　　　　　　　　　2m

．1111－1－　111－－一一11　…－＿
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位置　調査区城の南部撃　り2h8区。

重複関係　第30号住居跡の南部を掘り込んでいる○また芦西部が調査区域夕眩なっているためタ遺構全体は検

出できなかった、、、

規模と形状　西部が調査区域外となっていることから　長軸の鵬m　確認で　た短軸・欝mで　平面形は不明

である。長躯方向は　N…　0－Wである。上部は削平されてお娠壁高は　～8cmで　緩やかに外傾して立

ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分は検出されなかった。

穫羞　単一層である。非常に薄も　自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒「中量　ロームブl」・ソケ少量

遺物出藍状況　土師器片5息須恵器片1点が出土しているが撃　いずれも細片で図示できなかった。

所鳳　雛号住居跡同様　覆土が非常に薄い。竃　桂穴などは検出されなかった。時期は　判断で　る遺物が

なく不明である。

第相国　第購号住居跡実測図

’・）年

過25伽1 S130－

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　：．二∴－　　　∴1

第蠣考住居跡（第104囲）

位置　調査区域の南部　E3儲区。

規模と形状　長軸3。94m，短軸3湖mの方形である。主軸方向蛛∴酢弓で…Eである。上部は削平されてお

り，壁高は2～5cmで，緩やかに外傾して立ち上がる。

床　平坦である。踏み固められた部分はタ検出されなかった。南西部で焼土塊が少量検出されているが，性格

等ほ不明である。

貯蔵宍　南西コーナー部に付設され，長径68cmテ短径56cmの不整楕円形で，深さ30cm9断面形はU字形である。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠　ロームブロック・焼士粒子微量，粘性あり

2　極暗褐色　ロームブロック少量
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覆土　単一層である。非常に薄く，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりなし

遺物出土状況　土師器片3点が出土している0第104図P122の土師器嚢は，西部の床面から出土している。

所見　土師器の嚢が出土しているが，底部から休部にかけての破片で，時期を確定するのは難しく，不明であ

る。

」、、〉ノ‾？ 1m

L＿＿＿＿＿＿⊥－＿　！

∈
（♪

寸

耳

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿⊥－！

第104図　第45号住居跡・出土遺物実測図

第45号住居跡出土遺物観察表（第104図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 調 焼　 成 手　　　　　　 法 出 土 位 置 備 考

12 2 土 師 器 小 形 要 － （7 ．2） 4．0 長 石 ・石 英 にぷい褐 普 通 内 ・外 面 と も被 熱 で剥 離 西 部 床 面

表8　時期不明住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主軸方向

（長軸）
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁　 高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　 考

新旧関係

（旧→新）
壁溝 主柱穴出人口

ピット
ピット炉・奄 貯蔵穴

30 D 2 g 8 N －8lO I E 不　 明 （2 ．24）×（1 ．92） 1 ～3 平迎
－ － － － － 不明 土師器片 6 点 本跡→S I－40

40 D 2 h8 N － 3 0 －W 不　 明 2 ．65　×（2 ．37） 1 ～8 平坦
　　　　　1 － － － － － 不明 土師器片 5 点．須恵器片 1 点 S I－30→本跡

45 E 3 b 3 N －720－E 方　 形 3 ．94　×　3．64 2 －、5 平坦
－ － － 1 不明 土師器片 3 点
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（2）掘立柱建物跡

第11号掘立柱建物跡（第105図）

位置　調査区域の南部，E3a4区。北側に隣接して第13号掘立柱建物跡が位置している。

重複関係　東側が調査区域外となっている。西側で第1号溝を掘り込んでいる。第13号掘立柱建物跡と桁行方

向がほぼ同じである。

規模と構造　東側が調査区域外となっていることから，確認できた桁行2間，梁行1間の東西棟の側柱建物跡

で，桁行はさらに東に延びる可能性がある。規模は確認できた桁行4・90m，梁行3・02mで，面積は不明である。

桁行方向は，N－79。一Eである。柱間寸法は桁行2．12－2．14m，梁行3．10mで，確認された柱穴はほぼ規則

的に配置され，柱筋はおおむね芯々を通っている。

柱穴　確認できた柱穴は6か所である。Pl～3，P6ほ径76～95cmの不整円形，深さ10～43cmである。P

4・5は長径80～95cm，短径72－79cmの不整楕円形，深さ37cmである。

覆土　柱抜き取り痕はPlで確認され，ロームブロックや焼土粒子を含む第1層が相当する。その他の土層は，

埋土にあたる。柱の太さは，20cm前後と推定される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック多量，焼土粒子微量

ロームブロック多量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，締まりあり

ロームブロック多量，粘性あり

ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片1点がP6の埋土内から出土しているが，細片で図示できなかった。

所見　時期は，判断できる土器がなく不明である。

第105図　第11号掘立柱建物跡実測図
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第14号掘立柱建物跡（第106図）

位置　調査区城の南部，D2fO区。東側に第10号掘立柱建物跡，南側に第9号掘立柱建物跡が位置している。

規模と構造　桁行2間，梁行2間の南北棟の側柱建物跡で，西側に庇を持っている。規模は桁行4．12m，梁行

3・56m，面積15・67Id，庇の出は1・20mである。桁行方向は，N－0。である。身合の柱間寸法は，桁行1．96～

2・16m，梁行1・58～1・98mで，梁行は柱穴の配置が不揃いである。庇の柱穴は2か所検出され，柱間寸法は

2．36mである。

柱穴　柱穴は10か所で，身舎の柱穴は，Pl～8，庇の柱穴はP9・10である。Pl～7は径44～50cmの不整

円形，深さ21～67cmである。P8は長径50cm，短径40cmの不整楕円形，深さ31cmである。P9・10は径36～40

cmの不整円形，深さ60－93cmである。庇の柱穴の掘り方は，深くしっかりしている。

覆土　柱抜き取り痕はすべての柱穴で確認され，ロームブロックを含む黒褐色土の第1層が相当する。その他

の土層は，埋土と考えられる。粘性は普通で，強く突き固められた形跡はない。柱の太さは，15cm前後と推定

される。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中呈，粘性・締まりなし

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿」＿＿＿」

第106図　第14号掘立柱建物跡実測図

遺物出土状況　土師器片1点がP5の埋土内から出土しているが，細片で図示できなかった。

所見　時期は，判断できる土器がなく不明である。
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位置　調査区域の南部タ　C3摘区。
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遺物出藍状況　出土していない。
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抑＝関係
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湖　上坑

第　号豊坑　第摘図）

位置　調査区域の北部，A2117区、、

ふノ・圭　主　上行′　′、：∴つ「）、ソ）／＼－・‘当・言、　′二一㌧こ，、∴p読　一言′′′－・こ＼　　、・・・・読

壁は学　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

穫豊　3層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量，粘性e締まりあり

2　暗　褐　色　ロームブロック微量，粘性8締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒J’一中量．粘性・締まりあり

遺物出土状況　遺物は言旧二していない。

所見　時期は，遣物がなく不明である、、．

・

・

‥

・

‥

l

ノ

、

靂

l渉諺
第相聞　第　号土坑実測図
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窮　考量痍　第m図）

位置　調査区域の北乳　B2a6区。第48506号住居跡の南軌第2e3㊤4億5号掘立柱建物跡の北側

に位置している。また　西側　mほどのところに第3号士坑が位置している。

規模と構造　長径2さ8m　短径・鮮mの不整楕円形で　深さ鋸cmである。鼠径方向は∴N一ば∴斑である。

壁は，外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

穫丑　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量，粘性0締まりあり

2　窯　褐　色　ローム粒子少量，粘性e締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘性0締まりあり

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性も締まりあり

遺物出立状況　遺物は，出土していない。

所農　本跡と第3号土坑は，第4～6号住居跡と第2～5号掘立柱建物跡に挟まれるように，東西に並んで位

置する。時期は，遺物がなく不明である。

一一一一一一一一Il111一一一一一一一一一一Ill



午
第相国　第　号士坑実測図

∴＿＿ 2m

∴＿＿　‾　　＿＿＿＿　　＿　＿　　1

∴　言了二′．1∴　言∴′．：

位置　調査区城の北乳　B2摘区。第4～6号住居跡の南軌　第2～5号掘立桂建物跡の北側に位置してい

る。また芦　東側6mほどのところに第2号土坑が位置している。

．、、ここ．・三人。＿＿．、豆ノ。，ノ．ミ　∴，十．．．．・ミiの／1、l′、有・J言、り・こ　こ、：∴・、∴l′言　上、写′′－・．ノ、、＼l　　・∴・・㌧′．

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面の中央部に　長径渕cm　短径蟻cm　深さ紬mほどの楕円形を里する

握り込みが検出きれたが∴I牛格等は不明である、、

二　　言　′′1ノ・′　ノ′．／・／／l′、亘、∴　′　′ふ　′　ノ・・・’′了・一一、、、台有る

土層解説

l　黒　褐　色　し1－ム粒「微量，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　粘性0締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒子少量含　粘性の締まりあり

1暗　褐　色　ローム粒「中量．粘性・締まりあり

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性の締まりあり

遺物出土状況　遣物は，出上していない、、1

所農　本跡と第2号土坑はタ　第4の5の6号住居跡と第2の3ず複の5号掘立桂建物跡に挟まれるようにラ東

西に並んで位置するつ時期は．遺物がなく不明である、、・

第醐　囲　第　号士坑実測図

諏V〆

一一一一一一一一一一一つ12－一一一一一

0　　　　　　　　2m

：・ニー　＿＿　∴＿＿…　：



第6号土坑（第111図）

位置　調査区域の北部，A2h2区。

規模と形状　径1・26mほどの不整円形で，深さ46cmである。壁は，外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックや焼土粒子，炭化物などを含み，不自然な堆積状況から人為堆積の可能

性が高い。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化材微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片5点が覆土中から出土しているが，いずれも細片で図示できるものはなかった。

所見　断面は逆台形を呈し，掘り方もしっかりしている。時期は，土師器片が覆土中から出土しているが，こ

の土師器の時期を判断するのは難しく不明である。

「∵
第111図　第6号土坑実測図

華壷了こし′
B

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿⊥－i

第8号土坑（第112図）

位置　調査区域の北部，A2h3区。東側に隣接して弥生時代後期と思われる第1号住居跡が位置している。

規模と構造　長軸1・62m，短軸1・12mの長方形で，深さ10cmである。長軸方向は，N，3。－Wである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

遣物出土状況　床面の北部から焼土塊が検出されているが，詳細は不明である。遺物は，出土していない。

所見　時期は，遺物がなく不明である。

’二千
第112図　第8号土坑実測図

皇25．1m

「一丁ヾ‾仁⊥ン‾
2　　　　　1

B

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「・一・　　一‥　　　　－i

－113－



′

位置　調査区域の北部撃　迅窯eO区。

、　　　　　、　　′一　　　　　′　　　　′　　　　　　　　　、　　′　　　　　　　ノ

、　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　′

方形と推定され　深さ溝だ孤である。義朝方向は　N…蟻〇一Eと推定される。壁は学外傾して立ち上がる。底

面は平川である、、

覆豊　層からなる。レンズ状に堆積して折る這とかち学　自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク小結　粘性・締まりあり

ヱ　暗　褐　色　ローム粒j’・少量．粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ロ…ムブロック中量

ノ

′　′′　　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　、　　　′　　　　　　　　　　　　′

確定するのは雉しい

ノ　　　　　　　　　．　′　′　　　′

′

篭≡義挙柑
3

墨

、

2悶

』　　　走

第詔考量銑　第温摘囲）

ノ　　　　′　′′ノ　　　　　　　　　′

ノ　ノ　　　　　　　　　　　　　′

′く　　　　　　　′・　　　′　こ　　　、　ノ　′　　　三　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　′

′　　　、　り′　ノ　　′′‘　　′．　′　′　　　　一　一　；∴

ノ．ノ′　　　　　　　‥　　　′　′′　　′　ン　　∴′　　　．′　　　　　　　‾　・′　　′！ノ　′　　　　　・・　　　′

る、一

土層解説

l　黒　褐　色　し7－∴プロ、ソク・旭日∵イ微［古　粘性なし

．　　　　　　　　　′　　　　　′I、ノ　　　　ー　ノ　　　　ー　　′　　　　′　　　　　　′′　ノ

ノ　　　∴′　　一　　　　　　′　′　　　　　　′．　　′　　　　‘′．、　′　．・　∴．ノ．′．　　　　　　′

上器がなく不明である、

一一一llll1「11…一一一一



ノ　′　′　　　　　ノ　　　ー

・∴

＼　　　く　　　　－

1　　　SK23

9　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　去

第藷考量犠　第且蟻囲）

、ご、）　　　　　　　　　ハ　′　　　　　　　、　′．　　　　　　　　′′　　　　　　′　　、

′　　　、′　ノ　　：こ　・′・・、　　二　　　　　　　′∴　　ノ′′　　　　、　、′′・．′、．

．．！了、′　：・′　　　　　，′　′．　＿、　ハ　′ノ　　′′言

′ノ　ノ′　　　・ノ　　　　　　　　　　　　′　　　′　　　　　′′　　一、　　ノ　　′

土層解説

1黒　褐　色　「7－ム粒白板量∴　寸鉦性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子少量撃　粘性の締まりあり

：1暗　褐　色　ローム粒J’一l帖l∴　粘性・締まりあり

一－′　　　　　　′ノ　　　、　′

所見　時机上　遣物がなく不明である．、

′　　　　　　　　一′　ノ　　　　′

肇転転♂脛

の　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　去

ノ

ー　　　′　′　　　　　　　　　ノ　　　′′

′　　　　　　　　　′　　　　　　・　　　ノ　　　′　　　　　　　　′　　　　　　′・／．　　ノ　′′ノ

西に並ぶように位置している．、－、

′　′　　　　　　′　′∴　ノ′ノ　′　　ノ′、′　　′・・ノ　′′　′・、．ソ、・・、′ノ　三一　′　　！．・ハ′∵、・．

′　　　　　　　′　．　　　　　ノ　　′ノ　′′　　ヽ　　ノ　′－　　　′′′ノ

′　′′′　′・・　ノ　　　／ノ　　′　ン′　　′　　一、　　′　　′　′　　‥．′′・　ノ　′′　一　　　　　　′

土層解説

1暗　褐　色　LJ－ムプロ、ソケ少星　粘性・締まりなし

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

一一一1－1－－－115　－－－一一



遺物出豊状況　土師器片　強　須恵器片紅塵が出土して折るが誹酎登園嘉で　なかった。

新風　時期は　土器が齢ずれ　覆土中からの出土であ　不明である。

′譲二／ノ顔言海ふよ
第綱　図　第畿骨渡航実測図

第溺考量蟻　第温膵固）

位置　調査区域の南部　の窯だ　区。酋儲鵬隣接して　規模がほぼ同じ第黒骨丑坑が　東商に並ぶ羞射こ位置

している

重複関係　南西部が第腿か賢圭坑に掘　込まれて齢る。

′

ある。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆羞　5層からなる。ロームプロッタを含み　不自然な堆積状況から鬼為堆積監監われる。

土層解説

且　窯　褐　色　ローム粒子概数　粘性や締まりなし

2　暗　褐　色　ロームプロッタ中豊，粘性き締まりなし

3　暗　褐　色　ロ…ムプロッタ中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中農

5　暗　褐　色　ロームブロック中最

′　　　　　　　　　　　　　′

新凰　土師器片私産が覆土中から出土して折るが　時期を確定するのは鞋し齢。

SK摘3

第開　園　第謂号丑坑実測図

ノ

2　1

響軒
4　　　　3　5

の　　　　　　　　　　　　　　　2悶』室

′

健置　調査区域の北部　A2摘区。

・　　　　′′　　｝　′　　′　　　∴　、・　′′′　・・ぐ′　　　、　　　・′言．

I　　　　　′　　　′　　　一　　′　ノ　　　　′ノ　　ー　　　　　　　　　・．′

1－1－つl（う　ー一一一



㌧ご　‘、ノ′、、′　ら．・′　ノ　・′ノ′ノ・・l－、　：′ノ・－′ノ　′′′　ノ‘ら一‘・、－い′　㌧、．′∴声・十二∴年∴

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

ローム粒子微量晋　締まりあり

ローム粒子・炭化物微量ヲ　締まりあり

ローム粒子の廃土粒子微量，締まりあり

ロームブロック微量訝　締まりあり

ロームブロック多量，粘性の締まりあり

ロームブロック多量

遺物出土状況　遺物は．r仕上していない∴．

所見　時期は．遣物がなく不明である、

′∴フ、；こ）、、

幣／腰
r、ぅ、▲　L′．ノ　．ノ　ノ∴、・ソ

3

＿l　二了∵∵　‾

㌔プ
9　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　室

二ご＿′∴　二＿　∴一．．こ′ぎー

位置　調査区域の北部．B2（13区

規模と構造　径0088mほどの不整円形で　深さ崇cmである。壁は　外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

′ニ‾　：－！′∴ら　　！・′‘．ノン　言一　　　・′′二、：′　′′∴一予ノ、！′、ノ′　ノンノ．′言、＿∴、′．j　／′∴

人為堆積と思われる、、．

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックe焼土粒子少量，締まりなし

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，締まりなし
3　橙　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量

遺物出蓋状況　土師器片l点が覆土中から出土しているが，図示できなかった。

所凰　土師器片1点が覆土中から出土しているがタ　時期は確定できない。

警彿
第m　図　第般号士坑実測図

ll二三II：‥二l‥－l－1‾l二Il＿＿l一＿

・一一一一一一一つ17－lFl一一一一

2m
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第55考量坑（第且20図）

位置　調査区域の北部，B2i（う区、、・

重複関係　第89号圭坑を掘　込んでいる。また　上部の太部分を第16号住居に撃　南東部を第15号住居に掘り込

まれている、、

規模と構造　上部の太部分が第蟻号住居に掘　込まれているが，長軸3・45m，短軸2・18mの長方形と推定され芦

深さ邦cmである。長軸方向は　N…購0－Wと推定される。壁はタ　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦

である、、

穫蓋　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒召鋸占　粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子中量夕　粘性0締まりあり

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘性e締まりあり

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は，I甘十していない。

所凰　平安時代の第蟻の蟻号住居に掘　込まれていることから　平安時代以前のものと思われるがタ　遺物がな

く不明である。

0　　　　　　　　2m

l＿＿＿＿＿エ　　ー　　＿＿＿！

第謬謬考量坑（第12且図）

位置　調査区域の中央乳　C2C6区。本跡の周辺には，第78879081～84090号土坑が集中して位置し9　本

跡及び第78079の飢083号土坑は平面形が長方形である。

規模と構造　長軸1調m　短軸。鍋mの長方形で　深さ用cmである。長軸方向は，N－760－Eである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりなし

2　黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性。締まりなし

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性。締まりなし

遺物出土状況　遺物は，J廿土していない．。

所農　本跡の周辺から，長軸LO～1．3m，短軸0・6～0・8mほどの長方形の士坑が5基ほど検出された。本跡及

び第78号士坑は長軸方向がほぼ東風　第79の81083号士坑は長軸方向がほぼ南北である。このような土坑は当調

査区域内では他にみられず，墓壕の可能性も考えられるが詳細は不明である。時期は，遺物がなく不明である。

一一一一118－－－－・F
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了　ヾ）・さ　ん・′′．－　ユノ　ノー工一亘

′一一／、1（）・

2　1

＼言、、、ト・　　　　　　　　　－も　　　　ノノ

3

0　　　　　　　　　　　　　2m

‾　＿　＿　＿　一　二＿二　＿＿　＿＿＿＿＿＿

第謬8号蓋琉（第122囲）

位置　調査区域の中央部，C2C5区。本跡の周辺にはラ第77翁79881～84090号土坑が集中して位置し資本

跡及び第77079881083号土坑は平面形が長方形を皇する。

規模と構造　昆酪五臓恥短軸の58mの長方形で　深さ触mである。長軸方向は　N－72。－Eである。壁はタ

外傾して立ち上がる。底面はタ　一部に凹凸がある。

穫羞　3層からなる0ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出藍状況　土師器片1点が出土しているが撃　図示できなかった。

所農　本跡の周辺からタ長尊虹0～1・3恥言詠掛目ト胤8mほどの長方形の土坑が5基はど検出された。本跡及

び第77号士坑は長軸方向がほぼ東風那9の81883号士坑は長軸方向がほぼ南北である。このような土坑は当

調査区域内では他に見られず，墓境の可能性も考えられるが詳細は不明である○土師器射点が覆土中から出

土しているが芦　時期を確定するのは難しく不明である。

⑥＼　　凰25伽　塵

⊥！盤二一一‾／竃：l一二l′‾1－－1－1一一一一1
魂

第帽図　第開号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

r　　　一一　一　一　　　　＿l

第澗考量坑（第123図）

位置　調査区域の中央部，C2d5区。本跡の周辺には，第77078081－84の90号土坑が集中して位置し資本

跡及び第77。78e81。83号士坑は平面形が長方形を呈する。

規模と構造　長酎・14mタ短軸0・67mの長方形で　深さ蟻cmである。長軸方向は，N－10。…Wである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆達　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　粘性e締まりなし

2　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　粘性0締まりなし

3　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　粘性。締まりなし

一一111（主F－



遺物出藍状況　土師器片i息須恵器片2点撃銑浮1点がタ　レザれも覆土中から出土している。遺物はラ細片

で図示できなかった、＿＿

所農　本跡の周辺からタ長軸用～1。3m芦短軸0。6～0漉mほどの長方形の士坑が5基ほど検出された。第77の

閥号土坑は長軸方向がほぼ東西　本跡及び第鋸e鋸号土坑は長軸方向がほぼ南北である。このような土坑は当

調査区域内では他に見られず言墓境の可能性も考えられるがタ詳細は不明である。土師器片l息須恵器2点芦

銑淫1点が覆土中から出土しているがタ　時期を確定するのは難しく不明である。

∴ご亘　r．・′－・′′　上‘言中性
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跡及び第77～79の83号土坑は平面形が長方形を望する。

規模と構造　長酌。32m，短軸0。66mの長方形で，深さ32cmである。長軸方向は∴Nつば－Wである。壁は，

外傾して立ち上がる一茂面は平川である、．「

穫豊　2層からなる。ロームブロックを含んでおり，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる0

土層解説

l　黒　裾　色　ロームプロ、ソク′拓l∴　粘性・締まりなし

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘性を締まりなし

遣物出土状況　遣物は，出上していない、、

所農　本跡の周辺から，長車虹0～1。3m，短如。6～0。8mほどの長方形の士坑が5基ほど検出された。第77の

撒土坑は長軸方向がほぼ東西　本跡及び第関の鋸号士坑は長軸方向がほぼ南北である。このような土坑は当調

査区域内では健に見られずタ墓境の可能性も考えられるが言綱田は不明である。時期はタ遺物がなく不明であ

る。

㊨嘉
第帽図　第鋸号土坑実測図
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第8考量坑　第は図）

位置　調査区域の中央乳　C2d5区。本跡の周辺には，第77～79の81。82e84鱒0号土坑が集中して位置し，

本跡及び第77～79の81号士坑は平面形が長方形である。

規模と構造・昆鰍五臓恥短軸0078mの長方形で　深さ錆cmである。長軸方向は，N－180…Wである。壁は学

外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

尊皇　5層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

こう　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少㌫　粘性・締まりなし

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ロームプロ、ソク小結　粘性・締まりなし

遺物出土状況　土師器片l点が覆土中から出土しているが，細片で図示できなかった。

所農　本跡の周辺から資長軌。0～183mタ短軸の6～0臓mほどの長方形の士坑が5基ほど検出された。第77の

78号土坑は長軸方向がほぼ東西　本跡及び第撒e別号土坑は長軸方向がほぼ南北である。このような土坑は当

調査区域内では偽に見られずタ墓境の可能性も考えられるが言桝田は不明である。土師器片温点が出土してい

るが，時期を確定するのは難しく不明である。

㊨潅／簿∵m
第帽属　第消音士坑実測図

第8超考量琉（第且26囲）

位置　調査区域の中央乳　C2d5区。本跡の周辺には9第77～79081～83の90号土坑が集中して位置する。

規模と構造　長径0を5m　短径。購mの不整楕円形で　深さ墟cmである。長径方向は　N…鋼0－Eである。

壁は、外傾して立ち上がる∴　底面は平出である。

覆羞　4層からなる。ロームブロックなどを含み芦不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘性・締まりなし

3　暗　褐　色　ロームブロック微量，粘性e締まりなし

4　黒　褐　色　ロームブロックゆ炭化物微量

遺物出立状況　土師器片1点が覆土中から出土しているが，細片で図示できなかった。

所凰　土師器片1点が出土しているが，覆土中からの出土で時期を確定することは薙しく不明である。

第帽図　第糾号土坑実測図
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第約号羞坑　第は図）

位置　調査区域の北部，B2i6区J

重複関係　上部に，第55号士坑　第蟻号住居が構築されている。

規模と構造　長径昔独断　短径0。88mの不整楕円形で，深さ39cmである。長径方向は，N－580…Eである。

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

尊堂　6層からなる。ロームブロックや焼土粒子などを含み資　不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1極暗褐色　焼土粒子少量，ロームブロック徽鼠　粘性なし

2　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量，締まりあり

3　黒　褐　色　ローム粒子微量，粘性なし

4　暗　褐　色　ローム粒子微量，粘性なし，締まりあり
5　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

6　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性あり

遺物出土状況　遺物は，出十していない。

所見　時期は，遺物がなく不明である。

一一一一一一

第臓図　第約号土坑実測図
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第9謬考量琉（第温28図）

位置　調査区域の中央部，C3d自乗。

規模と構造　長径1。34m，短径0瀾mの不整楕円形で，深さ22cmである。長径方向は，N当70…Eである。

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

尊堂　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

遣物出土状況　遺物は．出上していない、、

所見　時期は，遺物がなく不明である・二・

第相国　第97号士坑実測図
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ノこき　－、パー　Ll　言・‾　六汗′l

位置　調査区城の中央乳　C2h8区。東側に接するように，第1号溝が南北に走っている。

規模と構造　径0378mほどの不整円形でタ深さ28cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦

である、、．

穫豊　3層からなる。ロームブロックなどを含み声不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　遺物は言旧＿二していない、、

所見　時期は．遣物がなく不明である．、、

1－1－＿I汁　‾一二：＼＿一一一

．・・・ノふ∵・－　工　一′′′　ノ′ノ∴」・、1
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第m　考量琉　第臓囲）

位置　調査区域の中央部，C2117区、∴

規模と構造　径o mほどの不整円形で　深さ告cmである。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦

である。1、．

覆羞　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少逼

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出立状況　土師器片且点が出土しているがタ　破片で図示できなかった。

所凰　時期は，遺物が1点だけで確定することが難しく不明である。
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い　　二、l　　　　　　ノ　　　、！

位置　調査区域の中央部タ　C2i8区。北西部を第1蟻号士坑に掘　込まれている。

重複関係　北西部を第115号口先に掘り込まれている、、

規模と構造　径0。9mほどの不整円形と推定され　深さは霊cmである。壁は　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面は、上田である．、－・

尊堂　　層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は．J侶二していない、、・

所見　時期は，遣物がなく不明である、、．

穿
第臓図　第温蟻号士坑実測図
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第醐　尊堂坑　第臓図）

位置　調査区域の中央部、し’2i7区、

規模と構造　長径信蟻m芦短径乱射血の不整楕円形でタ深さ29cmである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。

底面は、印tである、、．長径方向は，N－77し．〕－Wである

穫豊　7層からなる。ロームブロックを含みタ　ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

・1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　暗　褐　色

γ　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック中畳

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

遺物出土状況　遣物は，出上していない．、＿－．

所見　時潮目ま．遺物がなく不明である、、l

⑥生
ささ／　　＼

第臓図　第温膵号士坑実測図
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芋　二　　　，；∴　‥、ソ

位置　調査区城の中央部タ　n2a6区。西部が調査区域外となっている。

規模と構造　西側が調査区域となっていることからヲ確認で　た南北軸。6m　東西軸。帯m　深さ柑cmで学

平面形は不明である。壁は学外傾して立ち上がる。底面は平坦である。南北軸方向は，不明である。

覆土　6層からなる。ロームプロッタを含み汐　またブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

11　黒　田　色

5　暗　褐　色

（う　黒　褐　色

ロームプロ、ソク少量

ローム粒「少量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ロームプロ、ソク中量

ロームプロ、ソク少量

遺物出藍状況　遺物は　出土していない。

所見　時期は，遣物がなく不明である、、、、

⑥蟹、
第臓図　第は号士坑実測図
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』　　　去

第帽考量琉　第臓図）

位置　調査区域の中央部，I、）2こ17区
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壁はタ　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

援羞　2層からなる。レンズ状に堆積していることから芳　自然堆積と思われる。

土層解説

ユ　黒　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　遺物は，I、＿旧一二していない．、＿1、

所見　時期は．遣物がなく不明である、、

塵24伽
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第臓図　第は号土坑実測図



第帽考量坑（第135図）

位置　調査区域の中央部，D2a8区。

重複関係　古墳時代のものと思われる第35号住居跡の北部を掘り込んでいる。

規模と構造　長軸2。59m，短軸1．36mの長方形で，深さ25cmである。長軸方向は，N－750－Eである。壁は，

緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　異　　　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

遺物出土状況　遺物は，廿日二していない。

所凰　古墳時代後期の第35号住居跡を掘り込んでおり，古墳時代後期以降のものと思われるが，遺物がなく時

期を確定するのは難しい。

第相国　第123号土坑実測図
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第帽尊堂坑（第136回）

位置　調査区域の中央部，A2b8区。

規模と構造　長径1．78m，短径1。34mの不整楕円形で，深さ50cmである。長径方向は，N－600－Eである。

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘性・締まりあり
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

些25．。m

第相聞　第124号土坑実測図
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遺物出土状況　遣物は．出上していない、、

所見　時期は，遺物がなく不明である。

第帽考量坑（第137図）

位置　調査区域の中央弧　D2b8区。第35号住居跡の南西コーナー部に接するようにして位置する。

規模と構造　長径1・37m，短径0・98mの不整楕円形で，深さ35cmである。長径方向は，N－310－Eである。

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　遺物は，I甘十していない．

所見　時期は，遣物がなく不明である。、

第相聞　第126号士坑実測図
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第臓尊皇坑（第138図）

位置　調査区域の南部，D2f8区。

重複関係　平安時代の第37号住居跡の北西コーナー部を掘り込んでいる。

規模と構造　長径0097m，短径0・75mの不整楕円形で，深さ70cmである。長径方向は，N－650－Eである。

壁は外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第臓図　第132号土坑実測図
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遺物出土状況　遣物は．出上していない、－・

新風　時期は，平安時代の第37号住居跡を掘り込んでいることからタ　平安時代以降と思われるが，遺物がなく

確定するのは難しい。

第摘考量坑（第139図）

位置　調査区域の南部．D3i4区ご

重複関係　上部を第1（汀号口元に握り込まれている、、

規模と構造　長径2。54m，短径0。68mの不整楕円形で，確認できた深さは30cmである。長径方向は，N－270

…Eである。壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

穫豊　3層からなる。ロームブロックを含みタ　またブロック状に堆積していることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　田　色　ローム粒自微量

2　黒　　　色　ローム粒子少量，粘性あり

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，締まりなし

遺物出土状況　遣物は，出上していない、・

所見　時期は，遺物がなく不明である．．、
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第臓図　第摘号土坑実測図

第臓尊堂坑　第摘図）

位置　調査区域の南部．E2eO区。・

確認状況　西側が　調査区域外になっている。

規模と構造　西側が調査区域外になっていることからタ確認できた長径1664m，短径1848mで不整楕円形と推

定され　深さはmcnである。長径方向は　N…錮○…Eである。壁はタ　緩やかに外傾して立ち上がる。底面は

平坦である。

穫羞　3層からなる。ロームブロックを含みラ　またブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　異　　　色　ローム粒子少量

2　黒　　　色　ロームブロック少量

3　明　褐　色　ロームブロック多量

遺物出立状況　土師器片3点が覆土中から出土しているが，細片で図示できなかった。

所凰　土師器片が産土中から出土しているが，細片で時期を確定するのは薙しい。

1－1一一Il1、28一一一一一一一1



窮摘図　第摘尊王坑実測図

墜2軋8m

l二一一／l‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

＿　‥　＿　‾　　＿　＿＿＿　＿ニ

第臓考量琉　第劇団）

位置　調査区域の南部タ　り2e8区。

重複関係　第32号土坑の南部及び第33号士坑の西部を掘り込んでいる。

、′′へてノ、デ′、〔一　つく日昌、付く　工、′ノソ、－Cl十・．壬一一：∵∵l／・こ′′、－∴仁言ノ　′、fくノ′　∴＼＼′′　∴′㌔／ノ

壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

穫豊　5層からなる。ロームプロッタを含み，またブロック状に堆積していることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’一中量

2　黒　褐　色　LJ－ムプロ・ソク少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

・1黒　褐　色　ローム粒自微量

5　暗　褐　色　ロームプロッタ少量

遺物出藍状況　土師器片1点芦須恵器片l点が覆土中から出土しているがタもザれも破片で図示できるものは

なかった。

所凰　時期は，確定できる遺物がなく不明である。

勢

第相聞　第143号士坑実測図

二　一一

0　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

一一1＿29－－



第臓考丑坑（第142回）

位置　調査区域の北部，B2b7区。

重複関係　第7号住居跡の西部及び第5号掘立柱建物跡のP6を掘り込んでいる。

規模と構造　長軸1．0m，短軸0．95mの方形で，深さ16cmである。長軸方向は，N－150－Wである。壁は，緩

やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　大部分が撹乱を受けており，士層の観察はできなかった。

遣物出立状況　遺物は，出土していない。

所見　時期は，遺物がなく不明であるが，平安時代の第7号住居跡や第5号掘立柱建物跡を掘り込んでいるこ

とから，平安時代以降と考えられる。

⑥ぜ

第摘図　第147号士坑実測図

凰2礼8m

‾小＼＿＿＿”＿＿√

＼　　　　　　0　　　　　　　　　　　2m

ト二二二二」二二二』

第摘尊堂坑（第143図）

位置　調査区域の南部，D3i4区。第13号掘立柱建物跡の北側に位置している。また北部で，第164号士坑

と接している。

規模と構造　径0．86mほどの不整円形で，深さ30cmである。壁は，外傾して立ち上がる。底面は平坦である。

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック多量，締まりあり

2　黒　褐　色　ロームブロック多量

3　黒　褐　色　ロームブロック多量，粘性・締まりあり

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　時期は，遺物がなく不明である。

旦246m

－惣一‾‾
0　　　　　　　2m

と二二＝二二＿一二∴二

第相聞　第148号土坑実測図

第柑考量坑（第144図）

位置　調査区域の南部，E3d4区。

確認状況　東部が調査区域外になっていることから，全体は検出できなかった。

－130－



規模と構造　東部が調査区域外となっているため，長軸2・42m，確認できた短軸圭17mで長方形と推定され，

深さ30cmである。長軸方向は，N－310－Eと推定される○壁は，緩やかに外傾して立ち上がる。底面は平坦

である。

尊堂　2層からなる。ロームブロックを含み，不自然な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　望　　　色　ロームブロック少量

2　にぷい褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片1点が覆土中から出土しているが，破片で図示できるものはなかった。

所見　土師器片1点が覆土中から出土しているが，時期は確定するのが難しく不明である。

第相聞　第152号士坑実測図

第摘草豊坑（第145回）

位置　調査区域の南部，E3g3区。

確認状況　東部が調査区域外になっている。

規模と構造　東部が調査区域外になっているため，確認できた長径0湖恥短径0・46mで平面形は不明で，深

さ80cmである。長径方向は，N－150－Eと推定される。壁は，外傾して立ち上がる。断面は逆台形状で，底

面は平坦である。

覆土　6層からなる。ロームブロックや焼士ブロックを含み，またブロック状の堆積状況から人為堆積と思わ

れる。

土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，砂粒微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　　　色　ロームブロック微量，締まりなし

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，締まりなし

5　黒　　　色　ロームブロック微量，締まりなし

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，締まりなし

第掴図　第153号土坑実測図

－131－



遺物出羞状況　土師器片1点　須恵器片　点が覆土中から出土しているが暫　しザれも躯i片で図示できるものは

なかった、＿、．

所見　時期は，確定できる遣物がなく不明である、、、

’．一！、：　　∴′一‘潤

位置　調査区域の南部∴酎日射軋

重複関係　第蟻号土坑の西部及び第　号溝の南部を掘　込んでいる。

規模藍構造　長軸。鍼m　短軸。舶mの長方形で　深さ2祝mである。長軸方向は　N一拍〇一Eである。壁銑

緩やかに外傾して立ち上がる、－、

啓羞　3層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色
∴；黒　褐　色

遺物出土状況

所見　時期は，

ロームプロ、ソク申結．締まりなし

ローム粒子を焼土粒子多量，締まりなし

ロームブロック少量

遺物は，出上していない，

遣物がなく不明であるし、

第相聞　第蟻　◎蟻号士坑実測図

‾　′／、こ；一丁1
1　　　　1

＼◆＼「．了主．′′
SK157　　　SK156

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

＼＼　　　L＿＿　　＿＿＿＿　＿＿＿＿　　…

第柑考量琉　第摘囲）

位置　調査区域の南部∴酎日射軋

重複関係　第4号溝の南部を掘り込みラ　西部が第蟻号士坑に掘　込まれている。

規模と構造　西部が第蟻号士坑に掘　込まれていることからタ　長軸0695m，確認できた短軸0085mで長方形

と推定され　深さ摘cmである。長軸方向はタ　N…20…Eと推定される。壁は撃　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面は平坦である。

穫豊　単一層で，自然堆積か人為堆積かほ不明である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量，締まりあり

遺物出土状況　遺物は．出l＿二していない、

所見　時期は，遺物がなく不明である。・

l一一一一132一一一一一一一一



第臓考量蟻　第摘固）

．「：′く一．ここ′ノ　．　’ノ　＿　　く

′、、　　　一・三＼　　　　′・′　一　　　　、　　′　　′′　　　　　　　　　‥、　　　　　′

一　′∴′・、．　　　　　　　　　　＿　　　　　ノ　’　′・・　′　　′、　　　　　　　　　　　　′．　．　′′　　　　　　　　　′　　　　　、，′、

ノ′　－　∴・、一、　‾．′ノ′′．　′′・／、′く　く′、、、　く　′　三′　　　　一′、′．　　′′　　　　　　t．　復　、

非常に薄い、

′　．、′・′　　　　′ノ　、　　′　　　′．！1ノ　　ノ　　　　　　．二．

土層解説

1　黒　出　色lJー∴ブU、リク少；l；∴　粘性・締ま：）あ；）

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性。締まりあり

3　暗　褐　色　ロ←∵ムブロック少量，粘性の締まりあり

、一軍　　　　　　　　　　′　　　　　′′．　　　　　　　ノ′．．′′　　　　　　．ノ　　　ミ　　　　′　　．′

所見　時期は，、判断できる遣物がなく不明である＿、

ノ′・・′；

3　　　　　　　　　　　　3

て）ト∴

戯！

，ノ、′　■′　．′　．・・′　＿・∴．′員、！

の　　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　迄

：．ナ　∴′‘　　　′ノ．｝∴く，

位置　調査区域の南部，D3i・目上

′′！ミ、ノら　′，∴・－リ．一　一、－l　′一一　′′′　′ノ　‥一＼・・・∴′．・．′　　′し′　・′、　　　．．　′ノ　′．′′′、・′つj・－・′　′

んでいる

．、．豆∵一′ず八、・て′・′　．・：ノ′，、′′ノ∴．ノ　′．　三　　∴∴′．・、∴了ノ　、子′く′　．＼、　　　了．ト‥

緩やかに外傾して立ち上がるつ正l両は平川である

覆土　Ll層からなる、レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

こう　黒　褐　色

4　にぷい褐色

遺物出土状況

所見　時期は，

ローム粒子少量

し1－ムプロ・ソク少量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

土師器片5点が出土しているがタ　いずれも破片で図示できるものはなかった。

判断できる遺物がなく不明である。調査区域内では，比較的太形の士坑である。

、一一一一一一つ3：十一一一1－1－1－1
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第相聞　第164号土坑実測図
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その他の士坑士層解説

第9号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

第12号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，粘性・締まりあり

第21号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量，締まりあり，粘性なし

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量，粘性なし
3　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性なし

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第27号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第36号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第40号土坑土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック微量，締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，締まりあり

4　褐　　　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

第45号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第47号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第48号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第50号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

第53号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

第56号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子微量，粘性・締まりなし

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりなし

第59号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

第61号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒了少量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

第63号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量，粘性・締まりあり

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

第66号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量
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第11号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第18号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，ローム粒子少量，粘性・締まりあり

第26号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量，締まりなし
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，粘性あり

3　黒　褐　色　ロームブロック中鼠　粘性あり，締まりなし

4　黒　褐　色　ロームブロック微量，粘性・締まりあり

第38号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子微量，締まりあり
2　褐　　　色　ローム粒子少量

第39号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量

2　窯　褐　色　ロームブロック少量

第41号土坑土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少鼠ローム粒子微量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第44号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロックゆ焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

第46号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第49号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

第52号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第54号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第57号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック微量，粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘性・締まりあり

第60号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

第62号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

第68号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子少量

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ローム粒子微量



第69号土坑土層解説

1　暗　視　色　LJ－∴粒J’・少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子微量

第72号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブLJいノク少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームプロ、ソ畑中量

第75号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼目白’・少㌫　粘性なし

2　窯　褐　色．ロームブロック中乳焼土粒子少鼠焼土ブロック微鼠粘性なし

第82号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク′少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

第90号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ・ソケ小結　粘性・締まりなし

第94号土坑土層解説

j　暗　褐　色　ロームブロック少量

第96号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

ご　暗　褐　色　ロームブし「ノク中量

第99号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック0炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量資　粘性の締まりあり

第101号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック中農

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘性さ締まりなし

第104号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・中量∴　粘性・締まりあり

第105号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微結　粘性・締まりあり

第107号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロックも焼土粒子微還

第109号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

第111号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’・微量

第115号土坑土層解説

‘1　黒　褐　色　炭化物少量、ロームプロ・ソク微量

第118号土坑土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロック中量

第121号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第70号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少還

第73号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微還

2　黒　褐　色　ロームブロック軒量ラ　締まりなし

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

第74号土坑土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロック少量夕　廃土粒子微量夕　粘性なし

2　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性なしタ　締まりあり

3　黒　褐　色　焼士粒子少鼠　焼土ブロック微量

第76号土坑土層解説

1　黒　褐　色　口匝∵ムブロックぁ焼土粒子。炭化粒子微鼠粘性なし

2　黒　褐　色　口如∵ムブロック少量夕　焼士粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性0締まりあり

第86号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少結　粘性・締まりあり

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量．粘性・締まりあり

第93号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量ラ　粘性の締まりあり

第95号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微巌

第98号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量夕　粘性0締まりあり

第100号土坑土層解説

ユ　黒　褐　色　ローム粒子微意

第102号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

第103号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中農

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

第106号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量

第108号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子微量夕粘性や締まりあり

第110号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼目白二少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘性・締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第113号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク微軋　粘性・締まりなし

第119号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量9　粘性0締まりなし

2　黒　褐　色　ローム粒子微鼠　粘性・締まりなし

：i　暗　褐　色　ローム粒J’・中量．粘性・締まりなし

第125号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少結　粘性・締まりなし

2　暗　褐　色　ローム粒子中量
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第127号土坑土層解説

i　暗赤褐色　焼土ブロック少農学　粘性の締まりなし

2　暗　褐　色　ロームブロック少巌

第129号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロー∴ゾl「′ケ微量

第133号土坑土層解説

1　黒　陽　色　U－∴ゾl＿」tソン少量

第135号土坑土層解説

l　黒　田　色lノ‾1－ムブしト，ケ少量．粘性・締ま主hり

ご　暗　視　邑　しトー∴ゾlト・ケ′レ量∴1出′主・締ま：）あり

3　暗　褐　色　ロームブロック中墨筆　粘性∵緒溜り凌湧

第137号土坑土層解説

1　疇　掲　色　「了－∴ブし「′月齢I∴　粘性・締まりあり

2　暗　視　色　LJ一一∴ブし「・ク少量．拙作・締ま星緑）

第139号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量普　粘性璃帝まりあ湧

第140号土坑土層解説

1　黒　田　位　リー－∴ブl「ノ′シ′レ量

第146号土坑土層解説

1黒　　　色l‾ブームブ「1りケ・鳩目Jつ’・・も‖二位「少量

第151号土坑土層解説

l　黒　軋　色　LJ一一∴ブUック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中豊

第155号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック多乳　粘性の締まりあり

2　褐　　　色　ローム粒子多最，粘性璃帝まりあ湧

第169号土坑土層解説

1　黒　褐　色　口・一∴ブt‾‾「！ク少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中農

′　‥　　、′／・ノ　ノ　ー！　ゝ′′・

第128号土坑土層解説

l　黒　褐　色「1－∴ゾlJ、ソ午微量

第130号土坑土層解説

l　黒　掲　色　ロー∴粒J’・′レ量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

第134号土坑土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

第136号土坑土層解説

l　黒　田　色　しトー！、ゾし「′ク′少量∴　寸鉦性・柿が　なし

2　窯　褐　色　ロームブロック少量，粘性。締まりなし

第138号土坑土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック微鼠粘性8締まりあり

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘惰十締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　粘性の締まりあり

4　黒　褐　色　ロームブロック少量

第145号土坑土層解説

l　黒　褐　色　ロームブt二「ノン少量　締まりなし

2　黒　褐　色　ロームブロック中鼠廃土粒子微鼠締まりなし

第150号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

第154号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　粘性や締まりあり

第168号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少鼠　締まりなし

2　褐　　　色　ロームブロック中量

3　明　褐　色　ロームブロック多量

二圭二坑 長径 方 向
も　′

規　　　　　　　　 模

出　　 土　　 遺　　 物
備　　 考

新旧関係”′L 底　 面 覆　 土
番 号　 も一　県　 偶 朝方翻 ノ

長径勝頼厨摘帖壷 深さk扉 服 や縮

1
椚 中 臣 守 雄

桔「十J彬 2．40　× 1．31 35 平坦 自然

2 恒 項 … …
楕円形 ㌫捕　X　L 媚 83 外傾

3 i B 2 b4
N ＋汗㌧ E 楕円形 2・5 × －・弱　 い 2

自然

6
A 2 h2 i

円　 形 i・26　 日 6
外傾 平坦 人為

8
Å2h中 一30欄

長方形 L 首2　〉く1∴ほ 10 ム 自然 i

9 巨 猶
円　 形 0．95 8 緩斜 自然

1年 腑 中 潮 翔
円　 形

1・1頼 描 つ　 ァ
緩斜 宰班 自然

1中 削
N 一狛㌧受 楕円形

28－ × や舗 巨 2
棲斜 平坦 自然

i中 掴
N …16㌧㌣ 脹方形］

（2・3 回 欄 「 猪
外傾 平圭昼 自然 本跡→SK三相

16
腑 車 … …

楕円形 2識5　X 1∴ほ 38 外傾 平坦 自然
！

18 B 2 j6 円　 形 2誹 14 穏斜 十川 自然

2日 椚 可
円　 形 L 26 16 緩斜 平坦 人為 S「9→本跡

22 i B 2 g中 潮 男
傭円噺 臓 廟 中　 川

十川 不明 土師器片l点 本跡→SK －23

25 i c 2 d 7 年 78。…E
楕円形 2．34　×　L 79 43 平坦 自然

26 恒 可 … 冊
楕円形 1．3ユ　× l。iO 38 緩斜 勘凸 人為 土師器片ユ点

一、－、・一一∴‖1－…－



十 坑

番 号
位 ．置

長 径 方 向

（長軸方向ラ
平面形

規　　　　　　　　 模

壁　 面 底　 面 穫　 土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備　　 考

新旧関係

（旧→新）品酎鍬極 短径潮両扉 深さ（cm ）

27 B 2 g 8 円　 形 L 13 9 緩斜 平坦 自然

32 D 2 e8 胴 形］ 1 ．10 35 外傾 平班 人為 土師器片 1 点，須恵器片 1 点 本跡→別し143

33 D 2 e9 円　 形 0 ．98 15 緩斜 平坦 人為 土師器片 1 点 本跡→S K －143

36 Å 2 f6 N －35。－W 楕円形 0 ．79　×　0 ．56 12 緩斜 平坦 人為

37 A 2 f6 N － 4 0 －W 楕 円形 1 ．71 × 1 ．08 34 緩斜 平坦 人為

38 A 2 f5 N …17。－W 楕 円形 0 ．97　×　0 ．81 8 媛斜 平坦 自然

39 Å 2 f5 N － 1 0 －W 楕円形 1 ．13　×　0 ．95 8 緩斜 平坦 人為

40 A 2 f5 円　 形 1．0ご 12 緩斜 平坦 自然・

41 A 2 g 4 N －580 －E 楕円形 0 ．85　×　0 ．76 7 媛斜 平坦 人為 土師器片 1 点

42 B 2 d 3 円　 形 0 ．88 52 外傾 平地 人為 土師器片 1 点

44 A 2 j5 N l 好 一E 楕円形 1．04　×　0．82 23 緩斜 平坦 人為 S「 6 →本跡

45 A 2 j5 N … 15。－E 楕円形 1．06　×　0．70 18 媛斜 平坦 自然 Sト 6 →本跡

46 A 2 j5 N －46。－W 楕円形 2．14　×　0．89 64 外傾 平坦 人為 SL 4 ・5 →本跡

47 B 2 a 5 N …230 －W 楕円形 0．92　×　0．76 22 緩斜 平坦 人為

48 B 2 g 6 円　 形 0 ．72 7 緩斜 自然

49 B 2 g 6 円　 形 0 ．68 7 緩斜 平坦 人為

50 B 2 g 6 円　 形 0 ．98 5 緩斜 平坦 人為

52 B 2 e 8 円　 形 1 ．10 13 緩斜 平坦 自然 本跡→S「12

53 C 2 a 8 円　 形 1 ．04 9 緩斜 人為 土師器片 1 点 S ト20→本跡

54 C 2 a 9 円　 形 1 ．07 11 緩斜 平坦 人為 S 「餌→本跡

55 B 2 i6 N …46。－W 長方形 3．45　×　2 ．18 26 緩斜 平坦 自然 S K 」粥巨 本跡→S ト15・16

56 B 2 i6 N …660 …W 楕円形 1．18　× 1．00 17 媛斜 平坦 自然

57 A 2 h 5 N －520 …W 楕円形 0 ．82　×　0 ．55 10 緩斜 平坦 自然

59 B 2 C 7 N －710 －E 楕円形 0 ．78　×　0 ．70 13 緩斜 平坦 人為

60 B 2 C8 N －290－W 楕円形 0 ．95　×　0 ．63 16 緩斜 平坦 人為

61 B 2 d8 N －190 －W 楕円形 0 ．97　×　0 ．58 13 緩斜 自然 土師器片 1 点

62 B 2 d O 円　 形 79 垂直 平坦 人為

63 B 2 h 9 N －580 － E 楕円形 2 ．02　×　0 ．94 31 緩斜 平坦 人為

65 B 2 i9 円　 形 0 ．53 114 垂直 平坦 不明

66 B 2 h O 円　 形 0 ．70 9 緩斜 平坦 自然

68 B 3 i2 N －16。－W 方　 形 0 ．78　×　0 ．77 38 外傾 平坦 人為

69 C 2 a 7 N －800 － E 楕円形 0 ．94　×　0 ．78 10 媛斜 平坦 人為

70 C 2 a 6 N －290 －W 楕 円形 0 ．58　×　0 ．50 12 緩斜 平坦 人為

72 B 2 d 3 N －88。－W 楕 円形 0 ．70　×　0 ．55 31 緩斜 平坦 人為 土師器片 1 点

73 B 3 il N －350 －W 楕 円形 0 ．48　×　0 ．40 38 外傾 平坦 人為

74 B 3 jl 円　 形 0．5 1 22 緩斜 平坦 人為

75 B 3 j2 N －800 …W 楕 円形 0 ．55　×　0 ．46 18 緩斜 平坦 人為

76 C 3 a l N －100 －W 長方形 0 ．55　×　0 ．50 20 緩斜 平坦 人為 土師器片 1 点

土師器片 1 点

77 C 2 C 6 N －760 －E 長方形 1 ．04　×　0 ．69 10 緩斜 平坦 人為

78 C 2 C 5 N －720 －E 長方形 1 ．13　×　0 ．58 48 外傾 凹凸 人為

79 C 2 d 5 N －100 －W 長方形 1 ．14　×　0 ．67 16 緩斜 平坦 自然 土師器片 1 点，須恵器片 2 点，鉄淳 1 点

羽目 1 点，鉄淳 1 点

81 C 2 d 5 N …180 －W 長方形 1 ．32　×　0 ．66 32 外傾 平坦 人為

82 C 2 d 5 N － 7 0 －W 楕円形 0 ．53　×　0．41 30 外傾 平坦 人為

83 C 2 d 5 N －180 －W 長方形 1 ．16　×　0．78 25 外傾 平坦 人為 土師器片 1 点

84

86

C 2 d 5

B 2 j7

N －200 …E 楕円形

円　 形

0 ．56　×　0．46

0 ．53

42

15

外傾

緩斜

平坦

平坦

人為

人為

土師器片 1 点

－142－



土坑
番Yぢ
恒 」規　　　模恒

出　　土　　遺　　物 i 菜或巨細 cm

89 B 2 i6
i N －58。－E i舶 弄多巨 76 × 0・88 巨 9 I ∴㍉

平坦
巨 為 桓 朗 読 示 6

90 C 2 d 5
i N －0。 唇 弁壬巨 8l X O t41－ 巨 2

凹凸
恒 ！

93
巨 3 c l 恒 形引　 相 巨 ！媛斜 恒 i

94
恒 C2 恒 形i o・62　 日

平坦 恒
土師器片2点 ！

95
巨 2g O 桓 形 i o・85 i 7 ！緩斜

平坦 ！自然 i

96 C 3 fl N －720－E 桓 円形
0．80　×　0．69

！ 10 i 緩斜
平坦

巨 為 ！

97 C 3 d l N －770－E
恒 形

1．34　×　0．94 22
［鮒

平坦 自然

98 C 2 b 9 N －59。－E
恒 形

1．30　×　0．80 8 緩斜 平坦 自然

99 C 3 g l 円　 形 0．76 5 緩斜 平坦 人為 土師器片1点

100 C 3 f2 円　 形 0．55 4 積斜 平坦 自然

101 C 3 h l N －630…E 楕円形 0．65　×　0．55 80 垂直 平坦 人為 土師器片1点

102 C 3 h l 円　 形 0．80 6 緩斜 平坦 自然

103 C 2 h O 円　 形 0．57 85 垂直 平坦 人為

104
！C 3 i2 i N …8lC－E

楕円形 1．45　× 1．07 14
自然 i

105 C 3 i2 円　 形 1．．28 r3
緩斜 巨 班 可

106 C 3 jl N …860－W 楕円形 0．69　×　0．51 4 緩斜 平坦 自然

107 C 3 jl N －720－E 楕円形 0．96　×　0．76 5 緩斜 凹凸 自然

108 C 3 jl 円　 形 0．90 ユl 緩斜 平坦 人為 土師器片 1点

109 D 3 a l 円　 形 0．71 9 緩斜 凹凸 自然
［

110 C 2 jO 円＋形 0．60 48 垂直 平坦 人為

111 C 3 f3 円　 形 0．57 17 緩斜 平坦 自然 土師器片主査

112 C 2 h 8 円　 形 0．78 28 緩斜 平坦 人為

日3 C 2 h 8 円　 形 0．80 5 緩斜 自然

114 C 2 h 7 円　 形 1．00 25 緩斜 平坦 自然 土師器片1 点

115 C 2 i8 円　 形 1．04 9 緩斜 平坦 人為 SK－116→本跡

11＿6 C 2 i8 胴形］ 0．98 22 緩斜 自然 本跡→SK IH

117 C 2 i7 N －770－W 楕円形 1．15　×　0．80 29 緩斜 平坦 人為

118 C 2 i7 円　 形 0．47 9 緩斜 平坦 自然

119 C 2 i8 不整円形 1．00　×　0．95 7 緩斜 平坦 自然

†20 D 2 a6 不明 不　 明 （1．60　×　0．75） 68 外傾 平坦 人為

121 D 2 a 7 N －690－E 楕円形 0．95　×　0．75 ユ0 緩斜 平坦 自然

122 D 2 a 7 N －780…W 楕円形 0．78　×　0．51 28 緩斜 平坦 自然

123 D 2 a 8 N －750…E 長方形 2．59　× 1．36 25 緩斜 平坦 人為 SI こ持→本跡

124
A 2 可 N －600－E 楕円形 1．78　×　L 34 50 平坦 自然

125
D 2 b7 ！

N －75。…E 楕円形 0．82　×　0．72 17 緩斜 平坦 人為

126 i

可

可

129 i

可

可

可

134 i

可

可

137 i

D 2 b 8 ［
N －310－E

楕円可

舶 可

楕円可

円 可

方 可

楕円可

円 可

円 可

絹 可

円 形i

当 可

1．37　×　0．98
35 ！

8 ！

中

日

12 i

70 ！

1日

5 i

35 i

21 i

16 ！

緩斜 ！

緩斜 i

船 I

媛斜 ！

紺 I

外可

船 I

緩斜 ！

外可

外可

緩斜 i

平可

平可

平可

平可

平可

平可

平可

平可

平可

平可

平可

自然 ！

人可

自然 i

自然 ！

人可

人可

中

人可

人可

人可

自然 i

D 2 b 9 i

D 2 C 9 i

D 2 可

D 3 可

D 2 可

D 3 g 2 i

D 2 e 7 i

D 2 可

D 2 可

D 2 cO i

N －830可

N －87。－可

！

N －8 0可

N －650－可

i

i

N －181 中

i

iF

1・08 ×0・6日

1・29 × 1・11 ！

0・84 ！

0・80 ×0・76 ！

0・97 ×0・75 i

0・85 i

0・76 ！

1・34 × 0湖 ！

ユ′・26 i

1・69 ！

i

i

i

i

i

土瞞 片1点　　　　　 l

i

l

i

i

SI1 7→本跡
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土 坑

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向ラ
平面形

規　　　　　　　 模

壁　 面 吠 I面 覆　 土 出　　　 土　　　 遣　　　 物

備　　 考

抑 「1関係

服 →縮雅

138 D 3 j2 N 一紆㌧ W 長方形 L 92　X i ！狙 12 緩斜 平坦 人為 課「4 1→本跡

139 D 3 i3 N l ぱ －E 滴骨猷 （1 ．06）×　0 ．80 8 十川 自然 事跡→SK l 朝

1購 D 3 i3 N …580 － E 長方形
0 896 × 0 ・82 日 3

緩斜 平坦 自然 SK －139→本跡

i射 D 3 i4 N …279 … E 柏 ＝車 2 ．54－　×　0．68 30 緩斜 平坦 人為

142 E 2 e O N －64。…E 滴円形］ （1 牒4 ）× 1．48 70 緩斜 平坦 人為

143 D 2 e 8 N …370 …E 楕円形 3 ．88　X l。30 100 緩斜 平川 人為 土師器片 1 氏　 須恵器片 1 点 SK －32 8 33→本跡

145 F 3 a l 円　 形 い．鵬 82 外傾 平坦 人為

i46 E 3 b l N …射。∴W 楕円形 且。22　×　0．90　　　　 8 媛斜 平坦 自然

147 B 2 b 7 N 」ぱ …W 方　 形 1 ．00　×　0．95 16 緩斜 平坦 不明 別＋㍗す本跡

媚 リ3 i4 円　 形 0 ．86 30 外傾 平川 自然

150 E 2 離 円　 形 0 ．43 46 外傾 平坦 人為

151 E 2 d O N …530 －E 楕円形 O ．樟 ＼ 仕事 24 緩斜 平川 自然

152 E 3 d4 N …31。一E ［長方形］ 2 ．42　×（1．17） 30 緩斜 平川 人為 土師器片 1 点

ユ53 E 3 g 3 N ㍉ぼ 一E 不　 明
l 湖 × 細 い 0 榊 の

平坦 人為
i

154 E 2 d O N …56。…W 楕円形 0．54　×　0 ．44 22 緩斜 平坦 自然

155 E 2 dO 円　 形 い．うり 32 外傾 人為

156 D 3 j4 N －190 …E 長方形
0湖 × 0 ・朝　 日 7

緩斜 平坦 自然 S K 守汁‥酎㌢ 4 →本跡

157 D 3 j4 N － 2 0 －E 長方形 0．95　×細．85） 10 緩斜 不明 S か一・一4 →本跡→S をL 156

蟻3 D 2 gO N 二門㌣∴W 長方形
3・45 × 2 ・花 巨

緩斜 平坦 不明 土師器片 3 点

164 D 3 i4 N 一鮮 楕円形 4．10　×　2 。90 36 緩斜 平川 自然

168 E 3 離 N 一路㌧ W 楕円形 2．56　× 1．27 70 緩斜 平坦 自然

169 E 3 e2 N 一組㌧戌 楕円形 ユ∴粥 ：×　C＝姻 32 緩斜 人為

′二′∵LソJ、

第　号井評跡　第蟻固）

位置　調査区域の北部，B2fO区－、

規模と形状　長径上郷mタ　短径信銅mの楕円形を皇する素掘りの井戸跡である。断面の形状は，上方は漏斗状

を皇し，確認商から。mの深さにテラス状の段を持ち，さらに下方に向かってすぼまる。深さは，潤mで

ある．、．長径方向は、N－27ロー11・Tである、、

穫蓋　9層からなる。各層にロームブロックや焼士粒子を含み，ブロック状に堆積していることからÅ為堆積

と思われる、，

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼l∵ブロック・炭化粒千微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック少量タ　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

4　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

5　極暗褐色　焼土粒子少量タ　ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック多量

7　黒　褐　色　ロームブロック微量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　極暗褐色　ロームブロック微量

遺物出土状況　遣物は、出上していない、一

所見　時期は，遺物がなく不明である‥、

一一一一一、一一一1つ＿∴‖一一一一一一一一一1－



第相聞　第　号井戸跡実測図

㌣
0　　　　　　　　　　　　　　2rm』

待　藩

ノ∴　、　′．．く

位置　調査区域の北部　A2舶～Å2e　区。

十十、．　ノー　∵貢　ノ、．∴　′八、－－ノ、′′l・‘・′l－．、＼　．、

言、∴′　　′′：言ノ　′∴　　′、∴　′、ノ、、ノこ　ざ′11－・こ、き′∴ここJ∴、、　り∴：．、＿、．．、、

…・・・‥；　ノ　三・六二J、ブ、、′ニ読：J・l言∴言∵∴′上′ニ）′：ノ　小・一一番′くノJニCノ、一一・ご、、、、ノ、、／く力、一．J十し∫　＼　｝＼

－Ⅵ’）ほぼ両袖′机二廷びる、、

l一一一一一つ！15lF－11－－－



覆土　2層からなる。ローム粒子や焼土粒子を含み，不自然な堆積状況から人為堆積と

思われる。

土屈解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，粘性あり

2　にぷい橙色　ローム粒子少量，粘性あり

遺物出土状況　土師器片46点，須恵器片1点，土製紡錘車1点が覆土中から出土してい

るが，いずれも破片で図示できるものはなかった。DP16の紡錘車は，覆土中から出土

している。

所見　掘削の仕方はしっかりとしているが，北部と東部が調査区城外となっていること

から，全体の状況を把握することは難しく性格も不明である。時期は，判断できる遺物

がなく不明である。

第2号溝出土遺物観察表（第156図）

‾二‾t

。◎芸
！i　！

第156図　第2号

溝出土遺物実測図

番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

胎 土 ・ 色 調 特　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備 考

径 （cm ） 厚 さ （幅 ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

D P 1 6 紡 錘 車 （3．2） 2 ．1 0 ．8 （15 ．0 ） 長 石 ・石 英　 橙 断 面 逆 台 形　 内外 面 ナ デ 覆 土 中

第3号溝（第157図）

位置　調査区城の北部，A2j7～A2j8区。

確認状況　東側が調査区城外に延びている。

規模と形状　東側が調査区城外に延びているため，確認できた長さは6・64mで，上幅0・5～0・9m，下幅0・2－

0．6m，深さは28cmである。断面形は逆台形である。A2j7区から東（N－870－W）に直線的に延びる。

覆土　5層からなる。ロームブロックなどを含み，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。

土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，締まりあり

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，粘怪・締まりあり

遺物出土状況　遺物は，出土していない。

所見　検出されたのは，一部分であり規模や形状などは不明な点が多い。時期は，遺物がなく不明である。

l‾へ、㌣了

第157図　第3号溝実測図

－146－
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′‘／一　　言′一　′二言

健置　調査区城の南部，D3j4～り3拍区。

重複関係　北東部及び西端が凱3号掘立桂建物跡の桂穴に掘り込まれタ東部が調査区域障延びている。またタ

・ノ、、二′、‘‾　′ノ　′－ノノ．壬‾ノ、′ノ、′ノ　　了：．′　′、ハ　∴、′′．

言去′．1‥　′一一一′、・・ノ十・く∴こノ＼・∴′、∵＼、／′言′〕持し二　十　一言ノ・′＿＼　＿l、′、、：▲、ハ帖（．＿＼、．

－　ノ∴、ノJ∴こ＼；言　断‘・守二．∴上一了′、二年ノノ　言ユ　　′くノ　ノ∴、＼′′：・・言・・用土・’－：ト∴『・ノ、

る．、、

尊堂　2層からなる。不自然な堆積状況からÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　ロームブロック多量，粘性あり
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　遺物は　出土していない。

所凰　検出されたのは，一部分であり規模や形状なども不明な鰯が多い。時期は　遺物がなく不明である。

もノミ、

．∴・・・：′　・言■「′、′」実－

表は　時期不明溝一覧表

′′っ／5．－

SK157遠坪野輸増
212

0　　　　　　　　　　　　　　2m』

番号位　　　　置主軸方向形状
規　　　　　　 模

断面底面覆土 出　土　遺　物
備　考

新旧関係服→新）確認長蘭上幅（m）下幅（扉深さ（cm）

2A2d4～A2e6持上欄「」離直線（9．6）1・5～1・車～82日2
㌔J〆平坦人為土師断融，須恵断は紡錘車は

3A2j7～A2j8佃－870…W）直線（6諸4）0．5～0．90．2～0．6 28 V 平坦人為

4D3j4～D3j5沌上磯「十の直線帥恒棚
凱l～0．2 10 ‰咄ノ恥平坦人為 本跡→SBつ3，SKl証ト1言

一一一一一一一一1－－－Alこ二‥1－71－・l一一一



5　遺構外出土遺物

今回の調査で，遺構に伴わない縄文時代から奈良・平安時代にかけての遣物が出土している。ここでは，こ

れらの出土遣物を一括して実測図（第159・160図）と観察表を掲載する。

＿＿二二
劇
く＝＞

亡‥圭：二
Q6

0　　　　　2cm

！i　！

！＿　i　　　！

第159図　遺構外出土遺物実測図（1）

－148－



第160図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第159・160図）

□　Q4

二二二二二二‾

DP20　　0　　Ml

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥　　　」

（二二二ュ
DP21

0　　　　　2cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径 特　　　　　　　 徴 胎　　土色　調焼　成出土位置備考

TPll縄文土器深　鉢－（7．5）－縦に隆荷を施し，間に単節縄文RLを施文長石 にぷい橙普通遺構外 PL31

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　調焼　成 手　　　　　　　 法 出土位置備考

170土師器杯 13．8 5．0 －長石・石英・赤色粒子にぷい黄橙普通内面へラ磨き 遺構外 PL30

171土師器杯［10．1］3．6 6，0長石・石英・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り 遺構外

172土師器甑 －（9．6）12．2長石・石英・雲母・赤的子にぷい橙普通外面下位縦方向のヘラ磨き 遺構外 PL30

173須恵器杯 12．3 4．2 7．6長石・石英褐灰良好舶→方向の捕ちヘラ剛　体即帽に強いロク叩遺構外 PL30

174須恵器高台付杯［14．2］5．4 8．9長石・石英灰 普通体翻・外配掛ロタロ目．妬醜ヘラ削後．高台馴付け遺構外 PL30

175須恵器高台付杯－（3．0）6．2紆石を雲母凍色粒子灰黄褐普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け遺構外

176須恵器盤 18．3 4．4 11．4長石・石英灰 良好底部回転へラ削り後，高台貼り付け遼構外 PL30

177須恵器蓋［16．4］2，9 －長石・石英・雲母灰白普通口緑部内面に短いかえり 遺構外 PL30

178須恵器蓋［14．4］2．9 －雲母 灰自普通口緑端部は真下に垂下 遺構外 PL30

179瓦質土器要 －（4．9）11．2長か百英・雲錮純子にぷい黄橙普通底部回転糸切り後，半球状の3足貼り付け遣構外 PL30

180須恵器蛮 －（14．5）13．0長石・石英灰自良好体馴面上位に斜め方向のタタキ．下位横方向のヘラ削遁構外

184須恵器壷 －（18．3）13．4長石・石英・雲母灰黄普通体部外面に横方向の平行夕タキ遺構外 PL30
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番号 器　 種
計　　　　 測　　　　　 値

胎 土　 e　色∴諦 特　　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備考径　 長　 中　 径 重壷‾‾廟

H P lγ紡 錘 車 5．5 ・1 日 05 樹お9 長石　 にぷい橙 断面逆台形 遺構外 PL二日

H P lバ 管状士錘 3。3 恒 の7 恒 中　 野も6 長石　 にぷい橙 断面長方車　 内 ・外面ナデ 遺構外 PL Jゴ

H P 川 十　　 王 2両　 凱6 i 狛‖ ］読
長石　 にぷい橙 両 ・外面ナチ 遺構外 PL 32

D㌘20 土　　 玉 2．6
244 恒 46

13。5 長石　 にぷい褐 内 ・外面ナチ 遺構外 PL 32

縮　 器 種　　 計　　 測　　 値 i胎士 ヴ色調i 特　　 徴
出士位置 備考′田十 ∵ ∵ 長　 可㍉ √ 区 1 重畳（g）

DP飢 泥面子　 07 日 の ・7 3．9 赤色粒子　 撃iタ摘 ナデ 「ひょっとこ」か 遺構外 PL32

番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 植 ト　 質

：圭ニ 出 士 位 置 備考
長　　 さ

幅 「摩　 中 醍 （g ） 特　　　　　　　　 徴

Q 4 砥　　 石
廟 可　 軋可　 ∠招 恒 鵬

凝灰岩 砥面十両　　 溝状の紙面 8か所 遺構外 P L 32

Q 5 出　　 石 持0。0） （7．0十 （2湖 （120滴 花崗岩 くぼみ6 か所 遺構外 P L32

Q 6 石　　 銀 2可 ＋ m i …
1．2 黒曜有 無茎鉱 遺構外 P LJ2

り丁 石　　 簸 6日　 の7 日 の3
上† 黒曜石 無茎鍍 遺構外 P L32

番号 器　楯
長 芸i 幅 盲；び摩 還 g）i材　 質　 特　　 徴 i出土位置 i 備考

Ⅵつ 刀　　 子 （10。3） 。1 日 ・5 i 鵬　 鉄　　　 切先から刀身部で…瑠 欠損　　 i遺構外　 桓 32
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第4節　ま　　と　め

今回の調査では，縄文時化弥生時代，古墳時代及び奈良・平安時代の遺構と遣物が検出された。各時代ご

とにみると，弥生時代の竪穴住居跡5軋古墳時代の竪穴住居跡2軋　奈良e平安時代の遺構としては竪穴住

居跡29軋掘立柱建物跡11枚土坑18軋井戸跡4基，溝1嵐時期不明の遺構としては竪穴住居跡3軋掘

立柱建物跡3棟，土坑130基，井戸跡1基，溝3条が検出されている。縄文時代の遺構は検出されておらず，

土器片が出土しただけである。なお旧石器時代については剥片が出土しただけである。

ここでは，各時代ごとに遺構と遣物について概要を述べ，まとめとしたい。

1　縄文時代

今回の調査では，縄文時代の遺構は検出されていないが，遣物としては縄文土乳石鉱，凹石などが出土し

ている。縄文土器はいずれも破片でり，中期後葉の加曽利EⅢ式期に比定される土器片が多い。石鉄は2点出

土しており，いずれもチャート製である。これらの事実から，当遺跡では縄文時代の人々の生活の跡は確認で

きなかったが，狩猟の場であった可能性が高く，また周辺に集落があったことが推定できる。

2　弥生時代

今回の調査で検出された弥生時代の遺構は竪穴住居跡5軒で，第181巨13。19e25号住居跡が該当する。

ただし耕作によると思われる削平によって道春状態はよくない。第1elle13号住居跡は調査区域の北部から，

第19。25号住居跡は中央部から検出されている。住居跡の平面形は長方形が中心で，第25号住居跡だけは楕円

形を呈する○規模は長軸（径）4・2－4・7m，短軸（径）3・3～3・9mの範囲内で，第1号住居跡だけが長軸3。3m，

短軸2・9mで，他に比べて小さい。主軸方向は平面形が不明である第13号住居跡を除いて，N－320－WからN

－470－Wの範囲内にあり，いずれも真北から西方向を意識して構築されている。住居の内部施設としては，

いずれも主柱穴が4か所，出入り口施設に伴うピットが1か所検出されており，中央部に炉を持っている。炉

は床面を掘り下げた地床炉で，炉の平面形は第19号住居跡が円形で，これ以外は楕円形である。炉の大きさは，

さまざまである。

出土遺物は弥生土器の広口壷が中心で，他に土製の紡錘車が出土している。広口壷は遺存状態が比較的良好

で，胴部に附加条1種（附加2条）の縄文を施したものが多く，単節縄文を施したものもある。頚部は，櫛歯

状工具による波状文，横走文，鋸歯状文などを施したものが多いが，無文のものもある。底部には木葉痕が残

るものが多い。これらの土器は，その特徴から二軒屋式土器が中心となる。当時代の紡錘車は3点出土してお

り∴いずれも断面は長方形を皇し，径はDPlが5・2cmと大きく，DP2・3は3。8cm前後である。文様としては，

上下2面及び側面に櫛歯状工具による放射状文や棒状工具による刺突文が施されているものと全く文様が施さ

れていないものがあった。

以上の事実から，当遺跡では弥生時代に小規模ながら集落が形成されていたことが判明した。

3　古墳時代

今回の調査で検出された古墳時代の遺構は，竪穴住居跡2軒で第20号及び第35号住居跡が該当し，いずれも

後期のものと思われる。遺存状態が悪く出土遣物も少ないが，出土土器から古墳時代の竪穴住居跡と判断した。

第35号住居跡は特に遺存状態が悪く，遺物や焼土，粘土等の散らばりから平面形や竃の位置を推定した。第20
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号及び第35号住居跡はともに調査区城の中央部で検出されている。平面形は　第鋼号住居跡の南部が調査区域

外となっているため不明であるが，第35号住居跡は長方形と推定される。規模は第20号住居跡が東西軸4。98m

で大形の住居跡の可能性が高く，第35号住居跡は長軸3諸m，短車由3漣臥程度と推定される。主軸方向はN…90

…WからN…170－Eの範囲内にあ娠　ほぼ北方向を意識して構築されている。住居の内部施設としては，第

20号住居跡で主柱穴が2か所検出されタ　掘り方はしっかりしている。出土土器は土師器は点で　棒と聾の破片

が太部分である。

古墳時代は撃　後期に集落が形成され竪穴住居跡2軒が検出された。弥生時代に比べると集落の規模が縮小す

る傾向が窺える。

4　奈良㊧平安時代

奈良の平安時代は当遺跡の中心となる時期で　竪穴住居跡錮軒　掘立柱建物跡1棟　士坑摘基　井戸跡　基，

藩1条が検出されている。奈良e平安時代は3期に分けて，それぞれの概要を述べることにする。

第1期（8世紀‾）

当遺跡の8世紀代の遺構はタ　第809◎温5028号住居跡撃　第64067088号土塊が該当する。8世紀の掘立桂

‘一上狛．∴：、つ　、∴、　－′・、′、・・，」　　ノ　　こ′・∴－‘、－′、言ノ！・・　－　′′　　ノ　ー　′こ’・立ノノ　′　言　二ノ′′′

′ノ　．、、ノ．ユ、．、∴．〈＿こ－l　　′・　一　′了　一∴　　　　　　／・、り：；・′J′′　　I　ノJ　　二、＼　・ハ　トノノ中・′

内にあり学　すべて真北から西を意識して構築されている。住居の内部施設はタ　第9号住居跡は主柱穴が後か所

検出されたが，出入り口施設に伴うピットは検出されなかった。第8㊧28号住居跡は主柱穴は検出されず芦　出

入り口施設に伴うピット且か所が検出されただけである。竃は第9号住居跡が第8号住居に掘り込まれており

検出されなかったが　第　の錆号住居跡で検出された。上部が削平され遺存状態は悪かったがタ　北壁に付設さ

れ火床面が赤変しているのが確認された、、

出土遺物としてほタ　土師器の棒夕　聾，須恵器の棒，襲撃　高台相棒，盤，蓋夕　土製支脚などがある。須恵器の

棒は道春状態の良好なものは少なかったが　口径はほ～摘cm前後　底径は　～7cmが中心でタ　口径に比べて底

径の比率が太きかった。体部下端の調整についてはタ　手持ちへラ削り調整されているものとされていないもの

があった．蓋はほとんど内面にかえりをも／〕ていた＿、つ貢恵器は遣構外からも出上しており，胎上から新治窯産

のものが中心のようである。

当遺跡は8世紀に規模は小さいながら，集落が形成されていることが判明した。

第2期（9世紀）

9世紀代の遺構は多も竪穴住居路用軒　掘立柱建物跡　棟　土坑1基　井戸跡　基　湛　条である。第5の

（う・12・1（う・：17・22・24・27・31・36号住居跡．第．1、5．8～10・1＿3号据立柱建物跡，第7・1＿0・13・15・

且7023の29043el44の蟻　の蟻号士坑　第　8　の　号井戸跡，第1号溝が該当する。遺構の配置を住居跡

と掘立柱建物跡からみると　北部に第　の　号及び第はの蟻0描号住居跡と第　～　号掘立柱建物跡　中央部

に第22024踏27031036号住居跡と第8号掘立柱建物跡夕　南部に第9号掘立柱建物跡と太きく3つのブループ

に分けられるようである。住居跡は当調査区域内の全体から検出されているが9　8世紀あるいは10世紀の住居

跡と重複しているものが5軒ほどある。住居跡の平面形は方形あるいは長方形で資　規模は2～3mのものがほ

とんどで，第12016017022号住居跡だけが4m以上である。主軸方向は，N－31～30－WとN－20…Eの

範囲内にあり，8世紀代の住居跡と比べて真北から東に振れるものが出てくる。住属の内部施設としてほ，主

柱穴が4か所検出されたのが第16。17827号住居跡だけで，他は検出されなかった。竃は第27号住居跡が第26
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号住居に掘り込まれており，焼土の散らばりが検出されただけであったが，他はすべて検出されている。貯蔵

穴は第6号と第31号住居跡の南東コーナーで検出され，規模は40－50cmで円形あるいは楕円形である。掘立柱

建物跡は9棟で，すべて側柱建物跡である。北部に第1～5号，中央部に第8号，南部に第9・10・13号掘立

柱建物跡と大きく3か所に分かれる。第2～5号掘立柱建物跡は重複しており，建て替えの可能性が考えられ

る。第2－5・10・13号掘立柱建物跡は東西棟，第1・8・9号掘立柱建物跡は南北棟である。第1号掘立柱

建物跡と第2～4号掘立柱建物跡は桁行方向が直交するように位置している。掘立柱建物跡は，収穫した稲な

どを保管するために使用したものと思われる。

第165・166号土坑からは，多量に土器が出土している。特に第165号土坑から土師器片268点，須恵器片107

点などが出土している。土器はいずれも覆土の中層や下層から出土しており，廃棄したものと考えられる。な

お第165号土坑からは，墨書土器が3点出土している。

井戸跡は3基で，このうち第1・2号井戸跡と出土遺物がなく時期不明とした第3号井戸跡は調査区域の北

西部から南東方向に25mの間隔をもってほぼ一直線上に並んでいることがわかった。

第1号溝は調査区域内を南北にほぼ一直線に走っている。調査区域全体が削平されており，検出された部分

は浅いが，遺物は多量に出土している。集落は水田に面した微高地に立地していたと考えられ，第1号溝はそ

の斜面に沿って走っており，何らかを区画する溝の可能性が高い。

出土遺物は，土師器の杯，椀，要，甑，土製紡錘車，支脚，羽口，須恵器の杯，高台付杯，嚢などである。

8世紀代と比べて，須恵器の割合が減少する傾向にある。須恵器の杯は口径に比べて底径の比率が小さくなる。

体部下端の調整については，8世紀のものと同様に手持ちへラ削

り調整されているものと，されていないものがあった。土師器の

杯は，口径，底径，高さともに小さくなり皿状になる。またこの

時期に高台を持つ椀が出土してくる。土師器の杯，椀，高台付血

については，内面を黒色処理されたものが多い。図示できた杯，

椀，高台付皿をみると，杯43点の中で内面を黒色処理されたもの

は22点，椀25点の中で内面を黒色処理されたものは14点，高台付

皿3点の中で内面を黒色処理されたものは2点で，それぞれ約半

数ほどが内面を黒色処理されている。土師器の高台付皿は高台部

が高く，第5号住居跡から1点と第165号土坑から2点が出土して

いる。土師器の嚢は，口縁部が残っているものはほとんど端部が

つまみ上げられ，体部下端は横方向のヘラ削りが施されている。

またこの時期，墨書土器が出土している。第1号溝から1点，第

165号土坑から3点である。第1号溝出土の墨書土器は「貝女」，

第165号土坑出土の墨書土器は「再」，「西」「壬万」と書かれてい

た。

当遺跡から出土した遺物で注目したいものに糸巻と斎串がある。

糸巻は紡織具の一種である。木器集成図録　近畿古代篇によれば

「紡織具の中心は糸巻類と紡輪（円板の中心に糸巻棒をとおす紡

錘車）であって，2，3の例を除くと織機の出土例は少ない。　　第161図　糸巻

糸巻の構造は数本の枠木とそれを固定する横木，横木の心にと
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おす軸棒からなる。軸棒をつけた状態で発見された例ほなら　また多くの木製品のなかから車由棒に該当するも

のは発見されていない。構造によってAe Bの2型式に大別できる。Å形式は学枠木が4本からなりそれぞれ

の枠木の両端から内寄　の腹面に　個所の　乳をあげて　ここに横木を結合する0　本の横木はそれぞれ2枚

の東を十字形に欄欠きでかみあわせ撃中心に魂孔をあけ，四方の端を棒状に削る。出土品の糸巻の大多数はこ

の型式をとる。B型式は　本の枠木からな勘　それぞれの枠木の両端から内寄りの盤面に2個所の切欠きをい

れる。つま娠枠木と六角形の　枚擬の横木とは補欠　の仕口で結合するのである。B型式糸巻はいまのとこ

ろ1倒しか発見されていない。枠本の砂浜はおよそ　つに大別で　る。　は断面を円形に近い棒状につ　るも

のラ　Ⅲは枠木の腹商を平坦にして断面がカマボコ形を皇し，横木の結合部から両端に向かって斜めに削り込む

もの。ⅢはⅢの2個所結合部間に浅く到るもの。ⅣほⅢの形態をとるが，両端の側面形を刀身形にとがせたも

の。また枠木の長さによって　長さ猟m前後の小形き長さ24～28cm前後の中乳32cm以上の大形に区別できる

ようであるがラ枠木の太4、は横木の大小できまる糸巻の直径にかならずLも相関していない」1）。

以上のことからヲ当遺跡から出土した糸巻は撃枠木のlつで，型式としてはAのⅢ型式に近いものと思われ

る。また太きさほ　中形といえる。分析の結果　使われてい

A型式　　B型式　　　　C型式

I式　　II式　　IIl式　　　Ⅳ式

Ⅴ式　　　Ⅵ式　　Ⅶ式　　Ⅷ式

第相国　斎串
（註2文献より転載）

る木材はマツ類であることがわかった。時期は，同じ井戸跡

から出土した遺物から平安時代と判断できる。当時の生活の

道具の一つとして使用されたものであろう。

木器集成図録　近畿古代憲によれば，「斎串は調いぐし』

あるいは『いわいぐし』ともよばれ，木製の祭祀具の一つで

ある。木製の祭祀具の基本形態はヲ　実際の器物や禽獣を抽象
かたしろ

化したものであり，一般に形代とよばれているものである。

概して1回限りの使用の軌遺棄される。斎串タÅ私馬私

鳥私　刀私刀子私鎌乳　下駄私船私　陽物形などに分

類される。多くは板を切り抜いてつくる平面的な形態をとる

が，人形の一部や舟形e陽物形には立体的に表現するものが

ある。人形は罪椀や悪気を移し，流れに投げ捨てる祓いがそ

の一般的な使用法で，馬形は水神への祈願に流れに投じたと

する見方が一般的である。斎串については諸説あるが，結界

をあらわし，外部の悪気を遮断するとともに，人形の負った

罪積を外に漏らさぬ役割を果たしたと考えられている○

斎串は薄板の両端をとがらせ，両側に切込み（削りかけ）

などをほどこした串状品で，多くの場合，加工は周縁の形を

粗くととのえる程度におわり，丁寧な加工は行わない。薄板

の両端の形状によって，つぎの4型式に区分できる。A型式

は板材の両端をそれぞれ一側面から鋭く斜めに切り落とした

もの，B型式は細長い板材の両端を圭頭状につくったもの，

C型式は細長い板材の上端を圭頭状にして下端を剣先状につ

くったもの，D型式は上記の3型式に属さないもの。他方，

板材の側面からの切り込み方によって8式に分類できる。I
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式は切　込みを太れない　の。Ⅱ式は側面を割　裂くように上端木口から割目をいれるもの。Ⅲ式は上端近く

の側面の左右l個所に切り込みをいれるものを主とし，上端の斜辺から切り込むものもふくも。Ⅳ式は上端近

くの側面の左右2個所以上に切り込みをいれるもので汐　この場合1個所の切り込み回数は1回タ　V式は側面の

左右離所以上に切　込みをいれるものでヲ　この場合招固所の切り込み回数が4～5回におよぷことがある。

Ⅵ式は両側面の左右対称位贋を三角形に切欠くものである。Ⅶ式はⅢ式とⅥ式が組み合わされたものである。

Ⅷ式はⅤ式とⅥ式とが組み合わされたものである。上のような形状と切り込みの手法を組み合わせて，A‡型

式タ　BⅢ型式などとよび分けることにする。A型式は6世紀後半から，B型式やC型式の一部は　世紀第Ⅲ四

半期に出現しヲ　　録　世紀にはC型式が展開する。斎串の寸法はタ　8世紀の平城宮の京の出土例では全長14～

24cm前後のものが一般的である声。当遺跡から出土している斎串は　Å　型式に属するものと考えられる。

全長は14。5cmである。分析の結果夕　使用された木材はスギ類であることがわかった。県内での斎串の出土例ほ

なら　詳細な分析は今後の調査や研究を待たなければならないが　何らかの祭祀行為が行われたものと思われ

る。時期はタ　前述の糸巻と同じ第2号井戸跡から出土してお娠　土器から　世龍代と推定される。

以上の遺物から　糸巻は実生活の道具として　斎串は祭祀のための遺具として使用された　のと考えられる。

斎串が井戸跡から出土していることについては　不明な点が多いが　当時のÅ々の祭祀行為の一端が垣間見ら

れた気がする。当遺跡から出土した木器は，前述の糸巻，斎串のはかタ　不明木器2点が出土している。不明木

器については加工痕がみとめられるが，詳しい性格などは不明である。また調査時道春状態が悪ら　使用され

た木材も広葉樹までしかわかっていない．

9世紀は8世紀に比べて集落の規模が拡大し，住居跡と掘立柱建物跡がセットで大きく3つのグループに分

けられる。遺物としては，支配者層や役太などの身分や役職をあらわすものは出土しておらず，当遺跡は一般

の農民の集落で，掘立柱建物跡は収穫した稲などを保管するためのものと考えられる。

第3期（10世紀）

10世紀の遺構は9世紀同様に多く，第4や7。10ゆ21823・26砂29032～34，37の4巨46号住矧臥　第6。

7号掘立柱建物跡，第5e58の蟻　の蟻号士坑　第　号井戸跡が該当する。遺構の配置を住居跡と掘立柱建物

跡でみると，北部に第4。7弓0号住居跡，中央部に第2巨23。26の29・32～34号住居跡と第6・7号掘立柱

建物跡，南部に第37。41e46号住居跡というように大きく3つのグループに分けられる。

住居跡の平面形は方形あるいは長方形で，規模は一辺が2～4mでさまざまだが，4mを超えるものが5軒

あり，9世紀よりやや大形になる。主軸方向はN－68～40－WとN－1－940－Eの範囲内にあり，主軸方向

が真北から東に振れているものが多くなる。また東壁に竃が付設されているものが7軒ある。住居の施設とし

ては4か所主柱穴が検出されたものはなく，第7。23号住居跡が1か所である。また出入り口施設に伴うピッ

トが検出されたのは3軒である。貯蔵穴が検出されたのは第4033834号住居跡で，北東コーナーあるいは南

西コーナーに付設され，規模は50～70cm程度の円形や楕円形である。

掘立社建物跡は9世紀のものと同様側柱建物跡で，第6・7号掘立柱建物跡は中央部に位置する○柱穴．の規

模は，9世紀代が長径（長軸）が50cm～1m程度に対して30～60cmと小ぶりになる。土坑は第5858弓62の

167号士坑が該当する。第162号土坑からは土師器の杯や椀などの破片が35点ほど出土している。井戸跡は第4

号井戸跡が該当し，形状は上方が漏斗状，下方が円筒状を呈しており9世紀代のものとほとんど変わらない。

出土遺物は，土師器の埠，椀，皿言軋　甑，羽釜，置き竃などで，須恵器はほとんど出土せず，土師器が中

心となる。土師器の杯は器高が低く皿状で，底部は回転へラ削りのものに加えて回転糸切り離しのものが出て

くる。嚢は目線端部が上方につまみ上げられ，体部下端は横方向のへラ削りが施され，底部には木葉痕がみえ
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‥　、　　　　∴・・・′，ノ　ノ　　　ノ、ヾ．　　　　一、、ノ。

㈱吉［廿生物研究所　汐見　　真

京都造形芸術大学　岡田　文男

1．試料

八六∵、1一・了、・一　㌧、′．．ノ′ノ　　い′ノ　　　　∴崇′し、‥、、Jノ∴工、　　　　′／：い′　‥．′‥′ノ了、・l　‥、あら

2．観察方法

′、′′二ノノー、′ノ＼　、，・　′　・　′∴、．．∵「∴　∴く　　コ1、．．．　′！、了くノノ′　′′、∴く　一　六ク、‾ノンノ、シ　、ノ・′′　∵、

た．、、．．このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した、、、

3．結果

．．・　∴‾∴・ノ　′　∴　ノ　．　　　　　ノ主′、　つ∴′．t、′　′．、．　∴　　ノ／・′ノニ　′．∴’l′∴’圭∴了一　′

、′ソ‾＼ノ′、　　′、1、′1、　　、、＼ニー

（遣物No．1）（写真No．1、）

木Ilでは仮道管を持ち，早材から晩材への移行は急であった∴大型の垂直樹脂道が細胞間隙としてみられる。一、

、ハ．．kユ∴！′古・・いノ言∴一一．′、′　∫．′、ノノノ　ー　二　ハ午了、・ニ了、　、・．∴・パ尺．・（ノ、ノ．‖こノ、信．．ノノ、′ノ、′ぅ　．ノ

ノ　ノ、二か・’J′′、′・；二汗・′11∴　ノ、　′′．　′！‾、′こい上㌻一高、′有　‾、　、ご′．．ソ了．′ノノ・　′こ、・′－∴了．・∴、′′、∴′′　ノ

錘形の　のがある。マツ属　に柔栓類　はタロマプ　アカマツがあ勘　北海道南部　本州　四国　九州に分布

する。

ノ′　スキノ「、接1－′真．ス1　C＼．∴こ｝二、∴．．ミリり∴こ・．悠こ－∴J

（遺物No．2）（ノ写真No．2、）

へ　∴、、′′工一’・′二＿上′．　‥・′′ノ・′．一定′′．ノ＼1・了上　∵ノ言∴′ノ）・ノ∴　　べ了巨㌦∴・ムノ‘、弓言！ノー．、′′・∴

た。柾目では放射組織の分野壁乳は典型的なスギ型で鼠分野にl～3個ある。夜目では放射組織はすべて単列

であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州　四国　九州の主として太平洋側に分布する。

3）広葉樹

（遺物No．3）（写真No．3）

乾燥と収縮で固定できる切片が採取できなかった。木口では年輪界は不明であった。道管以外の要素は不明。

柾目では道管は単穿孔と側壁に交互壁乳を有する。放射組織は直立、方形と平伏細胞からなり異性ゼある。道

管放射組織間壁乳は対列ないし階段状である。板目では放射組織は一部に2細胞列の組織が見える以外は不明

である．
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事　広葉樹

（遣物No．l′1）（写真N（ト・－0
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l
糸車の一部　 巨 ッ科マツ属 に 薬松寿］

2 斎串　　　　　　　 スギ科スギ属スギ

3 不明木製品　　　　 広葉樹

4 不明本製品　　　　 広葉樹
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北部完掘状況

南部完掘状況



第1号住居跡

完掘状況

第11号住居跡

完掘状況

第11号住居跡

遺物出土状況



PL4

■　一

第13号住居跡

完掘状況

第13号住居跡

遺物出土状況

第19号住居跡

完掘状況



第19号住居跡

遺物出土状況

第25号住居跡

完掘状況

第25号住居跡

遺物出土状況



第20号住居跡

完掘状況

第20号住居跡竃

完掘状況

第2号住居跡
完掘状況



第4号住居跡

完掘状況

第4号住居跡

遺物出土状況



第7号住居跡

遺物出土状況



第10号住居跡

完掘状況

第12号住居跡

完掘状況

第15・16・17号住居跡

完掘状況
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第17号住居跡

‾．1完掘状況

第21号住居跡

遺物出土状況

第22号住居跡

完掘状況



第24号住居跡

完掘状況

第31号住居跡

完掘状況



第31号住居跡

遺物出土状況

第32号住居跡

完掘状況

第32号住居跡

遺物出土状況





第37号住居跡

完掘状況

第41号住居跡

完掘状況



第1号掘立柱建物跡

完掘状況

第2号掘立柱建物跡

完掘状況

第2・3・4・5号掘立柱

建物跡完掘状況
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PL16

1‾　肝‾・1．－

第7号掘立柱建物跡

完掘状況

第8号掘立柱建物跡

完掘状況

第9号掘立柱建物跡

完掘状況



▼，’YJ′1、，‾

㌢∴∴牒野∴予壷
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第10号掘立柱建物跡

完掘状況



第1号井戸跡

く3：完掘状況

第3号井戸跡

完掘状況

第4号井戸跡

完掘状況



第5号井戸跡

完掘状況

第5号井戸跡

遺物出土状況



第1号溝北部

完掘状況
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第2号溝

完掘状況

第3号溝

完掘状況



第5号土坑

遺物出土状況

第58号土坑

遣物出土状況

第79～84・90・92号土坑

完掘状況



第162号土坑

遣物出土状況

第165号土坑

遺物出土状況



第1・11・19・25号住居跡出土遺物



PL24

至当±電㌔

SI12－35

第5・7・9・10・12・17号住居跡出土遺物

●一°’．▲了′
SI12－31

SI7－22



PL25

ヽ．一二・欄■■■

誓下1－二：－：宅｝

第15・21・22・28・29号住居跡出土遺物
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第29・31～34号住居跡出土遺物

SI29－69



S136－112

第36・46号住居跡，第165号土坑出土遺物



SDト146

第10・13号掘立柱建物跡，第162・165号土坑，第1号溝出土遺物



PL29

第2・4号井戸跡，第1号溝出土遺物

＼＿、…芋二こTi㌔重工l！．一一



遺構外出土遺物



PL31

SDトDP15

第11・13・19・25号住居跡，第2号井戸臥　第1号溝，遺構外出土遺物



遺構外一Q6　　　　　　　遼構外－Q7　　　　遺構外－DP19

第7・8・19・24号住居跡，第1号溝，遺構外出土遺物
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